
対
象
機
器

接
続
口

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

凝
縮
器

①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
２
階
）

①

4144



①②

対
象
機
器

接
続
箇
所

－
①

及
び
②

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
可
搬
型
ダ
ク
ト
敷
設
ル
ー
ト

精
製
建
屋
（
地
上
４
階
）

4145



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

4146



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
２
階
）

4147



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
係
る
精
製
建
屋
内
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル

敷
設
ル
ー
ト
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

対
象
機
器

接
続
口

－
①

①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

4148



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
３
階
）
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蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
係
る
精
製
建
屋
内
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル

敷
設
ル
ー
ト
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

対
象
機
器

接
続
口

－
①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

①

4150



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
４
階
）

①

対
象
機
器

接
続
口

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

予
備
凝
縮

器
①

4151



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

4152



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
２
階
）

4153



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
３
階
）

4154



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

南
２

：
敷
設
ル

ー
ト

南
１

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

精
製
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
４
階
）

①

対
象
機
器

接
続
口

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

予
備
凝
縮

器
①

4155



4156

j1980023
テキストボックス
蒸発乾固の拡大防止対策（セルへの導出経路の構築及びセル排気系を代替する排気系による対応）精製建屋における可搬型ケーブル敷設ルート（屋外）（第１接続口及び第２接続口）



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
３
階
）

4157



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
２
階
）

4158



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
１
階
）

4159



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
１
階
）

4160



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
２
階
）

4161



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
３
階
）

4162



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
４
階
）

4163



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
５
階
）

4164



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
屋
上
階
）

4165



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
３
階
）

4166



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
２
階
）

4167



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
１
階
）

4168



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
１
階
）

4169



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
２
階
）

4170



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
３
階
）

4171



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
４
階
）

4172



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
５
階
）

4173



化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
屋
上
階
）

4174



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
３
階
）

4175



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
２
階
）

4176



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
１
階
）

4177



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
１
階
）

4178



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
２
階
）

4179



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
３
階
）

4180



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
４
階
）

4181



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
５
階
）

4182



機
器
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
屋
上
階
）

4183



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
３
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4184



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
２
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4185



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4186



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4187



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
２
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4188



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
３
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4189



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
４
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4190



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
地
上
５
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4191



可
燃
性
物
質
に
よ
る
火
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
製
建
屋
（
屋
上
階
）

：
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

保
管
場

所

4192



Ｐ
前
処
理

建
屋

の
安
全
冷
却
水

系
か
ら

重
大

事
故
等

対
処
共
通

設
備

の
水
供

給
設
備
の

貯
水

槽
か
ら

Ｆ
Ｐ

本
図
は
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建

屋
蒸
発
乾
固
の
２
系
統
の
う
ち
１
系
統
の
第
１
接
続
口
の
接
続
例
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
蒸
発
乾
固
の
他
の
１
系
統
並

び
に
第
２
接
続
口
に
接
続
し
た
場
合
も
同
様
の
系

統
で
あ
る
。
た
だ
し
，
接
続
金
具
等
の
個
数
及
び
位
置
は
，
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
毎
に
異
な
る
。

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
水
供
給
設
備
の

貯
水
槽
へ

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
系
統
概
要
図

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

精
製

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
へ

（
建
屋
境
界
）

精
製
建
屋

の
冷
却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾
固

に
対
処
す

る
た

め
の

設
備

へ
可

搬
型

排
水
受
槽

Ｐ

Ｐ

分
離

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
へ

Ｔ

※
１

可
搬
型

重
大
事

故
等

対
処

設
備

※
２

常
設
重

大
事
故

等
対

処
設

備

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

混
合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

※
１

※
２

※
１

※
２

安
全
冷
却
水
Ａ

膨
張
槽

安
全
冷
却
水
Ｂ

膨
張
槽

4193



代
替

安
全
冷
却
水
系
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却

）
の

通
水

接
続

口
配

置
図

及
び

接
続

口
一

覧
 

ウ
ラ

ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
１
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。
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重
大
事
故
等
対

処
共
通

設
備
の
水
供
給

設
備
の

貯
水
槽
か
ら

Ｐ

本
図
は
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
第
１
接
続
口
に
接
続
し
た
場
合
の
例
で
あ
る
。
接
続
口
毎
に
機
器
注
水
配
管
が
異
な
る
た
め
，
第
２
接
続
口
か
ら
第
４
接
続
口
に
接
続
す
る
場

合
は
系
統
構
成
が
異
な
る
。
ま
た
，
接
続
金
具
等
の
個
数
及
び
位
置
に
つ
い
て
も
，
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
毎
に
異
な
る
。

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
系
統
概
要
図

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

精
製

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
へ

（
建
屋
境
界
）

分
離

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
へ

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

貯
槽

混
合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

※
１

Ｆ

※
２

Ｆ Ｆ Ｆ

Ｔ Ｌ Ｔ Ｌ Ｔ Ｌ Ｔ Ｌ
※
１

可
搬
型

重
大
事

故
等

対
処

設
備

※
２

常
設
重

大
事
故

等
対

処
設

備

※
１

※
２

※
１

※
２

※
１

※
２

4195



代
替
安
全
冷
却
水
系
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）

の
注

水
接

続
口

配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地

上
１
階

）

については核不拡散の観点から公開できません。
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代
替
安
全
冷
却
水
系
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の

注
水
接

続
口

配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（

地
上

２
階

）

については核不拡散の観点から公開できません。
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Ｐ

前
処
理
建
屋
の

安
全
冷
却
水
系
か
ら

重
大

事
故
等

対
処
共
通

設
備

の
水
供

給
設
備
の

貯
水

槽
か
ら

Ｐ

本
図
は
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建

屋
蒸
発
乾
固
の
２
系
統
の
う
ち
１
系
統
の
接
続
例
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
蒸
発
乾
固
の
他
の
１
系
統
に
接
続
し
た
場
合

も
同
様
の
系
統
で
あ
る
。
た
だ
し
，
接
続
金
具
等

の
個
数
及
び
位
置
は
，
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
毎
に
異
な
る
。

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
水
供
給
設
備
の

貯
水
槽
へ 蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
系
統
概
要
図

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

精
製

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
へ

（
建
屋
境
界
）

精
製
建
屋

の
冷
却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾
固

に
対
処
す

る
た

め
の

設
備

へ
可

搬
型

排
水

受
槽

Ｐ

分
離

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
へ

※
１

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
２

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
１

※
２

Ｔ
硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

貯
槽

安
全
冷
却
水
Ａ

膨
張
槽

※
１

※
２

※
１

※
２

混
合
槽
Ａ

※
１

※
２

※
１

※
２

混
合
槽
Ｂ

※
１

※
２

※
１

※
２

一
時
貯
槽

※
１

※
２

Ｔ Ｔ Ｔ

Ｐ

安
全
冷
却
水
Ｂ

膨
張
槽
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代
替

安
全
冷
却
水
系
（
冷
却
コ
イ
ル
等

へ
の

通
水
に
よ
る
冷
却
）

の
通

水
接

続
口

配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

ウ
ラ

ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
１
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。
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重
大

事
故
等

対
処
共
通

設
備

の
水
供

給
設
備
の

貯
水

槽
か
ら

Ｆ
Ｐ

本
図
は
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建

屋
蒸
発
乾
固
換
気
系
統
遮
断
・
セ
ル
内
導
出
設
備
及
び
放
出
影
響
緩
和
設
備
の
第
１
接
続
口
の
接
続
例
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱

硝
建
屋
蒸
発
乾
固
換
気
系
統
遮
断
・
セ
ル
内
導
出

設
備
及
び
放
出
影
響
緩
和
設
備
の
第
２
接
続
口
に
接
続
し
た
場
合
も
同
様
の
系
統
で
あ
る
。

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
水
供
給
設
備
の

貯
水
槽
へ

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
系
統
概
要
図

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

精
製

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備

（
建
屋
境
界
）

精
製
建
屋

の
冷
却
機

能
の
喪

失
に

よ
る

蒸
発
乾
固

に
対
処
す

る
た
め

の
設

備
可

搬
型

排
水

受
槽

Ｐ

分
離

建
屋

の
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
管
理
放
出
設
備

へ

硝
酸

プ
ル

ト
ニ
ウ
ム

貯
槽
セ

ル

セ
ル

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム

貯
槽

混
合
槽
Ｂ

セ
ル

一
時
貯
槽

セ
ル

混
合
槽
Ａ

Ｐ

Ｐ

※
１

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
２

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
１

※
２

※
１

※
２

※
１

※
２

※
１

※
２

※
２

凝
縮
廃
液
貯
槽
セ
ル

凝
縮
廃
液
受
槽
Ａ
セ
ル

凝
縮
廃
液
受
槽
Ｂ
セ
ル

Ｐ

Ｐ
Ｐ
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代
替
安
全
冷
却
水
系
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）
の
通
水
接

続
口

配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上

１
階

）

については核不拡散の観点から公開できません。
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代
替
安
全
冷
却
水
系
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）
の
通
水
接

続
口

配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上
２
階

）

については核不拡散の観点から公開できません。
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-
-

1
-

-
-

5
-

-
-

5
-

-
-

3
-

-
-

3
-

-
-

1
1
:
1
5

-
-

1
-

放
1

1
-

放
2

・
線

量
計

貸
出

，
入

域
管

理
，

現
場

環
境

確
認

（
初

動
対

応
）

を
行

う
各

建
屋

対
策

班
の

対
策

作
業

員
へ

の
着

装
補

助
放

対
2
班

2
0
:
2
0

放
3

・
可

搬
型

排
気

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

設
置

（
主

排
気

筒
管

理
建

屋
）

放
対

1
班

2
1
:
0
0

放
4

・
放

射
性

希
ガ

ス
の

指
示

値
確

認
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
2
:
1
0

放
5

・
捕

集
し

た
排

気
試

料
の

放
射

能
測

定
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
3
:
1
0

放
7

・
出

入
管

理
区

画
設

営
（

中
央

制
御

室
用

）
放

対
2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
1
:
0
0

放
8

・
出

入
管

理
区

画
運

営
（

中
央

制
御

室
用

）
注

）
放

射
性

物
質

の
放

出
後

は
，

5
の

対
応

を
追

加
す

る
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）

放
対

2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
-

放
1
4

・
中

央
制

御
室

及
び

緊
急

時
対

策
所

へ
の

デ
ー

タ
伝

送
装

置
の

設
置

（
可

搬
型

ガ
ス

モ
ニ

タ
用

）
放

対
1
班

2
1
:
3
0

放
1
6

・
緊

急
時

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
放

射
性

物
質

の
放

出
後

に
実

施
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）
）

放
対

1
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

・
要

員
管

理
班

・
情

報
管

理
班

9
:
0
0

・
通

信
班

長

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

作
業

番
号

要
員

数
所

要
時

間
※

（
時

：
分

）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

制
御

建
屋

，
各

建
屋

・
放

射
線

対
応

班
長

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

2
7
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
9
:
0
0

2
8
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

・
現

場
管

理
者

作
業

班

・
実

施
責

任
者

・
建

屋
対

策
班

長

3
5
:
0
0

・
建

屋
外

対
応

班
長

1
2
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

放
射

線
対

応

作
業

番
号

作
業

班
1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

１
）

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

2
7
:
0
0

3
7
:
0
0

作
業

内
容

要
員

数
所

要
時

間
※

（
時

：
分

）
経

過
時

間
（

時
：

分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

3
6
:
0
0

放
2
（

放
対

2
班
）

放
1
0
（

放
対

3，
4
，

5
班
）

放
対

2
班

放
8

放
8

放
8

放
1
0

放
1
0

放
8

放
8

放
1
0

放
1
0

放
6

放
1
8

放
8

放
8

放
1
0

放
8

放
対

2
班

放
4
，

5

放
1
8

放
7

放
対

1
班

放
6

放
対

1
班

放
6

放
1
0

放
対

3
，

4
班

放
対

2
班

放
対

5
班

放
1
0

放
対

3
，

4
班

放
8

放
1
0

放
1
0

放
8

放
対

3
，

4
班

放
対

1
班

放
対

3
，

4
班

放
8

放
対

2
班

放
対

5
班

放
対

3
，

4
班

放
1
0

放
8

放
1
3

放
対

1
班

放
対

2
，

3
，

4
，

5

放
対

3
，

4
班

放
4
，

5

放
7

放
対

5
班

放
対

3
，

4
班

放
1
6

放
対

5
班

放
1
0

放
4，

5，
6

放
1
5

放
8
（

放
対

5
班

）
，

放
1
0
（

放
対

3
，

4
班

）

放
1
0

放
4
，

5
放

4，
5

放
対

2
班

放
対

3
，

4
班

放
5

放
対

1
班

放
対

2
班

放
対

1
班

放
4
，

5
放

5

放
4，

5，
6

放
8

放
8

放
対

2
班

放
1
3

放
対

1
班

放
1
4

放
1
4

要
員

管
理

班
へ

合
流
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-
-

・
現

場
環

境
確

認
（

屋
内

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

認
及

び
可

搬
型

通
話

装
置

の
設

置
）

建
屋

内
1
9
班

，
建

屋
内

2
2
班

建
屋

内
2
3
班

6
1
:
2
0

C
A

2
0

・
膨

張
槽

液
位

確
認

建
屋

内
2
3
班

2
1
:
0
0

C
A

2
1

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

4
1
:
1
0

C
A

2
2

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
弁

隔
離

，
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

1
6
班

4
1
:
3
0

C
A

2
3

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

実
施

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

通
水

流
量

確
認

）
建

屋
内

2
3
班

2
0
:
1
0

C
A

受
皿

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
(
漏

え
い

液
受

皿
液

位
計

測
)

建
屋

内
2
0
班

，
建

屋
内

2
2
班

4
2
:
0
0

C
A

2
9

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
，

排
水

線
量

）
・

可
搬

型
発

電
機

及
び

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

等
へ

の
燃

料
の

補
給

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

2
0
:
0
0

作
業

内
容

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

4
:
0
0

3
0
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

5
:
0
0

要
員

数
作

業
班

7
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

２
）

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

作
業

番
号

6
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

蒸
発
乾
固

制
限
時
間

建
屋

内
2
3
班

C
A
2
7（

拡
大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

建
屋

内
2
4
，

2
5
班

C
A
2
3

建
屋

内
1
5
，

1
6
班

建
屋

内
2
3
班

C
A
1
4（

拡
大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

C
A
2
0

建
屋

内
2
0
班

A
C
1
1（

建
屋
内

22
班
）
（

水
素
爆

発
拡
大

防
止
）

建
屋

内
2
2
班

C
A
2（

建
屋
内

2
0班

）
（
水
素

爆
発
発

生
防
止

）

C
A
5（

建
屋
内

2
2班

）
（
水
素

爆
発
発

生
防
止

）

F
2

（
建

屋
内

25
班
）
（

使
用
済

燃
料

損
傷

対
策

）

F
4
（
使
用

済
燃

料
損

傷
対

策
）

C
A
1
6（

建
屋
内

22
，
2
3班

）
（
拡

大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

建
屋

内
1
9
，

2
2
，

2
3
班

C
A
3
0（

拡
大

防
止

（
発

生
防

止
）

）

C
A
3
0（

拡
大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

A
C
3
2（

建
屋
内

19
班
）

（
拡

大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

C
A
3
0（

建
屋
内

20
班
）
（

拡
大
防

止
（
発

生
防
止

）
）

C
A
3
0（

建
屋
内

24
班
）
（

拡
大
防

止
（

放
出

防
止

）
）

C
A
1
8（

建
屋
内

19
班
）
（

拡
大
防

止
（
放

出
防
止

）
）

C
A
1
4（

建
屋
内

18
班
）
（

拡
大
防

止
（
放

出
防
止

）
）

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班
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-
-

・
建

屋
外

対
応

班
長

の
作

業
の

補
助

建
屋

外
対

応
班

員
1

-

燃
1

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

用
1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

）

燃
料

給
油

3
班

1
-

燃
2

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

用
1
台

，
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

及
び

排
気

監
視

測
定

設
備

用
1
台

）

燃
料

給
油

3
班

1
-

燃
3

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

前
処

理
建

屋
用

1
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
4

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

前
処

理
建

屋
用

1
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
5

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

情
報

把
握

計
装

設
備

可
搬

型
発

電
機

２
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
6

・
軽

油
貯

槽
か

ら
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
用

容
器

（
ド

ラ
ム

缶
等

）
へ

の
燃

料
の

補
給

及
び

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
前

処
理

建
屋

用
1
台

）

建
屋

外
1
班

2
-

燃
7

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
 
ロ

ー
リ

の
移

動
（

排
気

監
視

測
定

設
備

用
１

台
及

び
情

報
把

握
計

装
設

備
可

搬
型

発
電

機
２

台
）

燃
料

給
油

2
班

1
2
:
1
0

燃
8

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
排

水
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
前

処
理

建
屋

排
水

用
1
台

）

燃
料

給
油

2
班

1
-

外
1

・
第

1
貯

水
槽

か
ら

各
建

屋
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
北

ル
ー

ト
)
の

確
認

燃
料

給
油

1
班

燃
料

給
油

2
班

2
0
:
3
5

外
2

・
第

1
貯

水
槽

か
ら

各
建

屋
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
南

ル
ー

ト
)
の

確
認

建
屋

外
7
班

2
0
:
3
5

外
3

・
ホ

イ
ー

ル
ロ

ー
ダ

の
確

認
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

8
班

3
0
:
1
0

外
4

・
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
整

備
（

ガ
レ

キ
撤

去
）

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

8
班

3
3
:
4
0

外
5

・
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
整

備
（

除
雪

，
ガ

レ
キ

撤
去

）
（

対
応

す
る

作
業

班
の

1
人

が
ホ

イ
ー

ル
ロ

ー
ダ

に
て

作
業

す
る

。
）

建
屋

外
2
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

，
建

屋
外

8
班

1
1

-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

3
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

2
3
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

作
業

内
容

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

３
）

燃
料

給
油

3
班

燃
料

給
油

2
班

建
屋

外
1
班

燃
8

燃
8

燃
8

燃
料
給

油
2
班

燃
8

燃
8

燃
料

給
油

2
班

外
4
（

建
屋

外
8
班

）

外
1
7
-
1
（

建
屋

外
1
班

）

外
3
7

外
4
6
（

建
屋

外
5
班

）

燃
料

給
油

1
，

2
班

建
屋

外
1
，

8
班

建
屋

外
1
，

8
班

燃
7
（

燃
料

給
油

2
班

）

建
屋

外
7
班

外
3
（

建
屋

外
8
）

外
5
（

建
屋

外
8
班

）
，

外
2
1
（

建
屋

外
1
班

）

外
4
（

建
屋

外
8
班

）

外
9
（

建
屋

外
2
班

）
外

6
6
（

建
屋

外
2
班

）

建
屋

外
2
，

8
班

外
3
0
（

建
屋

外
4
班

）

建
屋

外
4
，

8
班

外
4
7
（

建
屋

外
8
班

）

建
屋

外
4
班

外
4
2

外
5
1

外
5
0
（

建
屋

外
4
班

）

外
5
3

外
5
3
（

建
屋

外
5
班

）

外
5
7

外
5
7
（

建
屋

外
6
班

）

外
4
7
（

建
屋

外
8
班

）

外
7
1
（

建
屋

外
6
班

）

外
5
（

建
屋

外
8
班

）

建
屋

外
5
班

建
屋

外
4
班

建
屋

外
6
コ

8
班

建
屋

外
5
班

外
1

以
降

，
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
状

態
を

確
認

し
，

建
屋

外
4
，

5
，

6
，

7
，

8
班

に
て

，
対

応
す

る
。

外
1
7
-
1
（

建
屋

外
1
班

）

4205



外
6

・
使

用
す

る
資

機
材

の
確

認
建

屋
外

2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
2
0

外
7

・
第

1
貯

水
槽

取
水

準
備

建
屋

外
2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
1
0

外
8

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
0
:
3
0

外
9

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
3
:
3
0

外
1
0

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
1
1

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
1
2

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
1
3

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
1
0

外
1
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
1
5

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
1
6

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
1
8

・
精

製
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

2
0
:
1
0

外
1
9

・
分

離
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
0

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
1

・
精

製
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
5

外
2
3

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

分
離

建
屋

及
び

精
製

建
屋

側
も

実
施

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

2
班

4
1
:
4
0

外
2
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給

建
屋

外
1
班

2
-

外
2
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
2
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
2
7

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
3
0

外
3
0

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
2
:
0
0

外
3
1

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
3
2

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
3
3

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
3
4

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
0

外
3
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

9
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

作
業

内
容

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

４
）

外
5

建
屋

外
2
，

3
，
4
，
5
，
6
班 外

1
0
（

建
屋

外
3
班

）

外
1
1
（

建
屋

外
4
，
5
班

）

外
2
5
（

建
屋

外
6
班

）

建
屋

外
2
班

外
2
7
（

建
屋

外
6
班

）

外
3
8
（

建
屋

外
4
，
5
，
7
班

）

外
7

（
建

屋
外

4
，
5
班

）

建
屋

外
3
班

建
屋

外
3
，
4
，
5
班 外

2
6

外
2
5

外
2
7 建

屋
外

4
，
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
4
班

外
1
8

外
2
1

外
6
4
（

建
屋

外
5
班

）

外
6
5
（

建
屋

外
6
，
7
班

）

外
1
4

外
1
7
-
2

外
2
2

外
2
2

外
4
0

建
屋

外
3
班

建
屋

外
3
班

建
屋

外
4
班

外
1
4
（

建
屋

外
4
班

）

外
1
5
（

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

）

外
1
3

外
1
3

外
7

建
屋

外
6
班

建
屋

外
6
班

外
4
（

建
屋

外
1
班

）
，
外

1
8
（

建
屋

外
4
班

）

建
屋

外
1
班

建
屋

外
1
，
4
班

外
3
0
（

建
屋

外
4
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）

外
7

外
1
2

建
屋

外
3
，
4
，
5
班

外
1
1

外
3
8
（

建
屋

外
4
，
5
班

）
，
外

3
9
（

建
屋

外
3
班

）

建
屋

外
6
班

外
1
2

外
1
3

建
屋

外
3
班

外
3
9

外
1
7
-
2

外
2
1
（

建
屋

外
4
班

）
，
外

6
5
（

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

）

建
屋

外
4
，
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
1
班外
5
（

建
屋

外
4
班

）
，
外

3
2
（

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

）

外
2
4

外
2
4

外
3
0

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
3
班

建
屋

外
1
班

外
1
9
（

建
屋

外
3
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）
外

2
0
（

建
屋

外
3
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）

外
6
6
（

建
屋

外
2
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）
外

6
6
（

建
屋

外
2
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）

外
6
7
（

建
屋

外
6
班

）

外
6
8
（

建
屋

外
5
，
7
班

）

外
4
1

外
3
5

外
3
4
（

建
屋

外
3
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）

建
屋

外
1
，

3
班

建
屋

外
1
，
2
班

外
6
9
（

建
屋

外
3
班

）

外
2
4
，

3
6
（

建
屋

外
1
班

）
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外
5
0

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
5
1

・
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

設
置

及
び

試
運

転
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
2

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
5
3

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
4

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
2
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
1
:
0
0

外
5
7

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
0
0

外
5
8

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
5
9

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

4
0
:
3
0

外
6
0

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
を

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
6
1

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
と

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

4
班

2
0
:
1
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
6
3

・
前

処
理

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
及

び
状

態
監

視
（

流
量

，
圧

力
，

第
1

貯
水

槽
の

水
位

）
・

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

へ
燃

料
の

補
給

建
屋

外
1
班

2
-

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
5
班

2
0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
6

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

及
び

状
態

監
視

並
び

に
第

1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給

建
屋

外
2
班

2
-

外
6
7

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

建
屋

外
6
班

2
0
:
3
0

外
6
8

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
9

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

及
び

状
態

監
視

並
び

に
第

1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

3
班

2
-

外
7
0

可
搬

型
・

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

前
処

理
建

屋
）

建
屋

外
7
班

2
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
7
2

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

及
び

状
態

監
視

並
び

に
第

1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

前
処

理
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

2
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

2
3
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

2
5
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
4
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

作
業

内
容

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

５
）

外
5
（

建
屋

外
5
班

）

外
5
3
（

建
屋

外
7
班

）

外
5
4
（

建
屋

外
6
班

）

外
5
6
（

建
屋

外
4
班

）

外
5（

建
屋

外
4班

）

外
5
1（

建
屋
外

5，
7班

）

建
屋

外
4
班

外
4
6

外
5

建
屋

外
5
，

6
，

7
班

外
5
3
（

建
屋

外
5
，

7
班

）

外
5
（

建
屋

外
5
班

）

外
4
8
（

建
屋

外
6
，

7
班

）

建
屋

外
6
班

建
屋

外
4
，

5
，

7
班

建
屋

外
6
班

外
5
2

外
5
（

建
屋

外
5
班

）
，

外
5
5
（

建
屋

外
4
班

）
，

外
5
7
（

建
屋

外
7
班

）

外
5
7

建
屋

外
4
班

外
5
3

建
屋

外
4
，

5
，

6
，

7
班 建

屋
外

1
班

外
5
（

建
屋

外
6
班

）
，

外
5
9
（

建
屋

外
4
，

5
班

）
，

外
6
0
（

建
屋

外
7
班

）

外
2
4
，

3
6
，

4
9

建
屋

外
4
，

5
班

外
5
7

建
屋

外
4
，

5
，

7
班

外
5
4

外
2
4
，

3
6
，

4
9

外
6
1
（

建
屋

外
4
班

）

外
7
0
（

建
屋

外
7
班

）

外
7
1
（

建
屋

外
5
班

）
外

5
7
（

建
屋

外
7
班

）

外
5
7

外
2
4
，

3
6
，

4
9
（

建
屋

外
1
班

）

建
屋

外
1
，

4
班

建
屋

外
1
班

建
屋

外
5
班

外
1
6

外
5
（

建
屋

外
4
班

）

外
2
4
，

3
6
，

4
9
，

6
3
（

建
屋

外
1
班

）

外
6
0

建
屋

外
4
班

建
屋

外
5
，

6
，

7
班

外
1
6
（

建
屋

外
6
，

7
班

）
外

3
0

建
屋

外
2
班

建
屋

外
6
班

外
3
3

建
屋

外
5
，

6
，

7
班

外
4
2

外
3
5

建
屋

外
3
班

建
屋

外
7
班

外
6
0

建
屋

外
5
，

6
，

7
班

外
5
（

建
屋

外
6
班

）
，

外
6
0
（

建
屋

外
5
班

）
外

5

外
3
3
（

建
屋

外
5
，

7
班

）

建
屋

外
2
班
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-
-

1
-

-
-

5
-

-
-

5
-

-
-

3
-

-
-

3
-

-
-

1
1
:
1
5

-
-

1
-

放
1

1
-

放
2

・
線

量
計

貸
出

，
入

域
管

理
，

現
場

環
境

確
認

（
初

動
対

応
）

を
行

う
各

建
屋

対
策

班
の

対
策

作
業

員
へ

の
着

装
補

助
放

対
2
班

2
0
:
2
0

放
3

・
可

搬
型

排
気

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

設
置

（
主

排
気

筒
管

理
建

屋
）

放
対

1
班

2
1
:
0
0

放
4

・
放

射
性

希
ガ

ス
の

指
示

値
確

認
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
2
:
1
0

放
5

・
捕

集
し

た
排

気
試

料
の

放
射

能
測

定
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
3
:
1
0

放
7

・
出

入
管

理
区

画
設

営
（

中
央

制
御

室
用

）
放

対
2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
1
:
0
0

放
8

・
出

入
管

理
区

画
運

営
（

中
央

制
御

室
用

）
注

）
放

射
性

物
質

の
放

出
後

は
，

5
の

対
応

を
追

加
す

る
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）

放
対

2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
-

放
1
4

・
中

央
制

御
室

及
び

緊
急

時
対

策
所

へ
の

デ
ー

タ
伝

送
装

置
の

設
置

（
可

搬
型

ガ
ス

モ
ニ

タ
用

）
放

対
1
班

2
1
:
3
0

放
1
6

・
緊

急
時

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
放

射
性

物
質

の
放

出
後

に
実

施
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）
）

放
対

1
班

2
-

　
※

：
各

作
業

内
容

の
実

施
に

必
要

な
時

間
を

示
す

。
（

複
数

回
に

分
け

て
実

施
の

場
合

は
，

作
業

時
間

の
合

計
）

事
前

対
応

0
:
0
0

1
:
0
0

事
前

対
応

0
:
0
0

1
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

1
1
:
0
0

・
現

場
管

理
者

作
業

番
号

要
員

数
所

要
時

間
※

（
時

：
分

）
0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

作
業

班
1
3
:
0
0

1
0
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

・
実

施
責

任
者

・
建

屋
対

策
班

長

・
要

員
管

理
班

・
情

報
管

理
班

・
通

信
班

長

・
建

屋
外

対
応

班
長

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

3
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

放
射

線
対

応

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
2
:
0
0

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

火
山

を
想

定
し

た
場

合
の

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

１
）

制
御

建
屋

，
各

建
屋

・
放

射
線

対
応

班
長

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

作
業

内
容

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

作
業

番
号

放
2（

放
対

2班
）

放
10
（

放
対

3，
4，

5班
）

放
対
2
班

放
8

放
8

放
8

放
1
0

放
1
0

放
8

放
8

放
1
0

放
1
0

放
6

放
1
8

放
8

放
8

放
1
0

放
8

放
対
2
班

放
4，

5

放
1
8

放
7

放
対
1
班

放
6

放
対
1
班

放
6

放
1
0

放
対
3
，
4
班

放
対
2
班

放
対
5
班

放
1
0

放
対
3
，
4
班

放
8

放
1
0

放
1
0

放
8

放
対
3
，

4
班

放
対
1
班

放
対
3
，
4
班

放
8

放
対
2
班

放
対
5
班

放
対
3
，
4
班

放
1
0

放
8

放
1
3

放
対

1
班

放
対
2
，
3
，
4
，
5

放
対
3
，
4
班

放
4
，
5

放
7

放
対
5
班

放
対
3
，
4
班

放
1
6

放
対
5
班

放
1
0

放
4，

5，
6

放
15

放
8
（
放
対
5
班
）
，
放

1
0
（
放
対
3
，
4
班

）

放
10 放
4，

5
放

4，
5

放
対
2
班

放
対

3
，

4
班

放
5

放
対

1
班

放
対
2
班

放
対

1
班

放
4
，

5
放

5

放
4，

5，
6

放
8

放
8

放
対

2
班

放
1
3

放
対

1
班

放
1
4

放
1
4

要
員
管
理
班
へ
合
流

4208



・
車

両
寄

付
き

建
屋

内
2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

固
縛

解
縛

建
屋

内
2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

玉
が

け
・

地
切

り
建

屋
内

2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
0
5

・
S
A
設

備
の

吊
り

上
げ

及
び

積
載

建
屋

内
2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

車
上

固
縛

建
屋

内
2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
0
5

・
S
A
設

備
の

固
縛

解
縛

建
屋

内
2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

玉
が

け
・

地
切

り
建

屋
内

2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
0
5

・
S
A
設

備
の

吊
り

上
げ

及
び

積
載

建
屋

内
2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

車
上

固
縛

建
屋

内
2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
0
5

・
車

両
移

動
建

屋
内

2
3
班

，
建

屋
内

2
4
班

4
0
:
1
0

C
A

2
0

・
膨

張
槽

液
位

確
認

建
屋

内
2
3
班

2
1
:
0
0

C
A

2
1

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

4
1
:
1
0

C
A

2
2

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
弁

隔
離

，
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

1
6
班

4
1
:
3
0

C
A

2
3

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

実
施

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

通
水

流
量

確
認

）
建

屋
内

2
3
班

2
0
:
1
0

C
A

受
皿

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
(
漏

え
い

液
受

皿
液

位
計

測
)

建
屋

内
2
0
班

，
建

屋
内

2
2
班

4
2
:
0
0

C
A

2
9

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
，

排
水

線
量

）
・

可
搬

型
発

電
機

及
び

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

等
へ

の
燃

料
の

補
給

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
－

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

1
0
:
0
0

1
4
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
1
:
0
0

3
0
:
0
0

9
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

1
6
:
0
0

1
5
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

8
:
0
0

3
0
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

1
6
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

-
-

1
0
:
0
0

3
7
:
0
0

0
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

1
8
:
0
0

1
7
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

3
:
0
0

7
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

3
2
:
0
0

2
2
:
0
0

1
1
:
0
0

1
9
:
0
0

3
7
:
0
0

9
:
0
0

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

作
業

番
号

作
業

内
容

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

1
5
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

経
過

時
間

（
時

：
分

）

1
2
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
1
:
0
0

作
業

内
容

事
前

対
応

事
前

対
応

1
1
:
0
0

8
:
0
0

1
3
:
0
0

作
業

番
号

火
山

を
想

定
し

た
場

合
の

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

２
）

0
:
0
0

1
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

蒸
発
乾
固

制
限
時
間

建
屋

内
2
3
班

C
A
2
7（

拡
大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

建
屋

内
2
4
，
2
5
班

C
A
2
3

建
屋

内
1
5
，

1
6
班

建
屋

内
2
3
班

C
A
1
4（

拡
大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

C
A
2
0

建
屋

内
2
0
班

A
C
1
1（

建
屋
内

22
班
）
（

水
素
爆

発
拡
大

防
止
）

建
屋

内
2
2
班

C
A
2（

建
屋
内

2
0班

）
（
水
素

爆
発
発

生
防
止

）

C
A
5（

建
屋
内

2
2班

）
（
水
素

爆
発
発

生
防
止

）

F
2

（
建

屋
内

25
班
）

（
使
用

済
燃
料

損
傷
対

策
）

F
4
（
使
用

済
燃
料

損
傷
対

策
）

C
A
3
0（

拡
大
防
止

（
発
生

防
止
）

）

C
A
3
0（

拡
大
防
止

（
放
出

防
止
）

）

C
A
3
0（

建
屋
内

20
班
）
（

拡
大
防

止
（
発

生
防
止

）
）

C
A
3
0（

建
屋
内

24
班
）

（
拡
大

防
止
（

放
出
防

止
）
）

C
A
1
8（

建
屋
内

19
班
）
（

拡
大
防

止
（
放

出
防
止

）
）

C
A
1
4（

建
屋
内

18
班
）
（

拡
大
防

止
（
放

出
防
止

）
）

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋
内
2
3
，
2
4
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋

内
1
9
班

建
屋

内
1
8
班

建
屋
内
1
9
班

建
屋
内
1
8
班

建
屋
内
1
9
班

4209



-
-

・
建

屋
外

対
応

班
長

の
補

助
建

屋
外

対
応

班
員

1
-

燃
1

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

用
1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

）

燃
料

給
油

3
班

1
-

燃
2

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

用
1
台

，
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

及
び

排
気

監
視

測
定

設
備

用
1
台

）

燃
料

給
油

3
班

1
-

燃
3

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

前
処

理
建

屋
用

1
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
4

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

前
処

理
建

屋
用

1
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
5

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

情
報

把
握

計
装

設
備

可
搬

型
発

電
機

２
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
6

・
軽

油
貯

槽
か

ら
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
用

容
器

（
ド

ラ
ム

缶
等

）
へ

の
燃

料
の

補
給

及
び

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
前

処
理

建
屋

用
1
台

）

建
屋

外
1
班

2
-

燃
7

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
 
ロ

ー
リ

の
移

動
（

排
気

監
視

測
定

設
備

用
１

台
及

び
情

報
把

握
計

装
設

備
可

搬
型

発
電

機
２

台
）

燃
料

給
油

2
班

1
2
:
1
0

燃
8

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
排

水
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
前

処
理

建
屋

排
水

用
1
台

）

燃
料

給
油

2
班

1
-

外
3

・
ホ

イ
ー

ル
ロ

ー
ダ

の
確

認
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

8
班

3
0
:
1
0

外
5

・
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
整

備
（

除
雪

、
除

灰
）

（
対

応
す

る
作

業
班

の
1
人

が
ホ

イ
ー

ル
ロ

ー
ダ

に
て

作
業

す
る

。
）

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

2
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

建
屋

外
8
班

1
3

-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

事
前

対
応

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

2
3
:
0
0

作
業

内
容

火
山

を
想

定
し

た
場

合
の

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

３
）

燃
料
給
油
3
班

燃
料
給
油
2
班

建
屋

外
1
班

燃
8

燃
8

燃
8

燃
料

給
油

2
班

燃
8

燃
8

燃
料

給
油

2
班

外
4
6
（

建
屋

外
5
班

）
建
屋
外
1
，
8
班

外
3
（
建
屋
外
8
班
）

外
9
（
建
屋
外

2
班

）

外
6
6
（

建
屋

外
2
班

）

建
屋

外
2
，
8
班

外
3
0
（

建
屋

外
4
班

）
建

屋
外

4
，
8
班

外
4
7
（

建
屋

外
8
班

）

建
屋

外
4
班

外
4
2

外
5
1

建
屋

外
5
班

外
2
1
（

建
屋

外
1
班

）

外
5
（
建
屋
外
8
班
）

外
1
7
-
1
（
建
屋
外
1
班

）

建
屋
外
1
，
8
班

外
5
3

外
5
3
（

建
屋

外
5
班

）

外
5
7

外
5
7
（

建
屋

外
6
班

）

外
4
7
（

建
屋

外
8
班

）
外
7
1
（
建
屋
外
6
班
）

外
5
（
建
屋
外
8
班
）

建
屋

外
4
班

建
屋

外
6
，
8
班

建
屋

外
5
班

外
5
0
（

建
屋

外
4
班

）
以
降
，
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
態
を

確
認
し
，
建
屋
外
4
，
5
，
6
，
7
，
8
班

に
て
，
対
応
す
る
。

外
1
7
-
1
（
建
屋
外
1
班

）

4210



外
6

・
使

用
す

る
資

機
材

の
確

認
建

屋
外

2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
2
0

外
7

・
第

1
貯

水
槽

取
水

準
備

建
屋

外
2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
1
0

外
8

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
0
:
3
0

外
9

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
3
:
3
0

外
1
0

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
1
1

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
1
2

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
1
3

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
1
0

外
1
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
1
5

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
1
6

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
1
8

・
精

製
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

2
0
:
1
0

外
1
9

・
分

離
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
0

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
1

・
精

製
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
5

外
2
3

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

分
離

建
屋

及
び

精
製

建
屋

側
も

実
施

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

2
班

4
1
:
4
0

外
2
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

外
2
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
2
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
2
7

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
3
0

外
3
0

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
2
:
0
0

外
3
1

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
3
2

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
3
3

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
3
4

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
0

外
3
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

事
前

対
応

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

2
6
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

作
業

内
容

火
山

を
想

定
し

た
場

合
の

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

４
）

外
5

建
屋
外
2
，
3
，
4
，
5
，
6
班

外
1
0
（
建
屋
外
3
班
）

外
1
1
（
建
屋
外
4
，
5
班
）

外
2
5
（
建
屋
外
6
班
）

建
屋
外
2
班

外
2
7
（
建
屋
外
6
班
）

外
3
8
（
建
屋
外
4
，
5
，
7
班
）

外
7

（
建
屋
外
4
，
5
班
）

建
屋
外
3
班

建
屋
外
3
，
4
，
5
班 外
2
6

外
2
5

外
2
7 建

屋
外
4
，
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
4
班

外
1
8

外
2
1

外
6
4
（

建
屋

外
5
班

）

外
6
5
（

建
屋

外
6
，
7
班

）

外
1
4

外
1
7
-
2

外
2
2

外
2
2

外
4
0

建
屋

外
3
班

建
屋

外
3
班

建
屋

外
4
班

外
1
4
（

建
屋

外
4
班

）

外
1
5
（

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

）

外
1
3

外
1
3

外
7

建
屋
外
6
班

建
屋
外
6
班

外
4
（
建
屋
外
1
班
）
，
外
1
8
（

建
屋

外
4
班

）

建
屋

外
1
班

建
屋

外
1
，
4
班

外
3
0
（

建
屋

外
4
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）

外
7

外
1
2

建
屋
外
3
，
4
，
5
班

外
1
1

外
3
8
（
建
屋
外
4
，
5
班
）
，
外
3
9
（

建
屋

外
3
班

）

建
屋
外
6
班

外
1
2

外
1
3

建
屋

外
3
班

外
3
9

外
1
9
（

建
屋

外
3
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）
外

2
0
（

建
屋

外
3
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）

外
6
6
（

建
屋

外
2
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）
外

6
6
（

建
屋

外
2
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）

建
屋

外
1
，
3
班

建
屋

外
1
，
2
班

外
1
7
-
2

外
2
1
（

建
屋

外
4
班

）
，
外

6
5
（

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

）

建
屋

外
4
，
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
1
班外

5
（

建
屋

外
4
班

）
，
外

3
2
（

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

）

外
2
4

外
2
4

外
3
0

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
3
班

建
屋

外
1
班

外
6
7
（

建
屋

外
6
班

）

外
6
8
（

建
屋

外
5
，
7
班

）

外
4
1

外
3
5

外
3
4
（

建
屋

外
3
班

）
，
外

2
4
（

建
屋

外
1
班

）
外

6
9

（
建

屋
外

3
班

）

外
2
4
，
3
6
（

建
屋

外
1
班

）
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外
5
0

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
5
1

・
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

設
置

及
び

試
運

転
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
2

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
5
3

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
4

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
2
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
1
:
0
0

外
5
7

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
0
0

外
5
8

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
5
9

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

4
0
:
3
0

外
6
0

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
を

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
6
1

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
と

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

4
班

2
0
:
1
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
6
3

・
前

処
理

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
及

び
状

態
監

視
（

流
量

，
圧

力
，

第
1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
5
班

2
0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
6

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

，
状

態
監

視
及

び
除

灰
作

業
並

び
に

第
1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給

建
屋

外
2
班

2
-

外
6
7

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

建
屋

外
6
班

2
0
:
3
0

外
6
8

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
9

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

，
状

態
監

視
及

び
除

灰
作

業
並

び
に

第
1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

3
班

2
-

外
7
0

可
搬

型
・

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

前
処

理
建

屋
）

建
屋

外
7
班

2
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
7
2

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

，
状

態
監

視
及

び
除

灰
作

業
並

び
に

第
1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

前
処

理
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

2
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

2
9
:
0
0

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

事
前

対
応

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

作
業

内
容

火
山

を
想

定
し

た
場

合
の

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

５
）

外
5
（

建
屋

外
5
班

）

外
5
3
（

建
屋

外
7
班

）

外
5
4
（

建
屋

外
6
班

）

外
5
6
（

建
屋

外
4
班

）

外
5（

建
屋
外

4班
）

外
5
1
（

建
屋

外
5
，
7班

）

建
屋

外
4
班

外
4
6

外
5

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

外
5
3
（

建
屋

外
5
，
7
班

）

外
5
（

建
屋

外
5
班

）

外
4
8
（

建
屋

外
6
，
7
班

）

建
屋

外
6
班

建
屋

外
4
，
5
，
7
班

建
屋

外
6
班

外
5
2

外
5
（

建
屋

外
5
班

）
，
外

5
5
（

建
屋

外
4
班

）
，
外

5
7
（

建
屋

外
7
班

）

外
5
7

建
屋

外
4
班

外
5
3

建
屋

外
4
，
5
，
6
，
7
班

建
屋

外
1
班

外
5
（

建
屋

外
6
班

）
，
外

5
9
（
建
屋
外
4
，
5
班
）
，
外
6
0
（
建
屋
外
7
班
）

外
2
4
，
3
6
，
4
9

建
屋

外
4
，
5
班

外
5
7

建
屋

外
4
，
5
，
7
班

外
5
4

外
2
4
，
3
6
，
4
9

外
6
1
（
建
屋
外
4
班
）

外
7
0
（
建
屋
外
7
班
）

外
7
1
（
建
屋
外
5
班
）

外
5
7
（

建
屋

外
7
班

）

外
5
7

外
2
4
，
3
6
，
4
9
（
建
屋
外
1
班
）

建
屋
外
1
，
4

建
屋
外
1
班外

5
（
建
屋
外
4
班
）

外
2
4
，
3
6
，
4
9
，
6
3
（
建
屋
外
1
班
）

外
6
0

建
屋
外
4
班

建
屋

外
5
班

外
1
6

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

外
1
6
（

建
屋

外
6
，
7
班

）
外

3
0

建
屋

外
2
班

建
屋

外
6
班

外
3
3

建
屋

外
5
，
6
，
7
班

外
4
2

外
3
5

建
屋

外
3
班

建
屋
外
7
班

外
6
0

建
屋
外
5
，
6
，
7
班

外
5
（

建
屋

外
6
班

）
，
外

6
0
（

建
屋
外
5
班
）

外
5

外
3
3
（

建
屋

外
5
，
7
班

）

建
屋
外
2
班

4212



C
A

1
・

可
搬

型
貯

槽
液

位
計

設
置

準
備

（
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
）

建
屋

内
1
3
班

2
0
:
4
0

C
A

2
4

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

4
1
:
2
0

C
A

2
5

・
弁

操
作

，
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

建
屋

内
4
8
班

2
0
:
1
0

C
A

2
6

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

4
2
:
0
0

C
A

2
7

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

建
屋

内
1
3
班

，
建

屋
内

2
3
班

8
3
:
5
0

C
A

2
8

・
弁

操
作

，
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

建
屋

内
1
1
班

2
0
:
1
0

C
A

1
0

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

差
圧

計
設

置
建

屋
内

1
6
班

2
1
:
3
0

C
A

1
1

・
ダ

ン
パ

閉
止

建
屋

内
1
7
班

，
建

屋
内

1
8
班

4
0
:
3
0

C
A

1
2

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

建
屋

内
1
7
班

，
建

屋
内

1
8
班

4
0
:
1
0

C
A

1
4

・
可

搬
型

ダ
ク

ト
設

置
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
5
班

建
屋

内
1
6
班

，
建

屋
内

1
7
班

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

1
2

2
:
3
0

C
A

1
5

・
可

搬
型

排
風

機
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
設

置
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
0
:
5
0

C
A

1
6

・
可

搬
型

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

建
屋

内
2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

建
屋

内
2
7
班

6
1
:
5
0

C
A

1
7

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
可

搬
型

発
電

機
起

動
建

屋
内

2
7
班

2
0
:
2
0

C
A

1
8

・
可

搬
型

排
風

機
起

動
準

備
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
0
:
1
0

C
A

1
9

・
導

出
先

セ
ル

圧
力

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

2
1
班

2
1
:
0
0

C
A
コ

1
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

建
屋

内
1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

8
1
:
0
0

C
A
コ

1
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

1
6
班

建
屋

内
1
7
班

6
0
:
3
0

C
A
コ

1
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

2
4
班

建
屋

内
2
5
班

6
0
:
5
0

C
A
コ

1
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
)

建
屋

内
2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

4
0
:
5
0

C
A

2
9

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

貯
槽

等
液

位
，

貯
槽

等
注

水
流

量
，

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
，

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
，

凝
縮

器
通

水
流

量
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
差

圧
）

・
可

搬
型

発
電

機
及

び
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
等

へ
の

燃
料

の
補

給

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
－

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

機
器

へ
の

注
水

，
冷

却
コ

イ
ル

等
通

水
及

び
放

出
低

減
対

策
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

１
）

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
経

過
時

間
（

時
：

分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

2
0
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

A
C1
8（

拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

建
屋
内
13
班

C
A3

建
屋
内

11
，
12
班

C
A2
8（

建
屋
内
11
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A3
2（

建
屋
内
12
班
）
（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

F
4（

使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

C
A1
8

C
A2
7

建
屋

内
14
班

F
4（

使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

建
屋
内
11
，
12
班 建

屋
内
13
，
23
班建
屋
内
11
，
12
班

AC
1
0（

建
屋
内
23
班
）

（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

A
C3
0（

建
屋
内
11
，
12
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A 
3（

建
屋
内
13
班
）

（
水
素
爆
発

拡
大
防
止
）

C
A2
4

C
A2
0（

建
屋
内
23
班
）
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

，
CA
26
（
建
屋
内
13
班
）
（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

C
A2
8（

建
屋
内
11
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）
，
CA
32
（
建
屋
内
12
班
）
（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

建
屋
内
11
班

建
屋
内
16
班

A
C受

皿
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

通
1

（
通
信
手
段

の
確
保
）

建
屋
内
17
，
18
班

A
C受

皿
（
蒸
発
乾
固

発
生
防
止
）

建
屋
内
14
，
19
班

A
C2
3（

建
屋
内
14
班
）
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

，
AC
24
（
建
屋
内
15
班
）
（
蒸
発
乾
固

発
生
防
止
）

A
C2
5（

建
屋
内
18
，
19
班
）
（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）
，
AC
26
（
建
屋
内
16
，
17
班
）
（
蒸
発
乾
固

拡
大
防
止
）

建
屋
内
15
，
16
，
17

C
A2
2（

建
屋
内
15
，
16
班
）
（
蒸
発
乾
固
発
生
防
止
）

C
A2
9（

建
屋
内
18
班
）
（
計
器
監
視
燃
料
の
補
給
）

C
A3
0（

建
屋
内
17
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

C
A現

場
環
境

A
C2
（
水
素
爆
発
発
生
防
止
）

建
屋
内
22
，
23
班

建
屋
内
27
班

A
C3
4（

建
屋
内
22
班
）
（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

C
A3
2

C
A2
6（

建
屋
内
14
班
）
，
CA
29
（
建
屋
内
19
班
）

C
A3
1（

水
素
爆
発
発
生
防
止
）

建
屋
内
21
班

C
A6
（
水
素
爆
発
拡
大
防
止
）

C
A1
8（

建
屋
内
19
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
）
）

CA
30
（
建
屋
内
18
班
）
（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
防
止
）
）

建
屋

内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
14
，
18
，
19
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C
A

1
・

可
搬

型
貯

槽
液

位
計

設
置

準
備

（
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
）

建
屋

内
1
3
班

2
0
:
4
0

C
A

2
4

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

4
1
:
2
0

C
A

2
5

・
弁

操
作

，
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

建
屋

内
4
8
班

2
0
:
1
0

C
A

2
6

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

4
2
:
0
0

C
A

2
7

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

建
屋

内
1
3
班

，
建

屋
内

2
3
班

8
3
:
5
0

C
A

2
8

・
弁

操
作

，
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

建
屋

内
1
1
班

2
0
:
1
0

C
A

1
0

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

差
圧

計
設

置
建

屋
内

1
6
班

2
1
:
3
0

C
A

1
1

・
ダ

ン
パ

閉
止

建
屋

内
1
7
班

，
建

屋
内

1
8
班

4
0
:
3
0

C
A

1
2

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

建
屋

内
1
7
班

，
建

屋
内

1
8
班

4
0
:
1
0

C
A

1
4

・
可

搬
型

ダ
ク

ト
設

置
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
5
班

建
屋

内
1
6
班

，
建

屋
内

1
7
班

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

1
2

2
:
3
0

C
A

1
5

・
可

搬
型

排
風

機
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
設

置
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
0
:
5
0

C
A

1
6

・
可

搬
型

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

建
屋

内
2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

建
屋

内
2
7
班

6
1
:
5
0

C
A

1
7

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
可

搬
型

発
電

機
起

動
建

屋
内

2
7
班

2
0
:
2
0

C
A

1
8

・
可

搬
型

排
風

機
起

動
準

備
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
0
:
1
0

C
A

1
9

・
導

出
先

セ
ル

圧
力

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

2
1
班

2
1
:
0
0

C
A
コ

1
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

建
屋

内
1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

8
1
:
0
0

C
A
コ

1
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

1
6
班

建
屋

内
1
7
班

6
0
:
3
0

C
A
コ

1
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

2
4
班

建
屋

内
2
5
班

6
0
:
5
0

C
A
コ

1
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
)

建
屋

内
2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

4
0
:
5
0

C
A

2
9

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

貯
槽

等
液

位
，

貯
槽

等
注

水
流

量
，

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
，

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
，

凝
縮

器
通

水
流

量
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
差

圧
）

・
可

搬
型

発
電

機
及

び
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
等

へ
の

燃
料

の
補

給

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
－

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

機
器

へ
の

注
水

，
冷

却
コ

イ
ル

等
通

水
及

び
放

出
低

減
対

策
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

２
）

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

4
0
:
0
0

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

要
員

数

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

作
業

番
号

4
1
:
0
0

作
業

内
容

作
業

班

A
C2
8（

蒸
発
乾
固

拡
大
防
止
）

建
屋
内
45
班

F
8（

使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

F
5（

使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

F
9（

建
屋
内
16
，
17
班
）
（
使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

建
屋
内
15
，
24
，
25
班

F
9（

建
屋
内
15
班
）
（
使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

建
屋
内

24
，
25
班 A
Cコ

2 
1（

蒸
発
乾
固

拡
大
防
止
）

F
3

（
建

屋
内

24
，

25
班

）

（
使

用
済

燃
料

損
傷

対
策

）

建
屋
内
15
，
16
，
17
班

建
屋
内
11
，
12
，
13
，
14
班

F
7（

使
用
済
燃
料
損
傷
対
策
）

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班
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C
A

1
・

可
搬

型
貯

槽
液

位
計

設
置

準
備

（
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
）

建
屋

内
1
3
班

2
0
:
4
0

C
A

2
4

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

4
1
:
2
0

C
A

2
5

・
弁

操
作

，
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

建
屋

内
4
8
班

2
0
:
1
0

C
A

2
6

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

4
2
:
0
0

C
A

2
7

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

建
屋

内
1
3
班

，
建

屋
内

2
3
班

8
3
:
5
0

C
A

2
8

・
弁

操
作

，
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

建
屋

内
1
1
班

2
0
:
1
0

C
A

1
0

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

差
圧

計
設

置
建

屋
内

1
6
班

2
1
:
3
0

C
A

1
1

・
ダ

ン
パ

閉
止

建
屋

内
1
7
班

，
建

屋
内

1
8
班

4
0
:
3
0

C
A

1
2

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

建
屋

内
1
7
班

，
建

屋
内

1
8
班

4
0
:
1
0

C
A

1
4

・
可

搬
型

ダ
ク

ト
設

置
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
5
班

建
屋

内
1
6
班

，
建

屋
内

1
7
班

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

1
2

2
:
3
0

C
A

1
5

・
可

搬
型

排
風

機
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
設

置
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
0
:
5
0

C
A

1
6

・
可

搬
型

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

建
屋

内
2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

建
屋

内
2
7
班

6
1
:
5
0

C
A

1
7

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
可

搬
型

発
電

機
起

動
建

屋
内

2
7
班

2
0
:
2
0

C
A

1
8

・
可

搬
型

排
風

機
起

動
準

備
建

屋
内

1
4
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
0
:
1
0

C
A

1
9

・
導

出
先

セ
ル

圧
力

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

2
1
班

2
1
:
0
0

C
A
コ

1
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
建

屋
内

1
1
班

，
建

屋
内

1
2
班

建
屋

内
1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

8
1
:
0
0

C
A
コ

1
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

1
6
班

建
屋

内
1
7
班

6
0
:
3
0

C
A
コ

1
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

2
4
班

建
屋

内
2
5
班

6
0
:
5
0

C
A
コ

1
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
)

建
屋

内
2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

4
0
:
5
0

C
A

2
9

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

貯
槽

等
液

位
，

貯
槽

等
注

水
流

量
，

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
，

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
，

凝
縮

器
通

水
流

量
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
差

圧
）

・
可

搬
型

発
電

機
及

び
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
等

へ
の

燃
料

の
補

給

建
屋

内
1
8
班

，
建

屋
内

1
9
班

4
－

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

機
器

へ
の

注
水

，
冷

却
コ

イ
ル

等
通

水
及

び
放

出
低

減
対

策
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

３
）

5
9
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

要
員

数
作

業
内

容
作

業
班

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

作
業

番
号

6
4
:
0
0

6
5
:
0
0

5
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
7
1
:
0
0

6
6
:
0
0

6
7
:
0
0

6
8
:
0
0

6
9
:
0
0

7
0
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

5
3
:
0
0

5
4
:
0
0

5
5
:
0
0

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
18
班

建
屋
内
19
班

建
屋
内
19
班

4215



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ

へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
１
階
）
 

操
作
場
所

操
作
場
所

については核不拡散の観点から公開できません。

4216



操
作
場
所

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ

へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上
１
階
）
 

については核不拡散の観点から公開できません。

4217



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ

へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上
２
階
）
 

対
象
な
し

については核不拡散の観点から公開できません。

4218



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
貯
蔵
建
屋
（
地
下
２
階
）

対
象
な
し

については核不拡散の観点から公開できません。

4219



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却

）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
貯
蔵
建
屋
（
地
下
１
階
）

対
象
な
し

については核不拡散の観点から公開できません。

4220



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
貯
蔵
建
屋
（
地
上
１
階
）

対
象
な
し

については核不拡散の観点から公開できません。

4221



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

（
地

下
１

階
）
 

対
象
な
し

については核不拡散の観点から公開できません。

4222



操
作

場
所

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋
（
地

上
１

階
）
 

操
作
場
所

については核不拡散の観点から公開できません。

4223



操
作
場
所

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

（
地

上
１

階
）
 

については核不拡散の観点から公開できません。

4224



操
作

場
所

操
作
場
所

蒸
発

乾
固
の

拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷

却
）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
１
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。

4225



蒸
発

乾
固
の

拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上
１
階
）

対
象
な
し

については核不拡散の観点から公開できません。

4226



操
作
場
所

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
セ

ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
（
地
下
２
階
）

操
作
場
所

については核不拡散の観点から公開できません。

4227



操
作
場
所

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
セ

ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
（
地
下
１
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。 4228



操
作
場
所

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
（
地
上
１
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。

4229



操
作
場
所

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
セ

ル
へ

の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
（
地
上
２
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。

4230



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ａ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－81

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4231



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ａ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

8－5－3－7－80

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4232



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ａ
系
列
）
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－83

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4233



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ａ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

8－5－3－7－82

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4234



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ｂ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－93

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。

4235



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ｂ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

8－5－3－7－88

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4236



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ｂ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－95

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4237



蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
（
Ｂ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

8－5－3－7－90

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4238



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
１
接
続

口
）
（
地
上
１
階
）

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。

4239



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
１
接
続

口
）
（
地
上
２
階
）

8－5－3－7－111

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4240



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
２
接
続

口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－114

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4241



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
２
接
続

口
）
（
地
上
２
階
）

8－5－3－7－115

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4242



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
３
接
続

口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－118

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
※
１

混
合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

※
１

水
素
爆
発
の
発
生
防
止
対
策
を
共
用
す
る
設
備

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4243



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
４
接
続

口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－1208－5－3－7－120

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
※
１

混
合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

※
１

水
素
爆
発
の
拡
大
防
止
対
策
を
共
用
す
る
設
備

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。

4244



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱

硝
建
屋
（
Ａ
系
列
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－97

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4245



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱

硝
建
屋
（
Ａ
系
列
）
（
地
下
１
階
）

8－5－3－7－96

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4246



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱

硝
建
屋
（
Ｂ
系
列
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－103

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4247



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱

硝
建
屋
（
Ａ
系
列
）
（
地
下
１
階
）

8－5－3－7－100

対
象
貯
槽

接
続
口

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽

①
混

合
槽
Ａ

混
合
槽
Ｂ

一
時
貯
槽

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4248



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
凝
縮
液
の
回
収
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上
２
階
）

8－5－3－7－137

対
象
機
器

接
続
箇
所

予
備
凝
縮
器

①
及
び
②
（
凝
縮
液
）

：
敷
設
ル
ー
ト

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

については核不拡散の観点から公開できません。
4249



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
凝
縮
液
回
収
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
２
階
）

対
象
機
器

接
続
箇
所

凝
縮
器
若
し
く
は

予
備
凝
縮
器

①
及
び
②
（
凝
縮
液
）

8－5－3－7－136

：
敷
設
ル
ー
ト

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

については核不拡散の観点から公開できません。
4250



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－130

対
象
機
器

接
続
口

凝
縮
器

①

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4251



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－130

対
象
機
器

接
続
口

凝
縮
器

①

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。

4252



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
の
接
続
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上
２
階
）：

敷
設
ル
ー
ト

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

対
象
機
器

接
続
箇
所

予
備
凝
縮
器

①
（
廃
ガ
ス
）

8－5－3－7－139

については核不拡散の観点から公開できません。 4253



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－132

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。

4254



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
２
階
）

8－5－3－7－133

対
象
機

器
接
続
口

予
備
凝
縮

器
①

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。
4255



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－3－7－132

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4256



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設

ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
２
階
）

8－5－3－7－133

対
象
機

器
接
続
口

予
備
凝
縮

器
①

：
敷
設
ル
ー
ト

東

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
敷
設
ル
ー
ト

西

については核不拡散の観点から公開できません。 4257



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
可
搬
型
ダ
ク
ト
敷
設

ル
ー
ト

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
２
階
）

：
敷
設
ル
ー
ト

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

対
象
機
器

接
続
箇
所

－
①
及
び
②

8－5－3－7－138

については核不拡散の観点から公開できません。 4258



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
係
る
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
内
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
ル
ー
ト
（
第

１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

対
象
機
器

接
続
口

－
①

：
敷
設
ル
ー
ト

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

8－5－10－5－58

については核不拡散の観点から公開できません。
4259



：
敷
設
ル
ー
ト

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

対
象
機
器

接
続
口

－
①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
係
る
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
内
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
ル
ー
ト
（
第

２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

8－5－10－5－59

については核不拡散の観点から公開できません。
4260



蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）
の
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
に
お
け
る
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
ル
ー
ト
（
屋
外
）
（
第
１
接
続
口
及
び
第
２
接
続
口
）

4261

j2160005
ノート注釈
j2160005 : Unmarked



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
２
階
）

8－5－3－7－140

については核不拡散の観点から公開できません。

4262



8－5－3－7－141

溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
下
１
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。

4263



8－5－3－7－142

溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
（
地
上
１
階
）

については核不拡散の観点から公開できません。

4264



8－5－3－7－143

溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。

4272



については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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については核不拡散の観点から公開できません。
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（建屋境界）

高レベル廃液混合槽Ａ

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

第１高レベル濃縮廃液貯槽

第２高レベル濃縮廃液貯槽

高レベル廃液共用貯槽

第１不溶解残渣廃液貯槽
※

第２不溶解残渣廃液貯槽
※

第１不溶解残渣廃液一時貯槽
※

第２不溶解残渣廃液一時貯槽
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流量調節
ユニット
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流量調節
ユニット

Ｆ

Ｆ
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流量調節
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重大事故等対処共通
設備の水共通設備の
貯水槽から

Ｐ

常設
重大事故等
対処設備

※ 安全機能喪失により事象が
進展し，沸点に至るまでの
時間余裕が大きい機器

本図は，高レベル廃液ガラス固化建屋の北ルートから第１接続口に接続した場合の例である。
接続口毎に機器注水配管が異なるため，第２接続口から第６接続口に接続する場合は系統構
成が異なる。また接続金具等の個数及び位置についても，ホース敷設ルート毎に異なる。

蒸発乾固の拡大防止対策（貯槽等への注水）の系統概要図
高レベル廃液ガラス固化建屋
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対処設備
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対処設備
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対処設備
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②
 

地
下
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

⑥
 

地
下
１
階
 

⑤
 

―
 

供
給
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

②
 

地
上
１
階
 

④
 

地
上
１
階
 

⑧
 

地
下
１
階
 

⑥
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
２
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑧
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
３
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

③
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑦
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
４
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
５
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

 
地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

⑩
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑥
 

地
下
２
階
 

⑨
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① ③ ④

⑤

⑧⑥ ⑦

⑨

②

⑩

代
替

安
全
冷
却
水
系
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
注
水
接
続

口
配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
２
階

）
 

機
器
グ
ル
ー
プ
 

機
器
名
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

第
１
接
続
口
 

第
２
接
続
口
 

第
３
接
続
口
 

第
４
接
続
口
 

第
５
接
続
口
 

第
６
接
続
口
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
１
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
３
階
 

①
 

地
下
２
階
 

②
 

地
下
３
階
 

②
 

地
下
３
階
 

③
 

－
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
３
階
 

①
 

地
下
２
階
 

②
 

地
下
３
階
 

②
 

地
下
３
階
 

③
 

－
 

供
給
液
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

⑤
 

地
下
１
階
 

⑤
 

地
上
１
階
 

⑨
 

供
給
液
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

②
 

地
上
１
階
 

④
 

地
上
１
階
 

⑦
 

地
下
１
階
 

⑥
 

地
上
１
階
 

⑩
 

供
給
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

②
 

地
下
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

⑥
 

地
下
１
階
 

⑤
 

―
 

供
給
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

②
 

地
上
１
階
 

④
 

地
上
１
階
 

⑧
 

地
下
１
階
 

⑥
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
２
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑧
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
３
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

③
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑦
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
４
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
５
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

 
地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

⑩
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑥
 

地
下
２
階
 

⑨
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①

②

③

④

⑥

⑤

 

機
器
グ
ル
ー
プ
 

機
器
名
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

第
１
接
続
口
 

第
２
接
続
口
 

第
３
接
続
口
 

第
４
接
続
口
 

第
５
接
続
口
 

第
６
接
続
口
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
１
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
３
階
 

①
 

地
下
２
階
 

②
 

地
下
３
階
 

②
 

地
下
３
階
 

③
 

－
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
３
階
 

①
 

地
下
２
階
 

②
 

地
下
３
階
 

②
 

地
下
３
階
 

③
 

－
 

供
給
液
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

⑤
 

地
下
１
階
 

⑤
 

地
上
１
階
 

⑨
 

供
給
液
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

②
 

地
上
１
階
 

④
 

地
上
１
階
 

⑦
 

地
下
１
階
 

⑥
 

地
上
１
階
 

⑩
 

供
給
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

②
 

地
下
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

⑥
 

地
下
１
階
 

⑤
 

―
 

供
給
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

②
 

地
上
１
階
 

④
 

地
上
１
階
 

⑧
 

地
下
１
階
 

⑥
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
２
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑧
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
３
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

③
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑦
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
４
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
５
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

 
地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

⑩
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑥
 

地
下
２
階
 

⑨
 

代
替

安
全
冷
却
水
系
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
注
水
接
続
口
配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
１
階
）
 

4286



                       

①②

③

④

⑤
⑥

⑦
⑧⑨

⑩

 

機
器
グ
ル
ー
プ
 

機
器
名
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

貯
槽
等
注
水
 

第
１
接
続
口
 

第
２
接
続
口
 

第
３
接
続
口
 

第
４
接
続
口
 

第
５
接
続
口
 

第
６
接
続
口
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
１
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
３
階
 

①
 

地
下
２
階
 

②
 

地
下
３
階
 

②
 

地
下
３
階
 

③
 

－
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
３
階
 

①
 

地
下
２
階
 

②
 

地
下
３
階
 

②
 

地
下
３
階
 

③
 

－
 

供
給
液
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

⑤
 

地
下
１
階
 

⑤
 

地
上
１
階
 

⑨
 

供
給
液
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

②
 

地
上
１
階
 

④
 

地
上
１
階
 

⑦
 

地
下
１
階
 

⑥
 

地
上
１
階
 

⑩
 

供
給
槽
Ａ
 

地
上
１
階
 

②
 

地
下
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

⑥
 

地
下
１
階
 

⑤
 

―
 

供
給
槽
Ｂ
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

②
 

地
上
１
階
 

④
 

地
上
１
階
 

⑧
 

地
下
１
階
 

⑥
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
２
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑧
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
３
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

③
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑦
 

地
下
２
階
 

⑨
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
４
 

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

一
時
貯
槽
 

地
上
１
階
 

①
 

地
下
１
階
 

③
 

地
下
１
階
 

④
 

地
下
２
階
 

⑤
 

―
 

―
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
 

ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

内
部
ル
ー
プ
５
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

 
地
上
１
階
 

①
 

地
下
２
階
 

①
 

地
下
２
階
 

⑩
 

地
下
２
階
 

⑤
 

地
下
２
階
 

⑥
 

地
下
２
階
 

⑨
 

代
替

安
全
冷
却
水
系
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
注
水
接
続
口

配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
１
階
）
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供
給
槽
Ｂ

安
全

冷
却

水
Ａ

膨
張
槽

Ｐ

安
全

冷
却

水
Ｂ

膨
張

槽

Ｐ

本
図
は
，
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
蒸
発

乾
固
１
の
冷
却
コ
イ
ル
の
第
１
接
続
口
の
接
続
例
で
あ
る
。
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
蒸
発
乾
固
１
の
冷
却
コ
イ
ル
の
第
２
接
続
口
及
び

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
蒸
発
乾
固
２
～

５
※
３
の
冷
却
コ
イ
ル
の
接
続
口
に
接
続
し
た
場
合
も
同
様
の
系
統
で
あ
る
。
た
だ
し
、
接
続
金
具
等
の
個
数
及
び
位
置
は
，
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
毎

に
異
な
る
。

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
系
統
概
要
図

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

※
１

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
２

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
３

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

蒸
発
乾
固
１
以
外
の
機
器
グ
ル
ー
プ
の

対
象
貯
槽
は
以
下
の
と
お
り

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

蒸
発
乾
固
２
は
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

蒸
発
乾
固
３
は
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

蒸
発
乾
固
４
は
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

及
び
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

蒸
発
乾
固
５
は
高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

Ｐ

重
大
事
故
等
対
処

共
通

設
備
の
水
供
給
設

備
の

貯
水
槽
か
ら

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
水
供
給
設
備
の

貯
水
槽
へ

可
搬
型
排
水
受

槽

前
処
理
建
屋
の

安
全
冷
却
水
系
か
ら

Ｐ

流
量
調
節

ユ
ニ
ッ
ト

流
量
調
節

ユ
ニ
ッ
ト

流
量
調
節

ユ
ニ
ッ
ト

F F F

※
２

※
１

※
２

※
２

※
１

※
２

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ａ

供
給
液
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

流
量
調
節

ユ
ニ
ッ
ト

F

流
量
調
節

ユ
ニ
ッ
ト

F

F
流
量
調
節

ユ
ニ
ッ
ト

※
２

※
１
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① ②

⑤

③

④

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

 

機
器

グ
ル

ー
プ

 
 

機
器

名
 

冷
却

コ
イ

ル
等

通
水

 

Ａ
系

 

冷
却

コ
イ

ル
等

通
水

 

Ｂ
系

 

第
１

接
続

口
 

（
給

水
口

及
び

排
水

口
）

 

第
２

接
続

口
 

（
給

水
口

及
び

排
水

口
）

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
１

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

 
地

下
２

階
 

⑦
 

地
下

２
階

 

⑩
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

 
地

下
２

階
 

⑦
 

地
下

２
階

 

⑩
 

供
給

液
槽

Ａ
 

地
下

1
階

 

①
 

地
下

1
階

 

④
 

供
給

液
槽

Ｂ
 

地
下

1
階

 

②
 

地
下

1
階

 

⑤
 

供
給

槽
Ａ

 
地

下
1
階

 

①
 

地
下

1
階

 

④
 

供
給

槽
Ｂ

 
地

下
1
階

 

③
 

地
下

1
階

 

⑥
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
２

 

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

 
地

下
２

階
 

④
 

地
下

２
階

 

⑨
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
３

 

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

 
地

下
２

階
 

③
 

地
下

２
階

 

⑧
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
４

 

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

 

一
時

貯
槽

 

地
下

２
階

 

⑤
 

地
下

２
階

 

⑥
 

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

 

一
時

貯
槽

 

地
下

２
階

 

⑤
 

地
下

２
階

 

⑥
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
５

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

 
地

下
２

階
 

①
 

地
下

２
階

 

②
 

代
替

安
全
冷

却
水

系
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の

通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
通
水
接

続
口

配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

高
レ

ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
２
階
）
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① ③②④

⑥ ⑤
 

機
器

グ
ル

ー
プ

 
 

機
器

名
 

冷
却

コ
イ

ル
等

通
水

 

Ａ
系

 

冷
却

コ
イ

ル
等

通
水

 

Ｂ
系

 

第
１

接
続

口
 

（
給

水
口

及
び

排
水

口
）

 

第
２

接
続

口
 

（
給

水
口

及
び

排
水

口
）

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
１

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

 
地

下
２

階
 

⑦
 

地
下

２
階

 

⑩
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

 
地

下
２

階
 

⑦
 

地
下

２
階

 

⑩
 

供
給

液
槽

Ａ
 

地
下

1
階

 

①
 

地
下

1
階

 

④
 

供
給

液
槽

Ｂ
 

地
下

1
階

 

②
 

地
下

1
階

 

⑤
 

供
給

槽
Ａ

 
地

下
1
階

 

①
 

地
下

1
階

 

④
 

供
給

槽
Ｂ

 
地

下
1
階

 

③
 

地
下

1
階

 

⑥
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
２

 

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

 
地

下
２

階
 

④
 

地
下

２
階

 

⑨
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
３

 

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

 
地

下
２

階
 

③
 

地
下

２
階

 

⑧
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
４

 

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

 

一
時

貯
槽

 

地
下

２
階

 

⑤
 

地
下

２
階

 

⑥
 

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

 

一
時

貯
槽

 

地
下

２
階

 

⑤
 

地
下

２
階

 

⑥
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

 

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

内
部

ル
ー

プ
５

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

 
地

下
２

階
 

①
 

地
下

２
階

 

②
 

代
替

安
全
冷

却
水

系
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の

通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
通
水
接
続

口
配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

高
レ

ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
１
階
）
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蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系

に
よ
る
対
応
）
の
系
統
概
要
図

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋

第
１
不
溶

解
残
渣

廃
液
一

時
貯
槽

※
２

供
給
液
槽

Ａ

供
給
槽
Ａ

供
給
液
槽

Ｂ

供
給
槽
Ｂ

高
レ
ベ
ル

廃
液
混

合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル

廃
液
混

合
槽
Ｂ

高
レ
ベ
ル

廃
液
共

用
貯
槽

第
１
不
溶

解
残
渣

廃
液
貯

槽
※

２

第
２
不
溶

解
残
渣

廃
液
貯

槽
※

２

（
建
屋
境
界
）

ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ

※
１

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
２

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
３

安
全
機
能
喪
失
に
よ
り
事
象
が
進
展
し
，

沸
点
に
至
る
ま
で
の
時
間
余
裕
が
大
き
い

機
器

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

第
２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽

第
２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽

放
射

性
配

管
分

岐
セ

ル

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

第
２

セ
ル

廃
ガ
ス

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

第
１

セ
ル

廃
ガ
ス

シ
ー

ル
ポ

ッ
ト

Ｐ

Ｐ

固
化

セ
ル

気
液

分
離

器

前
処
理
建
屋

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
へ

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
管
理
放
出
設
備
へ

Ｒ

第
２
不
溶

解
残
渣

廃
液
一

時
貯
槽

※
２

Ｐ
Ｐ

Ｔ

Ｐ

※
２

※
１

※
２

※
１

※
１

※
１

※
１

※
１

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
水
共
通
設
備
の

貯
水
槽
か
ら

Ｐ

流
量
調
節

ユ
ニ
ッ
ト

重
大
事
故
等
対
処
共
通

設
備
の
水
共
通
設
備
の

貯
水
槽
へ

Ｐ

Ｆ

可
搬
型
排
水

受
槽

※
２

※
１

※
２

※
１

※
２

※
２

※
１

※
２

※
１

※
１

本
図
は
，

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ

ラ
ス
固
化

建
屋
の
北

ル
ー
ト
か

ら
凝
縮

器
の
第
１

接
続
口
に

接
続
し
た

場
合
の

例
で
あ
る

。
凝

縮
器
の

第
２
接
続

口
に
接

続
し
た
場

合
も
同
様

の
系
統
で

あ
る
。

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ

ス
固
化

建
屋
の
南

ル
ー
ト
か

ら
凝
縮
器

に
ホ
ー

ス
を
敷
設

す
る
場
合

は
，
常
設

重
大
事

故
等
対
処

設
備
は
使

用
せ
ず
，

ま
た
，

接
続
金
具

等
の
個
数

及
び
位
置

も
異
な

る
。
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①

②

③

④

 

 
機
器
名
 

凝
縮
器
通
水
 

凝
縮
器
通
水
 

第
１
接
続
口
 

（
給
水
及
び
排
水
口
）
 

第
２
接
続
口
 

（
給
水
口
及
び
排
水
口
）
 

凝
縮
器
 

地
上
１
階
 

①
 

地
上
１
階
 

②
 

予
備
凝
縮
器
 

地
上
１
階
 

③
 

地
上
１
階
 

④
 

代
替

安
全
冷
却
水
系
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）
の
通
水
接
続
口
配
置

図
及

び
接

続
口

一
覧

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
１
階
）
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-
-

・
実

施
責

任
者

1
-

-
-

・
建

屋
対

策
班

長
5

-

-
-

・
現

場
管

理
者

5
-

-
-

・
要

員
管

理
班

3
-

-
-

・
情

報
管

理
班

3
-

-
-

・
通

信
班

長
1

1
:
1
5

-
-

1
-

-
-

1
-

放
2

・
線

量
計

貸
出

，
入

域
管

理
，

現
場

環
境

確
認

（
初

動
対

応
）

を
行

う
各

建
屋

対
策

班
の

対
策

作
業

員
へ

の
着

装
補

助
放

対
2
班

2
0
:
2
0

放
3

・
可

搬
型

排
気

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

設
置

（
主

排
気

筒
管

理
建

屋
）

放
対

1
班

2
1
:
0
0

放
4

・
放

射
性

希
ガ

ス
の

指
示

値
確

認
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
2
:
1
0

放
5

・
捕

集
し

た
排

気
試

料
の

放
射

能
測

定
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
3
:
1
0

放
7

・
出

入
管

理
区

画
設

営
（

中
央

制
御

室
用

）
放

対
2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
1
:
0
0

放
8

・
出

入
管

理
区

画
運

営
（

中
央

制
御

室
用

）
注

）
放

射
性

物
質

の
放

出
後

は
，

5
の

対
応

を
追

加
す

る
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）

放
対

2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
-

放
1
4

・
中

央
制

御
室

及
び

緊
急

時
対

策
所

へ
の

デ
ー

タ
伝

送
装

置
の

設
置

（
可

搬
型

ガ
ス

モ
ニ

タ
用

）
放

対
1
班

2
1
:
3
0

放
1
6

・
緊

急
時

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
放

射
性

物
質

の
放

出
後

に
実

施
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）
）

放
対

1
班

2
-

-
-

・
現

場
環

境
確

認
（

屋
内

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

認
及

び
可

搬
型

通
話

装
置

の
設

置
）

建
屋

内
4
0
班

，
建

屋
内

4
1
班

建
屋

内
4
2
班

6
1
:
2
0

K
A

1
7

・
膨

張
槽

液
位

確
認

建
屋

内
3
5
班

，
建

屋
内

3
6
班

4
3
:
0
0

K
A

1
8

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

1
2

2
:
3
0

K
A

1
9

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
2
:
3
0

K
A

2
0

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
弁

隔
離

）
建

屋
内

2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
3
:
0
0

K
A

2
1

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

実
施

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

通
水

流
量

確
認

）
建

屋
内

2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
0
:
3
0

K
A

受
皿

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（

漏
え

い
液

受
皿

液
位

測
定

）
建

屋
内

4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
5
:
5
0

K
A

3
0

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
，

排
水

線
量

）
・

可
搬

型
発

電
機

及
び

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

等
へ

の
燃

料
の

補
給

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

・
建

屋
外

対
応

班
長

内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
必
要
な
要
員
及
び
作
業
項
目
（
そ
の
１
）

・
放

射
線

対
応

班
長

制
御

建
屋

，
各

建
屋

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

2
4
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

作
業

番
号

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
経

過
時

間
（

時
：

分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

放
射

線
対

応

作
業

番
号

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

1
7
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
7
:
0
0

3
7
:
0
0

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

経
過

時
間

（
時

：
分

）
0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

2
6
:
0
0

2
8
:
0
0

建
屋
内
30
班

建
屋

内
31

，
3
2，

3
3班

K
A1

（
水
素
爆
発
発
生
防
止
）

K
A1
1
-2

（
拡
大
防
止
（
放
出
防
止
)）

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
蒸

発
乾

固
制

限
時

間

建
屋

内
40

，
4
1，

4
2班

K
A
14
（
建
屋
内

40
班
）

(拡
大
防
止
放
出
防
止
)

K
A受

皿
（
建
屋
内

41
，

42
班
）

(蒸
発
乾
固
発
生
防
止
)

A
A
・

K
A現

責
補

助
（

建
屋

内
3
6班

）

通
1（

建
屋

内
3
5班

）
(通

信
手

段
の

確
保

)
建
屋
内
35
，
36
班

K
A2
2
(蒸

発
乾
固
拡
大
防
止

)

建
屋

内
28

，
2
9，

3
0班

K
A
1（

建
屋

内
3
1，

32
班

）
(水

素
爆

発
発

生
防

止
)

K
A
2（

建
屋

内
3
3班

）
（

水
素

爆
発

発
生

防
止

)

建
屋
内
28
，
29
班

建
屋
内
28
，
29
，
30
班

K
Aコ

2
1（

建
屋
内
30
班
）
（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

K
Aコ

4
1（

建
屋
内
28
，
29
班
）
（
蒸
発
乾
固
拡
大
防
止
）

K
A現

場
環
境

建
屋
内
41
，
42
班

建
屋
内
41
班

建
屋
内
42
班

建
屋
内
41
班

建
屋
内
42
班

建
屋
内
41
班

建
屋
内
42
班

建
屋
内
41
班

建
屋
内

41
班

建
屋
内

41
班

建
屋
内

41
班

建
屋
内
41
班

建
屋
内

42
班

建
屋
内
42
班

建
屋
内

42
班

建
屋
内

42
班

K
A
1

（
水

素
爆

発
発

生
防

止
）

建
屋
内
28
，
29
班

建
屋
内
30
班

要
員
管
理
班
へ
合
流

放
2（

放
対
2班

）

放
10
（
放
対

3，
4，

5班
）

放
対
2班

放
8

放
8

放
8

放
10

放
10

放
8

放
8

放
10

放
10

放
6

放
18

放
8

放
8

放
10

放
8

放
対

2班
放

4，
5

放
18

放
7

放
対
1班

放
6

放
対
1班

放
6

放
10

放
対

3，
4班

放
対
2班

放
対

5班
放
10

放
対
3，

4班

放
8

放
10

放
10

放
8

放
対
3，

4班

放
対
1班

放
対
3，

4班

放
8

放
対

2班

放
対

5班 放
対
3，

4班
放
10

放
8

放
13

放
対
1班

放
対
2，

3，
4，

5

放
対
3，

4班
放
4，

5

放
7

放
対

5班

放
対
3，

4班

放
16

放
対
5班

放
1
0

放
4，

5，
6

放
15

放
8（

放
対
5班

）
，
放
10
（
放
対
3，

4班
）

放
10 放
4，

5
放

4，
5

放
対
2班

放
対
3，

4班

放
5

放
対
1班

放
対
2班

放
対
1班

放
4，

5
放
5

放
4，

5，
6

放
8

放
8

放
対
2班

放
13

放
対
1班

放
14

放
14
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-
-

・
建

屋
外

対
応

班
長

の
作

業
の

補
助

建
屋

外
対

応
班

員
1

-

燃
1

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

用
1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

）

燃
料

給
油

3
班

1
-

燃
2

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

用
1
台

，
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

及
び

排
気

監
視

測
定

設
備

用
1
台

）

燃
料

給
油

3
班

1
-

燃
3

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

前
処

理
建

屋
用

1
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
4

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

前
処

理
建

屋
用

1
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
5

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

情
報

把
握

計
装

設
備

可
搬

型
発

電
機

２
台

）
燃

料
給

油
3
班

1
-

燃
6

・
軽

油
貯

槽
か

ら
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
用

容
器

（
ド

ラ
ム

缶
等

）
へ

の
燃

料
の

補
給

及
び

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
前

処
理

建
屋

用
1
台

）

建
屋

外
1
班

2
-

燃
7

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
発

電
機

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
 
ロ

ー
リ

の
移

動
（

排
気

監
視

測
定

設
備

用
１

台
及

び
情

報
把

握
計

装
設

備
可

搬
型

発
電

機
２

台
）

燃
料

給
油

2
班

1
2
:
1
0

燃
8

・
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

用
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

等
）

へ
の

燃
料

の
補

給
及

び
軽

油
用

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
排

水
用

1
台

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
1
台

並
び

に
前

処
理

建
屋

排
水

用
1
台

）

燃
料

給
油

2
班

1
-

外
1

・
第

1
貯

水
槽

か
ら

各
建

屋
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
北

ル
ー

ト
)
の

確
認

燃
料

給
油

1
班

燃
料

給
油

2
班

2
0
:
3
5

外
2

・
第

1
貯

水
槽

か
ら

各
建

屋
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
南

ル
ー

ト
)
の

確
認

建
屋

外
7
班

2
0
:
3
5

外
3

・
ホ

イ
ー

ル
ロ

ー
ダ

の
確

認
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

8
班

3
0
:
1
0

外
4

・
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
整

備
（

ガ
レ

キ
撤

去
）

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

8
班

3
3
:
4
0

外
5

・
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
整

備
（

除
雪

，
ガ

レ
キ

撤
去

）
（

対
応

す
る

作
業

班
の

1
人

が
ホ

イ
ー

ル
ロ

ー
ダ

に
て

作
業

す
る

。
）

建
屋

外
2
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

，
建

屋
外

8
班

1
1

-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
必
要
な
要
員
及
び
作
業
項
目
（
そ
の
２
）

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

2
3
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

3
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

燃
料
給
油

3班 燃
料
給
油
2班

建
屋
外
1班

燃
8

燃
8

燃
8

燃
料
給
油
2班

燃
8

燃
8

燃
料
給
油

2班

外
4（

建
屋
外
8班

）

外
17
-1
（
建
屋
外
1

外
37

外
46
（
建
屋
外
5班

）

燃
料
給
油

1，
2班

建
屋
外

1，
8班

建
屋
外
1，

8班

燃
7（

燃
料
給
油
2班

）

建
屋
外
7班

外
3（

建
屋
外
8班

）

外
5（

建
屋
外
8班

）
，
外
21
（
建
屋
外
1班

）

外
4（

建
屋
外
8班

）

外
9（

建
屋
外
2班

）
外
66
（
建
屋
外
2班

）

建
屋
外
2，

8班

外
30
（
建
屋
外
4班

）

建
屋
外
4，

8班

外
47
（
建
屋
外
8班

）

建
屋
外
4班

外
42

外
51

外
50
（
建
屋
外
4班

）

外
53

外
53
（
建
屋
外
5班

）

外
57

外
5
7（

建
屋

外
6班

）

外
4
7（

建
屋

外
8班

）

外
7
1（

建
屋

外
6班

）

外
5（

建
屋

外
8班

）

建
屋
外
5班

建
屋
外
4班

建
屋
外

6，
8班

以
降
，
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
態
を

確
認
し
，
建
屋
外

4，
5，

6，
7，

8班

に
て
，
対
応
す
る
。

建
屋
外

5班

外
1

外
17
-1
（
建
屋
外
1班

）
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外
6

・
使

用
す

る
資

機
材

の
確

認
建

屋
外

2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
2
0

外
7

・
第

1
貯

水
槽

取
水

準
備

建
屋

外
2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
1
0

外
8

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
0
:
3
0

外
9

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
3
:
3
0

外
1
0

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
1
1

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
1
2

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
1
3

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
1
0

外
1
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
1
5

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
1
6

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
1
8

・
精

製
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

2
0
:
1
0

外
1
9

・
分

離
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
0

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
1

・
精

製
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
5

外
2
3

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

分
離

建
屋

及
び

精
製

建
屋

側
も

実
施

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

2
班

4
1
:
4
0

外
2
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

外
2
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
2
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
2
7

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
3
0

外
3
0

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
2
:
0
0

外
3
1

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
3
2

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
3
3

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
3
4

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
0

外
3
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
必
要
な
要
員
及
び
作
業
項
目
（
そ
の
３
）

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

外
5

建
屋
外
2，

3，
4，

5，
6班 外
10
（
建
屋
外
3班

）

外
11
（
建
屋
外
4，

5班
）

外
25
（
建
屋
外
6班

）

建
屋
外
2班

外
27
（
建
屋
外
6班

）

外
38
（
建
屋
外
4，

5，
7班

）

外
7

（
建

屋
外

4，
5班

）

建
屋
外

3班

建
屋
外
3，

4，
5班 外

26

外
25

外
27

建
屋
外
4，

5，
6，

7班

建
屋
外
5，

6，
7班

建
屋
外
4班

外
18

外
21

外
64
（
建
屋
外
5班

）

外
65
（
建
屋
外
6，

7班
）

外
14

外
17
-2

外
22

外
22

外
40

建
屋
外
3班

建
屋
外
3班

建
屋
外
4班

外
14
（
建
屋
外
4班

）

外
15
（
建
屋
外
5，

6，
7班

）

外
13

外
13

外
7

建
屋
外

6班

建
屋
外
6班

外
4（

建
屋
外
1班

）
，
外
18
（
建
屋
外
4班

）

建
屋
外
1班

建
屋
外
1，

4班
外
30
（
建
屋
外
4班

）
，
外
24
（
建
屋
外
1班

）

外
7

外
12

建
屋
外
3，

4，
5班

外
11

外
38
（
建
屋
外
4，

5班
）
，
外
39
（
建
屋
外
3班

）

建
屋
外

6班
外
12

外
13

建
屋
外
3班

外
39

外
17
-2

外
21
（
建
屋
外
4班

）
，
外
65
（
建
屋
外
5，

6，
7班

）
建
屋
外
4，

5，
6，

7班

建
屋
外
1班

外
5（

建
屋
外
4班

）
，
外
32
（
建
屋
外
5，

6，
7班

）

外
24

外
24

外
30

建
屋
外
5，

6，
7班

建
屋
外
3班

建
屋
外
1班

外
19
（
建
屋
外
3班

）
，
外
24
（
建
屋
外
1班

）
外
20
（
建
屋
外
3班

）
，
外
24
（
建
屋
外
1班

）

外
66
（
建
屋
外
2班

）
，
外
24
（
建
屋
外
1班

）
外
66
（
建
屋
外
2班

）
，
外
24
（
建
屋
外
1班

）

外
67
（
建
屋
外
6班

）

外
68
（
建
屋
外
5，

7班
）

外
41

外
35

外
34
（
建
屋
外
3班

）
，
外
24
（
建
屋
外
1班

）

建
屋
外
1，

3班

建
屋
外
1，

2班

外
69
（
建
屋
外
3班

）

外
24
，
3
6（

建
屋
外
1班

）

4295



外
5
0

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
5
1

・
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

設
置

及
び

試
運

転
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
2

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
5
3

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
4

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
2
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
1
:
0
0

外
5
7

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
0
0

外
5
8

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
5
9

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

4
0
:
3
0

外
6
0

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
を

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
6
1

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
と

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

4
班

2
0
:
1
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
6
3

・
前

処
理

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
及

び
状

態
監

視
（

流
量

，
圧

力
，

第
1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
5
班

2
0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
6

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

及
び

状
態

監
視

並
び

に
第

1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給

建
屋

外
2
班

2
-

外
6
7

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

建
屋

外
6
班

2
0
:
3
0

外
6
8

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
9

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

及
び

状
態

監
視

並
び

に
第

1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

3
班

2
-

外
7
0

可
搬

型
・

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

前
処

理
建

屋
）

建
屋

外
7
班

2
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
7
2

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

及
び

状
態

監
視

並
び

に
第

1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

前
処

理
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

2
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
必
要
な
要
員
及
び
作
業
項
目
（
そ
の
４
）

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

外
5（

建
屋
外
4班

）

外
24
，
3
6，

49
、
63
（
建
屋
外
1班

）

外
5（

建
屋
外
5班

）

外
53
（
建
屋
外
7班

）

外
54
（
建
屋
外
6班

）

外
56
（
建
屋
外
4班

）

外
5（

建
屋

外
4班

）

外
5
1（

建
屋

外
5，

7班
）

建
屋
外
4班

外
46

外
5

建
屋
外
5，

6，
7班

外
53
（
建
屋
外
5，

7班
）

外
5（

建
屋
外
5班

）

外
48
（
建
屋
外
6，

7班
）

建
屋
外
6班

建
屋
外
4，

5，
7班

建
屋
外
6班

外
52

外
5（

建
屋
外
5班

）
，
外
55
（
建
屋
外
4班

）
，
外
57
（
建
屋
外
7班

）

外
57

建
屋
外
4班

外
53

建
屋
外

4，
5，

6，
7班

建
屋
外
1班

外
5（

建
屋
外
6班

）
，
外
59
（
建
屋
外
4，

5班
）
，
外
60
（
建
屋
外
7班

）

外
24
，
3
6，

49

建
屋
外
4，

5班
外

57

建
屋
外

4，
5，

7班

外
54

外
24
，
3
6，

49

外
61
（
建
屋
外
4班

）

外
70
（
建
屋
外
7班

）

外
71
（
建
屋
外
5班

）
外
57
（
建
屋
外
7班

）

外
57

外
24
，
3
6，

49
（
建
屋
外
1班

）

建
屋
外
5班

外
16

外
60

建
屋
外
4班

建
屋
外
5，

6，
7班

外
16
（
建
屋
外
6，

7班
）

外
30

建
屋
外
2班

建
屋
外
6班

外
33

建
屋
外
5，

6，
7班

外
42

外
35

建
屋
外
3班

建
屋
外

7班
外
60

外
5（

建
屋
外
6班

）
，
外
60
（
建
屋
外
5班

）
外

5

外
33
（
建
屋
外
5，

7班
）

建
屋
外

2班

建
屋
外

1，
4班

建
屋
外

1班

建
屋
外

5，
6，

7班
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-
-

・
実

施
責

任
者

1
-

-
-

・
建

屋
対

策
班

長
5

-

-
-

・
現

場
管

理
者

5
-

-
-

・
要

員
管

理
班

3
-

-
-

・
情

報
管

理
班

3
-

-
-

・
通

信
班

長
1

1
:
1
5

-
-

・
建

屋
外

対
応

班
長

1
-

-
-

・
放

射
線

対
応

班
長

1
-

放
2

・
線

量
計

貸
出

，
入

域
管

理
，

現
場

環
境

確
認

（
初

動
対

応
）

を
行

う
各

建
屋

対
策

班
の

対
策

作
業

員
へ

の
着

装
補

助
放

対
2
班

2
0
:
2
0

放
3

・
可

搬
型

排
気

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

設
置

（
主

排
気

筒
管

理
建

屋
）

放
対

1
班

2
1
:
0
0

放
4

・
放

射
性

希
ガ

ス
の

指
示

値
確

認
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
2
:
1
0

放
5

・
捕

集
し

た
排

気
試

料
の

放
射

能
測

定
放

対
1
班

，
放

対
2
班

放
対

3
班

，
放

対
4
班

放
対

5
班

8
3
:
1
0

放
7

・
出

入
管

理
区

画
設

営
（

中
央

制
御

室
用

）
放

対
2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
1
:
0
0

放
8

・
出

入
管

理
区

画
運

営
（

中
央

制
御

室
用

）
注

）
放

射
性

物
質

の
放

出
後

は
，

5
の

対
応

を
追

加
す

る
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）

放
対

2
班

，
放

対
3
班

放
対

4
班

，
放

対
5
班

6
-

放
1
4

・
中

央
制

御
室

及
び

緊
急

時
対

策
所

へ
の

デ
ー

タ
伝

送
装

置
の

設
置

（
可

搬
型

ガ
ス

モ
ニ

タ
用

）
放

対
1
班

2
1
:
3
0

放
1
6

・
緊

急
時

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
放

射
性

物
質

の
放

出
後

に
実

施
（

1
1
：

0
0
以

降
を

想
定

）
）

放
対

1
班

2
-

・
車

両
寄

付
き

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

固
縛

解
縛

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

玉
が

け
・

地
切

り
建

屋
内

3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
0
5

・
S
A
設

備
の

吊
り

上
げ

及
び

積
載

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

車
上

固
縛

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
0
5

・
S
A
設

備
の

固
縛

解
縛

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

玉
が

け
・

地
切

り
建

屋
内

3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
0
5

・
S
A
設

備
の

吊
り

上
げ

及
び

積
載

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

車
上

固
縛

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
0
5

・
車

両
移

動
建

屋
内

3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

4
0
:
1
0

・
車

両
寄

付
き

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

固
縛

解
縛

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

玉
が

け
・

地
切

り
建

屋
内

4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
0
:
0
5

・
S
A
設

備
の

吊
り

上
げ

及
び

積
載

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
0
:
1
0

・
S
A
設

備
の

車
上

固
縛

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
0
:
0
5

・
車

両
移

動
建

屋
内

4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
0
:
1
0

K
A

1
7

・
膨

張
槽

液
位

確
認

建
屋

内
3
5
班

，
建

屋
内

3
6
班

4
3
:
0
0

K
A

1
8

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

1
2

2
:
3
0

K
A

1
9

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
2
:
3
0

K
A

2
0

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
弁

隔
離

）
建

屋
内

2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
3
:
0
0

K
A

2
1

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

実
施

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

通
水

流
量

確
認

）
建

屋
内

2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
0
:
3
0

K
A

受
皿

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（

漏
え

い
液

受
皿

液
位

測
定

）
建

屋
内

4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
5
:
5
0

K
A

3
0

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
，

排
水

線
量

）
・

可
搬

型
発

電
機

及
び

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

等
へ

の
燃

料
の

補
給

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
－

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

事
前

対
応

0
:
0
0

1
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）
2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0
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0
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0
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0
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0
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（

時
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0
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0

2
:
0
0

3
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0
0

4
:
0
0

5
:
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0

6
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0
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0

8
:
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0
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0
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0
0

2
2
:
0
0

2
1
:
0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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ベ
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間

※
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時
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0
0
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0
0
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0
0
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0
0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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※
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0
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0
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0
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0
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0
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※
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0
0
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0
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0
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0
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0
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0
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蒸
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K
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手
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A
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K
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防
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防
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蒸
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蒸
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屋
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屋
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屋
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放
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放
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燃
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搬
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縮
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燃
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タ
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燃
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燃
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タ
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台
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台
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台
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台
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燃
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1
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搬
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燃
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タ
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台
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搬
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縮
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燃
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タ
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台
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搬
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燃
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タ
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搬
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台
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搬
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搬
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台
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台
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台
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搬
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燃
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タ
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タ
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燃
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燃
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使

用
す

る
資

機
材

の
確

認
建

屋
外

2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
2
0

外
7

・
第

1
貯

水
槽

取
水

準
備

建
屋

外
2
班

，
建

屋
外

3
班

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

1
0

0
:
1
0

外
8

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
0
:
3
0

外
9

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

2
班

2
3
:
3
0

外
1
0

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
1
1

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
1
2

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
1
3

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
1
0

外
1
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
1
5

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
1
6

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
1
8

・
精

製
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

2
0
:
1
0

外
1
9

・
分

離
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
0

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
用

の
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
3
班

2
0
:
1
0

外
2
1

・
精

製
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
5

外
2
3

・
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

分
離

建
屋

及
び

精
製

建
屋

側
も

実
施

）
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

2
班

4
1
:
4
0

外
2
4

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

外
2
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
2
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

3
班

，
建

屋
外

4
班

建
屋

外
5
班

6
0
:
3
0

外
2
7

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
3
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

3
班

2
1
:
3
0

外
3
0

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
2
:
0
0

外
3
1

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
3
2

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
3
3

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
の

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
3
4

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

3
班

2
0
:
1
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

建
屋

外
1
班

，
建

屋
外

3
班

4
0
:
3
0

外
3
6

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

及
び

状
態

監
視

（
流

量
，

圧
力

，
第

1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

建
屋

外

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)

事
前

対
応

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

火
山

を
想

定
し

た
場

合
の

内
部

ル
ー

プ
へ

の
通

水
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

３
）

外
5

建
屋

外
2，

3，
4，

5
，
6班

外
10
（
建
屋
外

3班
）

外
11
（
建
屋
外

4，
5
班
）

外
25
（
建
屋
外

6班
）

建
屋

外
2班

外
27
（
建
屋
外

6班
）

外
38
（
建
屋
外

4，
5
，
7班

）

外
7

（
建

屋
外

4、
5班

）

建
屋

外
3班

建
屋

外
3，

4，
5班

外
26

外
25

外
27 建

屋
外
4，

5，
6，

7
班

建
屋

外
5，

6，
7班

建
屋

外
4班

外
18

外
21

外
64
（
建
屋
外

5班
）

外
65
（
建
屋
外

6，
7
班
）

外
14

外
17
-
2

外
22

外
22

外
40

建
屋

外
3班

建
屋

外
3班

建
屋

外
4班

外
14
（
建
屋
外

4班
）

外
15
（
建
屋
外

5，
6
，
7班

）

外
13

外
13

外
7

建
屋

外
6班

建
屋

外
6班

外
4（

建
屋
外

1班
）

，
外
1
8（

建
屋

外
4班

）

建
屋

外
1班

建
屋

外
1，

4班

外
30
（
建
屋
外

4班
）
，
外

24
（
建
屋
外

1班
）

外
7

外
12

建
屋

外
3，

4，
5班

外
11

外
38
（
建
屋
外

4，
5
班
）
，
外

39
（

建
屋
外
3
班
）

建
屋

外
6班

外
12

外
13

建
屋

外
3班

外
39

外
19
（
建
屋
外

3班
）
，
外

24
（
建
屋
外

1班
）

外
20
（
建

屋
外

3班
）

，
外

24
（

建
屋

外
1班

）

外
66
（
建
屋
外

2班
）
，
外

24
（
建
屋
外

1班
）

外
66

（
建

屋
外

2班
）

，
外

24
（

建
屋

外
1班

）

建
屋

外
1，

3班

建
屋

外
1，

2班

外
17
-
2

外
21
（
建
屋
外

4班
）
，
外

65
（
建
屋
外

5，
6
，
7班

）
建
屋

外
4，

5，
6，

7
班

建
屋

外
1班外

5（
建
屋

外
4班

）
，

外
3
2（

建
屋

外
5，

6，
7班

）

外
24

外
24

外
30

建
屋

外
5，

6，
7班

建
屋

外
3班

建
屋

外
1班

外
67

（
建

屋
外

6班
）

外
68

（
建

屋
外

5，
7
班

）

外
41

外
35

外
34

（
建

屋
外

3班
）

，
外

24
（

建
屋

外
1班

）

外
69

（
建

屋
外

3班
）

外
24

，
3
6（

建
屋

外
1班

）

4299



外
5
0

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

建
屋

外
4
班

2
0
:
3
0

外
5
1

・
故

障
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

設
置

及
び

試
運

転
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
2

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
建

屋
外

6
班

2
0
:
1
0

外
5
3

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
起

動
確

認
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
5
4

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

で
敷

設
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
準

備
建

屋
外

6
班

2
0
:
2
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

4
班

2
1
:
0
0

外
5
7

・
前

処
理

建
屋

用
の

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
及

び
接

続
建

屋
外

4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
6
班

，
建

屋
外

7
班

8
1
:
0
0

外
5
8

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
試

運
転

建
屋

外
1
班

2
0
:
3
0

外
5
9

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

状
態

確
認

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

4
0
:
3
0

外
6
0

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
排

水
受

槽
を

運
搬

車
に

よ
る

運
搬

，
設

置
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

と
の

接
続

建
屋

外
4
班

，
建

屋
外

5
班

建
屋

外
7
班

6
1
:
3
0

外
6
1

・
前

処
理

建
屋

用
の

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
と

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
と

の
接

続
建

屋
外

4
班

2
0
:
1
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

1
班

，
建

屋
外

4
班

4
0
:
3
0

外
6
3

・
前

処
理

建
屋

用
へ

の
水

の
供

給
及

び
状

態
監

視
（

流
量

，
圧

力
，

第
1
貯

水
槽

の
水

位
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

1
班

2
-

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
5
班

2
0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
6

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

，
状

態
監

視
及

び
除

灰
作

業
並

び
に

第
1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給

建
屋

外
2
班

2
-

外
6
7

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

建
屋

外
6
班

2
0
:
3
0

外
6
8

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
6
9

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

，
状

態
監

視
及

び
除

灰
作

業
並

び
に

第
1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

3
班

2
-

外
7
0

可
搬

型
・

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

前
処

理
建

屋
）

建
屋

外
7
班

2
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

5
班

，
建

屋
外

6
班

建
屋

外
7
班

6
0
:
3
0

外
7
2

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
に

よ
る

排
水

，
状

態
監

視
及

び
除

灰
作

業
並

び
に

第
1
貯

水
槽

の
水

位
確

認
（

前
処

理
建

屋
）

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
へ

燃
料

の
補

給
建

屋
外

2
班

2
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計
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1
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1
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1
8
:
0
0

1
9
:
0
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作
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作
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作
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※
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外
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外
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外
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K
A

1
・

可
搬

型
貯

槽
液

位
計

設
置

準
備

（
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

及
び

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

接
続

，
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
起

動
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

建
屋

内
3
2
班

1
0

5
:
3
0

K
A

2
2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
建

屋
内

3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

建
屋

内
3
6
班

6
1
:
2
0

K
A

2
4

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

3
1
班

，
建

屋
内

3
2
班

建
屋

内
3
3
班

6
4
:
1
5

K
A

2
3

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
0
:
3
0

K
A

1
0

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧
計

設
置

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
3
:
1
0

K
A

1
3

・
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
及

び
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

の
設

置
建

屋
内

3
1
班

2
0
:
4
0

K
A

1
1
-
1

・
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

計
設

置
建

屋
内

3
1
班

2
0
:
1
5

K
A

1
1
-
2

・
ダ

ン
パ

閉
止

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

建
屋

内
3
4
班

1
4

4
:
2
5

K
A

1
4

・
可

搬
型

排
風

機
及

び
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

可
搬

型
発

電
機

の
接

続
，

可
搬

型
発

電
機

起
動

建
屋

内
3
7
班

，
建

屋
内

3
8
班

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

8
2
:
2
0

K
A

1
5

・
可

搬
型

ダ
ク

ト
に

よ
る

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
排

気
系

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

及
び

可
搬

型
排

風
機

の
接

続
建

屋
内

3
7
班

，
建

屋
内

3
8
班

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

8
1
:
5
5

K
A

1
6

・
放

射
性

配
管

分
岐

セ
ル

圧
力

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

3
6
班

2
1
:
0
0

K
A

2
5

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
建

屋
内

3
4
班

2
1
:
1
0

K
A

2
6

・
可

搬
型

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

2
0
:
2
5

K
A

2
7

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

等
建

屋
内

3
4
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

2
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
2
）

建
屋

内
3
0
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

2
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
内

部
ル

ー
プ

2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
0
:
1
5

K
A
コ

2
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

2
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

3
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
3
）

建
屋

内
3
2
班

2
0
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搬
型

フ
ィ

ル
タ

及
び

可
搬

型
排

風
機

の
接

続
建

屋
内

3
7
班

，
建

屋
内

3
8
班

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

8
1
:
5
5

K
A

1
6

・
放

射
性

配
管

分
岐

セ
ル

圧
力

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

3
6
班

2
1
:
0
0

K
A

2
5

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
建

屋
内

3
4
班

2
1
:
1
0

K
A

2
6

・
可

搬
型

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

2
0
:
2
5

K
A

2
7

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

等
建

屋
内

3
4
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

2
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
2
）

建
屋

内
3
0
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

2
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
内

部
ル

ー
プ

2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
0
:
1
5

K
A
コ

2
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

2
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

3
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
3
）

建
屋

内
3
2
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

3
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
3
）

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

4
0
:
1
5

K
A
コ

3
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
3
）

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

3
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
3
）

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

5
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
5
）

建
屋

内
3
4
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

5
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
5
）

建
屋

内
3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

4
0
:
1
5

K
A
コ

5
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
5
）

建
屋

内
3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

5
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
5
）

建
屋

内
3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

4
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
1
:
0
0

K
A
コ

4
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
1
:
0
5

K
A
コ

4
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

4
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

1
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
1
）

建
屋

内
3
6
班

，
建

屋
内

3
7
班

4
1
:
3
0

K
A
コ

1
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
1
）

建
屋

内
3
6
班

，
建

屋
内

3
7
班

4
1
:
4
5

K
A
コ

1
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
1
）

建
屋

内
3
6
班

，
建

屋
内

3
7
班

建
屋

内
3
8
班

，
建

屋
内

3
9
班

8
1
0
:
0
0

K
A
コ

1
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
1
）

建
屋

内
3
8
班

，
建

屋
内

3
9
班

4
0
:
1
0

K
A

3
0

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

貯
槽

等
液

位
，

貯
槽

等
注

水
流

量
，

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
，

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
，

凝
縮

器
通

水
流

量
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
差

圧
）

・
可

搬
型

発
電

機
及

び
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
等

へ
の

燃
料

の
補

給

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

第
○

図
　

機
器

へ
の

注
水

，
冷

却
コ

イ
ル

等
通

水
及

び
放

出
低

減
対

策
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

２
）

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

経
過

時
間

（
時

：
分

）
4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋

作
業

番
号

A
B
ル

2
1
 
 
 
 
(
蒸

発
乾

固
発

生
防

K
A
コ

2
3 建
屋

内
3
0
，

3
1
班

K
A
コ

3
3 建
屋

内
3
2
，

3
3
班

A
B
ル

2
3

(
蒸

発
乾

固
発

生
防

止
)

A
B
ル

2
2

(
蒸

発
乾

固
発

生
防

止
)

K
A
コ

5
3

建
屋

内
3
4
，

3
5
班

K
A
コ

4
2 建
屋

内
2
8
，

2
9
班

A
B
ル

2
受

皿
(
蒸

発
乾

固
発

生
防

止
)

K
A
コ

1
2

K
A
コ

1
1

K
A
コ

1
3

建
屋

内
3
6
，

3
7
班

建
屋

内
3
8
，

3
9
班

建
屋

内
3
6
，

3
7
班

建
屋

内
3
8
，

3
9
班

建
屋

内
3
6
，

3
7
班

建
屋

内
3
8
，

3
9
班

建
屋

内
3
6
，

3
7
班

建
屋

内
3
8
，

3
9
班

A
B
コ

1
 
1（

建
屋

内
38

，
3
9班

）

(
蒸

発
乾

固
拡

大
防

止
)

K
A
コ

1
2（

建
屋

内
36

，
3
7班

）

A
B
ル

1
7
（

建
屋

内
3
6
班

）
（
蒸
発
乾

固
発
生
防
止
）

A
B
ル

2
3
（

建
屋

内
3
7
班

）
（
蒸
発
乾

固
発
生
防
止
）

建
屋

内
3
8
，

3
9
班

A
B
ル

2
3

(
蒸

発
乾

固
発
生
防
止

)

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋
内

4
1
班

建
屋
内

4
2
班

建
屋
内

4
1
班

建
屋
内

4
2
班

建
屋

内
4
1
班

4302



K
A

1
・

可
搬

型
貯

槽
液

位
計

設
置

準
備

（
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

及
び

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

接
続

，
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
起

動
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

建
屋

内
3
2
班

1
0

5
:
3
0

K
A

2
2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
建

屋
内

3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

建
屋

内
3
6
班

6
1
:
2
0

K
A

2
4

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

3
1
班

，
建

屋
内

3
2
班

建
屋

内
3
3
班

6
4
:
1
5

K
A

2
3

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

6
0
:
3
0

K
A

1
0

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧
計

設
置

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
3
:
1
0

K
A

1
3

・
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
及

び
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

の
設

置
建

屋
内

3
1
班

2
0
:
4
0

K
A

1
1
-
1

・
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

計
設

置
建

屋
内

3
1
班

2
0
:
1
5

K
A

1
1
-
2

・
ダ

ン
パ

閉
止

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

建
屋

内
3
4
班

1
4

4
:
2
5

K
A

1
4

・
可

搬
型

排
風

機
及

び
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

可
搬

型
発

電
機

の
接

続
，

可
搬

型
発

電
機

起
動

建
屋

内
3
7
班

，
建

屋
内

3
8
班

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

8
2
:
2
0

K
A

1
5

・
可

搬
型

ダ
ク

ト
に

よ
る

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
排

気
系

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

及
び

可
搬

型
排

風
機

の
接

続
建

屋
内

3
7
班

，
建

屋
内

3
8
班

建
屋

内
3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

8
1
:
5
5

K
A

1
6

・
放

射
性

配
管

分
岐

セ
ル

圧
力

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

3
6
班

2
1
:
0
0

K
A

2
5

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
建

屋
内

3
4
班

2
1
:
1
0

K
A

2
6

・
可

搬
型

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

2
0
:
2
5

K
A

2
7

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

等
建

屋
内

3
4
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

2
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
2
）

建
屋

内
3
0
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

2
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
内

部
ル

ー
プ

2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
0
:
1
5

K
A
コ

2
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

2
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
2
）

建
屋

内
3
0
班

，
建

屋
内

3
1
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

3
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
3
）

建
屋

内
3
2
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

3
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
3
）

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

4
0
:
1
5

K
A
コ

3
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
3
）

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

3
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
3
）

建
屋

内
3
2
班

，
建

屋
内

3
3
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

5
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
5
）

建
屋

内
3
4
班

2
0
:
3
0

K
A
コ

5
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
5
）

建
屋

内
3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

4
0
:
1
5

K
A
コ

5
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
5
）

建
屋

内
3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

5
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
5
）

建
屋

内
3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

4
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
1
:
0
0

K
A
コ

4
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
1
:
0
5

K
A
コ

4
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
6
:
1
0

K
A
コ

4
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
4
）

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

4
0
:
1
0

K
A
コ

1
1

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
1
）

建
屋

内
3
6
班

，
建

屋
内

3
7
班

4
1
:
3
0

K
A
コ

1
2

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
1
）

建
屋

内
3
6
班

，
建

屋
内

3
7
班

4
1
:
4
5

K
A
コ

1
3

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
1
）

建
屋

内
3
6
班

，
建

屋
内

3
7
班

建
屋

内
3
8
班

，
建

屋
内

3
9
班

8
1
0
:
0
0

K
A
コ

1
4

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
1
）

建
屋

内
3
8
班

，
建

屋
内

3
9
班

4
0
:
1
0

K
A

3
0

・
計

器
監

視
（

貯
槽

等
温

度
，

貯
槽

等
液

位
，

貯
槽

等
注

水
流

量
，

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
，

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
，

凝
縮

器
通

水
流

量
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
差

圧
）

・
可

搬
型

発
電

機
及

び
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
等

へ
の

燃
料

の
補

給

建
屋

内
4
1
班

，
建

屋
内

4
2
班

4
-

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

所
要

時
間

※
(
時

：
分

)
7
3
:
0
0

7
4
:
0
0

7
5
:
0
0

5
5
:
0
0

5
6
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

6
4
:
0
0

7
0
:
0
0

7
1
:
0
0

第
○

図
　

機
器

へ
の

注
水

，
冷

却
コ

イ
ル

等
通

水
及

び
放

出
低

減
対

策
に

必
要

な
要

員
及

び
作

業
項

目
（

そ
の

３
）

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

7
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

5
9
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

7
2
:
0
0

5
3
:
0
0

5
4
:
0
0

作
業

班
要

員
数

4
8
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋

作
業

番
号

作
業

内
容

A
B
コ

2
3
（

建
屋

内
2
8
，

29
班

）
(
蒸
発

乾
固

拡
大

防
止

)

A
B
コ

2
4
（

建
屋

内
3
0
班
）
(
蒸

発
乾
固

拡
大

防
止

)

建
屋
内

2
8
，
2
9
，
3
0
班

A
A
2
6
（

建
屋

内
2
8
班

）
(蒸

発
乾

固
拡

大
防

止
)

A
A
2
7
（

建
屋

内
2
9
班

）
(蒸

発
乾

固
拡

大
防

止
)

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋

内
4
2
班

建
屋

内
4
1
班

建
屋
内

4
2
班

建
屋
内

4
1
班

建
屋
内

4
2
班

建
屋
内
4
1
班

建
屋
内
4
1
班

4303



                         

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

対
象
な
し

 

蒸
発

乾
固
の

発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷

却
）

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
４
階
）

 

4304



                         

測
定
場
所

監
視
項
目

①
貯
槽
等
温
度
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

貯
槽
等
温
度
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

②
貯
槽
等
温
度
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
）

③
貯
槽
等
温
度
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
）

①

② ③

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

対
象
な
し

 

蒸
発

乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷

却
）

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
３
階
）

 

4305



                         
蒸

発
乾

固
の

発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷

却
）

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
２
階
）

 

操
作
場
所

 
操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

4306



蒸
発

乾
固
の

発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却

）
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
１
階
）

 

測
定

場
所

監
視

項
目

①
貯

槽
等

温
度

（
供

給
液

槽
Ａ

）

貯
槽

等
温

度
（

供
給

槽
Ａ

）

②
貯

槽
等

温
度

（
供

給
液

槽
Ｂ

）

貯
槽

等
温

度
（

供
給

槽
Ｂ

）

③
漏

え
い

液
受

皿
液

位

① ②
③

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

操
作
場
所

操
作
場
所

4307



                         

測
定

場
所

監
視

項
目

①

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

）

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

）

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
（

供
給

液
槽

Ａ
）

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
（

供
給

液
槽

Ｂ
）

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
（

供
給

槽
Ａ

）

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
（

供
給

槽
Ｂ

）

②
膨

張
槽

液
位

①
② ②

②

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

操
作
場
所

 

蒸
発

乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却

）
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
１
階
）

 

4308



                         
蒸

発
乾

固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却

）
の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
２
階
）

 

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

対
象
な
し

 

4309



                         

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
貯
槽

等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
（

地
下

３
階

）
 

操
作
場
所

 

4310



                         

①

測
定

場
所

監
視

項
目

①

貯
槽

等
注

水
流

量
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

）

②
貯

槽
等

注
水

流
量

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

Ａ
）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

）

③
貯

槽
等

液
位

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

Ａ
）

貯
槽

等
液

位
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

）

②

③

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
（

地
下

２
階

）
 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

4311



                         

①

②

③

④

測
定

場
所

監
視

項
目

①
貯

槽
等

注
水

流
量

（
第

１
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

②

貯
槽

等
注

水
流

量
（

供
給

液
槽

Ａ
）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

供
給

液
槽

Ｂ
）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

供
給

槽
Ａ

）

貯
槽

等
注

水
流

量
（

供
給

槽
Ｂ

）

③
貯

槽
等

液
位

（
第

１
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
）

貯
槽

等
液

位
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

）

④

貯
槽

等
液

位
（

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

）

貯
槽

等
液

位
（

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

貯
槽

等
液

位
（

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

）

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
（

地
下

１
階

）
 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 
操
作
場
所

 

4312



                         

②

③ ①

測
定
場
所

監
視
項
目

①

貯
槽
等
注
水
流
量
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
供
給
液
槽
Ａ
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
供
給
液
槽
Ｂ
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
供
給
槽
Ａ
）

貯
槽
等
注
水
流
量
（
供
給
槽
Ｂ
）

②
貯
槽
等
液
位
（
供
給
液
槽
Ａ
）

貯
槽
等
液
位
（
供
給
槽
Ａ
）

③
貯
槽
等
液
位
（
供
給
液
槽
Ｂ
）

貯
槽
等
液
位
（
供
給
槽
Ｂ
）

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

操
作
場
所

 

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
（

地
上

１
階

）
 

4313



                         
蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止

対
策

（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
 
高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
（

地
上

２
階

）
 

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

対
象
な
し

 

4314



                         

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る

冷
却

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
３
階
）

 

対
象
な
し

 

4315



                         

測
定
場
所

監
視
項
目

①

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

②
冷
却
コ
イ
ル
圧
力
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
）

冷
却
コ
イ
ル
圧
力
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
）

③
冷
却
コ
イ
ル
圧
力
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽
）

④
冷
却
コ
イ
ル
圧
力
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

⑤
冷
却
コ
イ
ル
圧
力
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

⑥

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽
）

⑦
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ
）

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ
）

⑧
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
（
高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽
）

⑨
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
（
第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

⑩
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
（
第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
）

③

①

①

②

④

⑤

③

②

⑤

④⑧

⑥

⑥

⑦

⑦

⑨ ⑩

⑨

⑩

⑧

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

蒸
発

乾
固
の

拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る

冷
却

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
２
階
）

 

操
作
場
所

 

4316



                         

③

測
定

場
所

監
視

項
目

①
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

（
供

給
液

槽
Ａ

）

②
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

（
供

給
液

槽
Ｂ

）

③
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

（
供

給
槽

Ａ
）

④
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

（
供

給
槽

Ｂ
）

⑤
冷

却
コ

イ
ル

通
水

流
量

（
供

給
液

槽
Ａ

）

⑥
冷

却
コ

イ
ル

通
水

流
量

（
供

給
液

槽
Ｂ

）

⑦
冷

却
コ

イ
ル

通
水

流
量

（
供

給
槽

Ａ
）

⑧
冷

却
コ

イ
ル

通
水

流
量

（
供

給
槽

Ｂ
）

① ①
⑤ ⑦⑤

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

②
⑥

②
⑥

④
⑧

③
⑦

④
⑧

蒸
発

乾
固
の

拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る

冷
却

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
１
階
）

 

操
作
場
所

 

4317



                         

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る

冷
却

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
１
階
）

 

操
作
場
所

 

4318



                         

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る

冷
却

）
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

高
レ

ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
２
階
）

 

対
象
な
し

 

4319



蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
 

の
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
４
階
）
 

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

対
象

な
し

4320



                         
蒸

発
乾

固
の

拡
大

防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
 

の
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
３
階
）

 

測
定

場
所

監
視

項
目

①
導

出
先

セ
ル

圧
力

①

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

対
象

な
し

 

4321



                         
蒸

発
乾

固
の

拡
大

防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
 

の
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
２
階
）

 

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

対
象

な
し

 

4322



                         

測
定

場
所

監
視

項
目

①
セ

ル
導

出
経

路
圧

力

②
代

替
セ

ル
排

気
系

フ
ィ

ル
タ

差
圧

③
凝

縮
水

回
収

セ
ル

液
位

①

②

③

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
 

の
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
１
階
）

 

操
作
場

所
 

操
作
場
所

 

4323



                         

測
定
場
所

監
視
項
目

①
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

②
凝
縮
器
通
水
流
量

③
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
差
圧

① ②

③

②

：
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

北

：
ア

ク
セ
ス

ル
ー
ト

南

蒸
発

乾
固
の

拡
大

防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

）
 

の
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
１
階
）

 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

操
作
場
所

 

4324



                         
蒸

発
乾

固
の

拡
大

防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
代
替
セ
ル
排
気

系
に

よ
る

対
応

）
 

の
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
２
階
）

 

：
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

保
管
場
所

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

北

：
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

南

対
象

な
し

 

4325



① ② ③

④

対
象
貯
槽

接
続

口
（

給
水
口

及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル

廃
液
共

用
貯
槽

①

第
２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

②

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

③

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
第

２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
④

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ａ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
⑤

⑤
：

可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4326



①

①

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ａ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4327



①

対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ｂ

①

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②

②

②

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ａ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）：

可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4328



① ② ③

④

対
象
貯
槽

接
続

口
（

給
水
口

及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル

廃
液
共

用
貯
槽

①

第
２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

②

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

③

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
第

２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
④

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
⑤

⑤

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ｂ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

4329



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
①

①

①

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ｂ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4330



①

②

②

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ｂ
系
列

第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ｂ

①

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4331



① ② ③

④

⑤

対
象
貯
槽

接
続

口
（

給
水
口

及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル

廃
液
共

用
貯
槽

①

第
２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

②

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

③

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
第

２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
④

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
⑤

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ａ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

4332



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
①

①

①

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ａ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4333



①

対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ｂ

①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②

②

②

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ａ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

4334



① ②

③

④

対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル

廃
液
共

用
貯
槽

①

第
２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

②

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

③

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
第

２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
④

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
⑤

⑤

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ｂ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4335



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
①

①

①

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ｂ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4336



①

対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ｂ

①

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②

②

②

蒸
発
乾
固
の
発
生
防
止
対
策
（
内
部
ル
ー
プ
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
Ｂ
系
列

第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4337



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
①

①

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4338



①

対
象
貯
槽

接
続
口

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

第
２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

貯
槽

第
１
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
第

２
高
レ

ベ
ル
濃

縮
廃
液

一
時
貯

槽
高

レ
ベ
ル

廃
液
共

用
貯
槽

高
レ
ベ
ル

廃
液
混

合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル

廃
液
混

合
槽
Ｂ

供
給
液
槽

Ａ
供

給
液
槽

Ｂ
供

給
槽
Ｂ

①

供
給
槽
Ａ

②

②

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
③

③

③

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

4339



対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

①

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
下
３
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4340



①

対
象
貯
槽

接
続
口

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

①

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②

②

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4341



①

②

③

対
象
貯
槽

接
続
口

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

①

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ｂ

②

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

③

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
④
若
し
く
は
⑤

④

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可

搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管

場
所

：
敷

設
ル

ー
ト

北

：
敷

設
ル

ー
ト

南

⑤

4342



①

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
①
若
し
く
は
②

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

②

4343



対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

①
※

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

②
※

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

③
※

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

④
※

※
水
素
爆
発
未
然
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

③②

①

④

⑤

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
⑤

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
３
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4344



対
象
貯
槽

接
続
口

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

①
※

※
水
素
爆
発
未
然
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

①

②

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②
若
し
く
は
③

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
３
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

③

4345



対
象
貯
槽

接
続
口

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

①
※

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ｂ

②
※

※
水
素
爆
発
未
然
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

①

②
対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
③
若
し
く
は
④

③

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
３
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

④

4346



※
水
素
爆
発
未
然
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

①
※

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
４
接
続
口
）
（
地
下
３
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4347



対
象
貯
槽

接
続
口

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

①
※

※
水
素
爆
発
未
然
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

①

②

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
４
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4348



①

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
①
若
し
く
は
②

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
４
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

②

4349



対
象
貯
槽

接
続
口

供
給
液
槽
Ａ

①
※
１

供
給
槽
Ａ

②
※
２

供
給
液
槽
Ｂ

③
※
１

供
給
槽
Ｂ

④
※
２

※
１

水
素
爆
発
未
然
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

※
２

水
素
爆
発
拡
大
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

①
②

③
④

⑤

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
⑤
若
し
く
は
⑥

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
４
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

⑥

4350



※
水
素
爆
発
拡
大
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

①
※

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
５
接
続
口
）
（
地
下
３
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4351



対
象
貯
槽

接
続
口

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

①
※

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

②
※

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

③
※

※
水
素
爆
発
拡
大
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

③① ②

④

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
④

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
５
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4352



対
象
貯
槽

接
続
口

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

①
※

供
給
液
槽
Ｂ

供
給
槽
Ｂ

②
※

※
水
素
爆
発
拡
大
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

②①

③

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
③
若
し
く
は
④

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
５
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4353



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
①
若
し
く
は
②

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
５
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

②

4354



対
象
貯
槽

接
続
口

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

①
※

※
水
素
爆
発
拡
大
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

①

②

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
②

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
６
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4355



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
①
若
し
く
は
②

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
６
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

②

4356



対
象
貯
槽

接
続
口

供
給
液
槽
Ａ

①
※

供
給
液
槽
Ｂ

②
※

※
水
素
爆
発
拡
大
防
止
設
備
を
共
用
す
る
接
続
口

①

②

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

－
③
若
し
く
は
④

③

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
貯
槽
等
へ
の
注
水
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
６
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

④

4357



①

③

④

②

⑤

対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

①

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

②

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

③

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

④

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

⑤

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
⑥

⑥

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

：
可

搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4358



対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

①

供
給
液
槽
Ｂ

②

供
給
槽
Ｂ

③

① ②

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
④
若
し
く
は
⑤

④

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

③

⑤

4359



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
①

若
し
く

は
②

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

②

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4360



①

②

④

③

⑤

対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
共
用
貯
槽

①

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

②

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽

③

第
１
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

第
２
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
一
時
貯
槽

④

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ａ

高
レ
ベ
ル
廃
液
混
合
槽
Ｂ

⑤

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
⑥

⑥

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
下
２
階
）

：
可

搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4361



対
象
貯
槽

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

供
給
液
槽
Ａ

供
給
槽
Ａ

①

供
給
液
槽
Ｂ

②

供
給
槽
Ｂ

③

① ②

対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
④
若
し
く
は
⑤

④

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
下
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

③

⑤

4362



対
象
貯
槽

接
続
箇
所

（
給
水
口

及
び

排
水
口
）

－
①

若
し
く

は
②

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
冷
却
コ
イ
ル
等
へ
の
通
水
に
よ
る
冷
却
）
の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

②

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4363



①

対
象
機
器

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

凝
縮
器

①

②

②

対
象
機
器

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②
若
し
く
は
③

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
１
接
続
口
）

（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4364



①

対
象
機
器

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

凝
縮
器

①

②

②

対
象
機
器

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②
若
し
く
は
③

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）

（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

北

：
敷
設
ル

ー
ト

南

4365



対
象
機
器

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

予
備
凝
縮
器

①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

①

②

②

対
象
機
器

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
１
接
続
口
）

（
地
上
１
階
）

4366



対
象
機
器

接
続
口

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

予
備
凝
縮
器

①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

①

②

②

対
象
機
器

接
続
箇
所

（
給
水
口
及
び

排
水
口
）

－
②

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
建
屋
内
ホ
ー
ス
敷
設
ル
ー
ト
（
予
備
凝
縮
器
へ
の
通
水
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
第
２
接
続
口
）

（
地
上
１
階
）

4367



：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

対
象
機
器

接
続
箇
所

－
①

①

①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
可
搬
型
ダ
ク
ト
敷
設
ル
ー
ト

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
１
階
）

4368



①

対
象
機
器

接
続
口

－
①

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
係
る
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
内

可
搬
型
ケ
ー
ブ
ル
電
源
敷
設
ル
ー
ト
（
第
１
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

4369



①

対
象
機
器

接
続
口

－
①

：
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備

保
管
場

所

：
敷
設
ル

ー
ト

蒸
発
乾
固
の
拡
大
防
止
対
策
（
セ
ル
へ
の
導
出
経
路
の
構
築
及
び
セ
ル
排
気
系
を
代
替
す
る
排
気
系
に
よ
る
対
応
）

の
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
係
る
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
内

可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
ル
ー
ト
（
第
２
接
続
口
）
（
地
上
１
階
）

4370



4371

j1980023
テキストボックス
　　　　　　　　　　　　　　蒸発乾固の拡大防止対策（セルへの導出経路の構築及びセル排気系を代替する排気系による対応）高レベル廃液ガラス固化建屋における　　　　　　　　　　　　　　可搬型電源ケーブル敷設ルート（屋外）（第１接続口及び第２接続口）



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
４
階
）

8－5－3－8－181

4372



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
３
階
）

8－5－3－8－182

4373



8－5－3－8－183

溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
２
階
）

4374



8－5－3－8－184

溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
１
階
）

4375



8－5－3－8－185

溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
１
階
）

4376



溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
２
階
）

8－5－3－8－186

4377



8－5－3－8－187

溢
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
屋
上
階
）

4378



①

②

②

②

③

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
3
4
,
0
0
0P

N

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

及
び
配
管
が
存
在
す
る
部
屋

常
時
化
学
薬
品
を
内
包
す
る
機
器

： ：

震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
上

に
あ

る
化

学
薬

品
漏

え
い

源
は

，
基

準
地

①
一
酸
化
窒
素

② ③

硝
酸

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

硝
酸

番
号

化
学
薬
品
の
種
類

化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
４
階
）

8－5－3－8－188
4379



②

①

③

④

③

②

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
1
,
0
0
0P

N

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

及
び
配
管
が
存
在
す
る
部
屋

常
時
化
学
薬
品
を
内
包
す
る
機
器

： ：

震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
上

に
あ

る
化

学
薬

品
漏

え
い

源
は

，
基

準
地

番
号

化
学
薬
品
の
種
類

①
硝
酸

一
酸
化
窒
素

②
硝
酸

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

③

硝
酸

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

一
酸
化
窒
素

一
酸
化
窒
素

④

化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
３
階
）

8－5－3－8－189
4380



a

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
4
6
,
0
0
0

a

②

①

③

②

④

②

② ② ②

② ②

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
4
,
0
0
0P

N

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

及
び
配
管
が
存
在
す
る
部
屋

常
時
化
学
薬
品
を
内
包
す
る
機
器

： ：

番
号

化
学
薬
品
の
種
類

①
硝
酸

一
酸
化
窒
素

②
硝
酸

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

③

硝
酸

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

一
酸
化
窒
素

一
酸
化
窒
素

④

地
震
力
に
対
し
て
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

漏
え
い
源
は
，
基
準
地
震
動
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
上
に
あ
る
化
学
薬
品

化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下
２
階
）

8－5－3－8－190
4381

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形



a

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
5
3
,
5
0
0

a
②

①

③

③ ③ ③

②

④ ④ ⑤

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
4
9
,
0
0
0P

N

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

及
び
配
管
が
存
在
す
る
部
屋

常
時
化
学
薬
品
を
内
包
す
る
機
器

： ：

番
号

化
学
薬
品
の
種
類

地
震
力
に
対
し
て
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

漏
え
い
源
は
，
基
準
地
震
動
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
上
に
あ
る
化
学
薬
品

①
硝
酸

一
酸
化
窒
素

②

硝
酸

一
酸
化
窒
素

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

③
硝
酸

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

硝
酸

④ ⑤
一
酸
化
窒
素

化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
下

１
階
）

8－5－3－8－191
4382

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形



②

②

①

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
5
5
,
5
0
0P

N

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

及
び
配
管
が
存
在
す
る
部
屋

常
時
化
学
薬
品
を
内
包
す
る
機
器

： ：

震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
上

に
あ

る
化

学
薬

品
漏

え
い

源
は

，
基

準
地

番
号

化
学
薬
品
の
種
類

①
硝
酸

一
酸
化
窒
素

②
硝
酸

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
5
7
,
0
0
0

化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地

上
１
階
）

8－5－3－8－192
4383

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形



a

T
.
M
.
S
.
L
.
約
+
6
8
,
0
0
0

a

①

②

T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
6
3
,
0
0
0P

N

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
保
管
場
所

及
び
配
管
が
存
在
す
る
部
屋

常
時
化
学
薬
品
を
内
包
す
る
機
器

： ：

震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
上

に
あ

る
化

学
薬

品
漏

え
い

源
は

，
基

準
地

番
号

化
学
薬
品
の
種
類

①
硝
酸

一
酸
化
窒
素

②
硝
酸

化
学
薬
品
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
（
地
上
２
階
）

8－5－3－8－193
4384

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形

j1980046
長方形



T
.
M
.
S
.
L
.
約

+
7
0
,
0
0
0P

N

可
搬
型
重
大
事
故
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補足説明資料７－13 
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1. 重大事故等の連鎖 

本補足説明資料は，「7. 冷却機能の喪失による蒸発乾固への対処」

において考察した蒸発乾固を起因とした重大事故等への連鎖に係る分析内

容及び分析結果について，整理したものである。
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2. 冷却機能の喪失による蒸発乾固 

  起因となる蒸発乾固の事象進展，事故規模を分析し，事故影響によって

顕在化する環境条件の変化を，起因となる蒸発乾固の発生を想定する貯

槽等に対して特定する。特定にあたっては，高レベル廃液等の状態の変化

に伴って顕在化する可能性のある現象に留意する。環境条件は，「温

度」，「圧力」，「湿度」，「放射線」，「物質（水素，蒸気，煤煙，放

射性物質及びその他）及びエネルギの発生」，「落下又は転倒による荷

重」及び「腐食環境」を考慮する。 

  また，蒸発乾固の対処として，高レベル廃液等 が沸騰に至った場合に

は，拡大防止対策として，貯槽等へ第１貯水槽から水を注水する。 

  貯槽等への注水は，貯槽等 に内包 する高レベル廃液等が初期液量の

70％まで減少する前に実施する。 

  さらに，貯槽等に内包する高レベル廃液等の沸騰開始後の事態収束の

観点から，冷却コイル等への通水を実施し，蒸発乾固を想定する貯槽等に

内包する高レベル廃液等を冷却することで，未沸騰状態に導くとともに，

これを維持する。 

   以上の拡大防止対策を考慮した時の高レベル廃液等の状態及び高レベル

廃液等の状態によって生じる事故時環境を明らかにし，高レベル廃液等の

状態によって新たに連鎖して発生する重大事故の有無及び事故時環境が安

全機能の喪失をもたらすことによって連鎖して発生する重大事故の有無を

明らかにする。 

2.1 重大事故等の事象進展，事故規模の分析 

  拡大防止対策を考慮した時の高レベル廃液等の状態及び高レベル廃液等

の状態によって生じる事故時環境は以下のとおりである。 
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 (１) 高レベル廃液等の状態 

蒸発乾固の発生を想定する貯槽等に内包されている高レベル廃液等

は，溶解液，抽出廃液，プルトニウム溶液（24ｇＰｕ／Ｌ），プルトニ

ウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）及び高レベル濃縮廃液である。 

   蒸発乾固は，平常運転時に 貯槽等に内包する 高レベル廃液等に対し

て，異なる溶液が混入して発生する事象ではなく，冷却機能の喪失に

より発生する事象であるため，高レベル廃液等の組成が変化すること

はない。 

一方，拡大防止対策である貯槽等への注水は間欠注水にて実施する

ため，高レベル廃液等が濃縮及び希釈を繰り返す。 

この過程における高レベル廃液等の状態変化 のうち 温度は，プルトニ

ウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）において最大で約 120℃まで上昇する。

また，ルテニウムを内包する高レベル濃縮廃液 において 約 110℃まで

上昇する 。核燃料物質等の濃度及び崩壊熱密度は，プルトニウム濃縮

液（250ｇＰｕ／Ｌ）において初期値の約 1.5 倍まで，高レベル濃縮廃

液において初期値の約 1.2 倍まで上昇する 。一方 ，溶解液，抽出廃液

及びプルトニウム溶液（24ｇＰｕ／Ｌ）は，高レベル廃液等が 沸騰 に

至る前 に冷却コイル等への通水が開始されるため，溶解液，抽出廃液

及びプルトニウム溶液（24ｇＰｕ／Ｌ）が濃縮することはない。また，

高レベル廃液等は温度上昇及び濃縮するのみであり，貯槽等 に内包す

る 放射性物質量及び崩壊熱自体が変わることはない 。高 レベル廃液等

の硝酸濃度は ，最 大でもプルトニウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）の約

９規定 であり ，高 レベル濃縮廃液の場合，約３規定 である。また，

冷却コイル等への通水が実施される時間が初期液量の 70％に至るまで

の時間より長いプルトニウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）は，貯槽等への
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注水により希釈され，この時のプルトニウム濃縮液の硝酸濃度は約５

規定となる。 

 蒸発乾固発生時の高レベル廃液等の状態変化を第 2.1－１表～第 2.1

－５表に示す。 

 

 (２) 環境条件 

ａ．温度 

高レベル廃液等の温度 は，各貯槽等における冷却コイル等への通水

を開始した時の温度又は高レベル廃液等が初期液量の 70％まで減少し

た時の温度を基に設定しており，「(１) 高レベル廃液等の状態」に記載

したとおり最大でも約 122℃である。高レベル廃液等ごと に沸点は異

なるが，保守性を見込んで最も沸点が高くなるプルトニウム濃縮液

（250ｇＰｕ／Ｌ）における沸点を高レベル廃液等の沸点とする。 

   また，高レベル廃液等が初期液量の 70％まで減少した時の温度は，

第 2.1－１図から読み取る。 

   250ｇＰｕ／Ｌ，硝酸７Ｎのときの沸点は約 119℃となり，貯槽内の

高レベル廃液等 が 70％まで低下し，Ｐｕが 360ｇＰｕ／Ｌ（250ｇＰｕ

／Ｌ／0.7），硝酸約 7.5Ｎのときの沸点は，120℃～125℃の間と推定さ

れる。 

高レベル廃液等 の具体的な温度は，以下のとおりである。 

 プルトニウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）：122℃（70％濃縮時の温度） 

 プルトニウム溶液（24ｇＰｕ／Ｌ） 

：65℃（冷却コイル等通水開始時の温度） 

    溶解液        ：57℃（冷却コイル等通水開始時の温度） 

    抽出廃液       ：53℃（冷却コイル等通水開始時の温度） 
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    高レベル濃縮廃液   ：105℃（冷却コイル等通水開始時の温度） 

ｂ．圧力 

高レベル廃液等が沸騰に至り，貯槽等内及び 貯槽等に接続する塔槽

類廃ガス処理設備内 が加圧された場合には，水封安全器から圧力が減

圧される設計となっている。 

以上のことから，高レベル廃液等が沸騰に至ったとしても，系統内

の圧力は最大でも約３ｋＰａで あり，平常運転時と同程度である。 

   水封安全器の概要図を第 2.1－２図に示す。 

ｃ．湿度 

高レベル廃液等が沸騰に至った場合 ，蒸 気により多湿環境下となる。 

 ｄ．放射線 

高レベル廃液等が沸騰に至ったとしても，高レベル廃液等が濃縮す

るのみであり，貯槽等内の放射性物質量が増加することはなく，また，

高レベル廃液等が濃縮する過程において臨界の発生は想定されないこ

とから，放射線量は平常運転時から変化することはない。 

一方，貯槽等外に着目した場合には，高レベル廃液等に含まれる放

射性物質 が蒸 気に同伴され，貯槽等外へ移行するため，貯槽等外の放

射線量は上昇する。 

 ｅ．物質（水素，蒸気，煤煙，放射性物質及びその他）及びエネルギの発

生 

高レベル廃液等の沸騰に伴い ，水素発生量 Ｇ値が上昇し，プルトニ

ウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）の場合には，貯槽等への注水により硝酸

濃度が低下 するため水素発生量が増加する。 

また，高レベル廃液等の沸騰に伴い蒸気が発生する。 

一方，高レベル廃液等が沸騰に至ったとしても，高レベル廃液等の
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放射性物質の濃度が上昇するのみであり，臨界の発生は想定されない

ことから，新たな放射性物質の生成はない。 

ＴＢＰ等を含む使用済みの有機溶媒は，平常運転時において，分離

建屋一時貯留処理設備の第１一時貯留処理槽，第６一時貯留処理槽，

第７一時貯留処理槽及び第８一時貯留処理槽並びに精製建屋一時貯留

処理設備の第１一時貯留処理槽，第２一時貯留処理槽及び第３一時貯

留処理槽において，有意量を受入れる場合があるが，通常状態で受入

れる可能性のある溶液の混合を考慮しても，総崩壊熱は最大でも１ｋ

Ｗ程度であり，高レベル廃液等の濃縮又は温度上昇が想定されず，有

機溶媒等による火災又は爆発の発生は想定されないことから，これら

の反応により生成する煤煙及びその他の物質が発生することはない。 

また，上記以外の貯槽等においては，分離設備のＴＢＰ洗浄塔及び

ＴＢＰ洗浄器並びにプルトニウム精製設備のＴＢＰ洗浄器において，

希釈材により除去され ，溶媒再生系（分離・分配系）の第１洗浄器，

第２洗浄器及び第３洗浄器並びに溶媒再生系（プルトニウム精製系）

の第１洗浄器，第２洗浄器及び第３洗浄器において，炭酸ナトリウム

溶液等により，洗浄及び再生されることから，高レベル廃液等の沸騰

が発生する貯槽等には，有意量のＴＢＰ等を含む使用済みの有機溶媒

が含まれることはなく，有機溶媒 等による 火災又は 爆発 の発生は想

定されないことから，これらの反応により生成する煤煙及びその他の

物質が発生することはない。 

以上のとおり，新たなエネルギの発生をもたらす現象が発生しない

ことから，高レベル廃液等の崩壊熱以外のエネルギの発生はない。 

 ｆ．落下又は転倒 による荷重 

高レベル廃液等 の温度 が 上昇した としても，貯槽等の材質の強度
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が有意に低下することはなく，貯槽等が 落下又は転倒 することはない。 

 ｇ．腐食環境 

高レベル廃液等の沸騰により，高レベル廃液等の硝酸濃度は，プル

トニウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）の場合は最大で約９規定となり ，高

レベル濃縮廃液の場合は最大で約３規定 と なる 。そのため ，蒸気及

び凝縮水の硝酸濃度が最大で約８規定 となる。 
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2.2 事故進展により自らの貯槽等において連鎖して発生する重大事故等の

特定 

 (１) 臨界事故 

   「2.1 重大事故等の事象進展，事故規模の分析」に記載したとおり，

プルトニウム濃縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）の濃度が上昇し，70％濃縮時に

は約360ｇＰｕ／Ｌまでプルトニウムの濃度が上昇するが，プルトニウ

ム濃縮液を内包する貯槽等は全濃度安全形状寸法管理により臨界事故

の発生を防止しており，また，貯槽等の材質はステンレス鋼又はジル

コニウムであり，想定される温度，圧力，腐食環境等の環境条件によ

って貯槽等のバウンダリの健全性が損なわれることはなく，貯槽等の

胴部の外側に設置されている全濃度安全形状寸法管理を担う中性子吸

収材が損傷することはない。 

以上より，臨界事故が発生することはない。 

 (２) 水素爆発 

   「2.1 重大事故等の事象進展，事故規模の分析」に記載したとおり，

高レベル廃液等が沸騰した場合の水素発生量は，平常運転時と比べて

相当多くなる。蒸発乾固の発生が想定される貯槽等は，全て安全圧縮

空気供給系から水素掃気用の圧縮空気が供給されており，安全圧縮空

気供給系からの水素掃気用の圧縮空気の供給量は，十分な余裕が確保

されていることから，沸騰時であっても貯槽等の気相部の水素濃度が

ドライ換算８ｖｏｌ％を超えることはない。さらに，プルトニウム濃

縮液（250ｇＰｕ／Ｌ）の場合には，貯槽等への注水により硝酸濃度が

平常運転時の７規定から５規定に低下し，これにより水素発生量が増

加するが，各々の硝酸濃度における水素発生Ｇ値は0.048及び0.059で

あり，希釈後のプルトニウム濃縮液の水素発生量は平常運転時の約1.3
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倍になる程度である。これに対し，安全圧縮空気供給系からの水素掃

気用の圧縮空気の供給量は十分な余裕が確保されていることから，沸

騰時であっても貯槽等の気相部の水素濃度がドライ換算８ｖｏｌ％を

超えることはない。 

   また，高レベル廃液等の沸騰に伴い発生する蒸気により，貯槽等内の

圧力が上昇するが，圧力の上昇は最大でも約３ｋＰａと平常運転時と

同程度であり，貯槽等内の圧力上昇により安全圧縮空気供給系からの

水素掃気用の圧縮空気の供給が阻害されることはない。また，安全圧

縮空気系の配管の材質はステンレス鋼であり，想定される温度，圧力，

腐食環境等の環境条件によって安全圧縮空気系の配管が損傷すること

はない。 

以上より，水素爆発が発生することはない。 

 (３) 有機溶媒等による火災又は爆発 

   「2.1 重大事故等の事象進展，事故規模の分析」に記載したとおり，

有意な量のＴＢＰ等を含む使用済みの有機溶媒が，高レベル廃液等の

沸騰が発生する貯槽等に混入することはない。 

   また，沸騰が発生する貯槽等に接続する機器注水配管，冷却コイル等

の材質は，ステンレス鋼又はジルコニウムであり，想定される温度，

圧力，腐食環境等の環境条件によってこれらのバウンダリの健全性が

損なわれることはないことから，有機溶媒が混入することもない。 

   以上より，有機溶媒等による火災又は爆発が発生することはない。 

 (４) その他の放射性物質の漏えい 

   貯槽等及び貯槽等に接続する配管の材質 はス テンレス鋼 又はジルコ

ニウム であり，想定される温度，圧力，腐食環境等の環境条件によっ

てこれらのバウンダリ の健全性が損なわれる ことはなく，放射性物質

4402



の漏えいが発生することはない。
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2.3 重大事故等が発生した貯槽等以外の安全機能への影響及び連鎖して発

生する重大事故等の特定 

貯槽等及び貯槽等に接続する配管の材質はステンレス鋼又はジルコ

ニウムであり，想定される温度，圧力等の環境条件によってこれらの

バウンダリの健全性が損なわれることはなく，温度及び放射線以外の

貯槽等内の環境条件が貯槽等及び貯槽等に接続する機器の外へ及ぶこ

とはないことから，温度及び放射線以外の環境条件の変化によってそ

の他の重大事故等が連鎖して発生することはない。 

温度及び放射線の影響は貯槽等及び貯槽等に接続する機器の外へ及

ぶものの，温度は最大でも120℃程度であり，また，放射線は平常運転

時と変わらず，これらの影響が十分な厚さを有するセルを超えてセル

外へ及ぶことはない。 

また，セル内の安全機能を有する機器もこれらの環境条件で健全性

を損なうことはないことから，温度及び放射線の環境条件の変化によ

ってその他の重大事故等が連鎖して発生することはない。 

   貯槽等に接続する配管を 通じた 貯槽等内の環境の伝播による安全機

能への影響 の詳細は 次のとおりである。 

 (１) 安全圧縮空気系 

安全圧縮空気系からの水素掃気用の圧縮空気の供給圧は，貯槽等内

の圧力より高いことから，安全圧縮空気系配管を通じて貯槽等内の影

響が波及することはなく，高レベル廃液等の沸騰により安全圧縮空気

系が機能喪失することはない。 

以上より，高レベル廃液等の沸騰により安全圧縮空気系が機能喪失

することはなく，放射線分解により発生する水素による爆発が発生す

ることはない。 
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 (２) 塔槽類廃ガス処理設備等 

   貯槽等に接続する塔槽類廃ガス処理設備の配管を通じて，貯槽等内

の環境が塔槽類廃ガス処理設備，塔槽類廃ガス処理設備からセルに導

出するユニット及び凝縮器並びに凝縮水回収配管（以下「塔槽類廃ガ

ス処理設備等」という。）に波及する。 

   塔槽類廃ガス処理設備等の材質はステンレス鋼であり，貯槽等内の

環境条件によってバウンダリの健全性が損なわれることはない。 

   一方，塔槽類廃ガス処理設備の高性能粒子フィルタは蒸気による機

能低下が想定されるものの，本現象は，蒸発乾固における想定条件そ

のものである。 

以上より，高レベル廃液等の沸騰により塔槽類廃ガス処理設備等が

機能喪失することはなく，放射性物質の漏えいが発生することはない。 

 

 (３) 放射性物質の放出経路（建屋換気設備等） 

導出先セル及び導出先セル以降の排気経路の温度は，塔槽類廃ガス

処理設備からセルに導出するユニット上の凝縮器による蒸気の除去及

び除熱により 50℃以下となり，平常運転時の温度と同程度であるが，

水素掃気用の圧縮空気に溶存する湿分が導出先セルへ導出され多湿環

境となるものの，蒸気に含まれる硝酸成分のほとんどが凝縮水として

回収されることから，導出先セル及び導出先セル以降の排気経路の腐

食環境は，平常運転時と同じである。 

また，導出先セル及び導出先セル以降の排気経路の圧力は，塔槽類

廃ガス処理設備からセルに導出するユニット上の凝縮器による蒸気の

除去及び可搬型排風機の運転により大気圧と同程度となり，平常運転

時の圧力と同程度である。 
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   以上より，高レベル廃液等の沸騰により放射性物質の放出経路（建

屋換気設備）が機能喪失することはなく，放射性物質の漏えいが発生

することはない。 
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3. 分析結果

蒸発乾固の発生が想定される５建屋13機器グループ，53貯槽等の全て

において重大事故等が同時発生することを前提として評価を実施した。高

レベル廃液等が沸騰し，濃縮及び希釈を繰り返す過程において，放射線分

解により発生する水素の生成量が増加するが，安全圧縮空気供給系からの

水素掃気用の圧縮空気の供給量は，十分な余裕が確保されており，沸騰時

であっても貯槽等の気相部の水素濃度がドライ換算８ｖｏｌ％を超えるこ

とがないこと等，蒸発乾固の発生によって他の重大事故等が連鎖して発生

することがないことを確認した。 

蒸発乾固を想定する貯槽等において蒸発乾固が発生した場合の安全機

能への影響分析の結果のまとめを第３－１表から第３－42 表に示す。 
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0
0

７
～
8
.
4 

2
5
0～

3
60

プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

 
１

～
0
.
7 

4
9
～
1
2
2 

大
気
圧
～

３
8
,
6
00
～

1
2
,3
0
0

７
～
8
.
4 

2
5
0～

3
60

硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
貯

槽
 

１
～

0
.
7 

4
1
～
1
2
2 

大
気
圧
～

３
8
,
6
00
～

1
2
,3
0
0

７
～
7
.
8 

2
5
0～

3
60

混
合
槽
Ａ

※
１
 

１
 

3
7
～
9
5 

大
気
圧
～

３
8
,
6
00

4
.
3
8 

1
5
4

混
合
槽
Ｂ

※
１
 

１
 

3
7
～
9
5 

大
気
圧
～

３
8
,
6
00

4
.
3
8 

1
5
4

一
時
貯
槽

※
２
 

１
～

0
.
7 

4
1
～
1
2
2 

大
気
圧
～

３
8
,
6
00
～

1
2
,3
0
0

７
～
7
.
8 

2
5
0～

3
60

※
１
 

沸
騰
前

ま
で

に
冷

却
コ

イ
ル

等
通

水
が

完
了
す
る

貯
槽
等

※
２
 

平
常
時

は
他

の
貯

槽
等

の
内

包
液

を
受

け
入
れ
る

こ
と
が

で
き

る
よ
う
，

空
き
容

量
を

確
保

し
て

い
る

。
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表

 
蒸

発
乾
固
発
生

時
の
高

レ
ベ

ル
濃
縮
廃

液
に
お

い
て

想
定

す
る

各
パ

ラ
メ

ー
タ

の
変

動
範

囲
 

高
レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
 

を
内
包

す
る

貯
槽

等
 

容
量
 

［
ｍ

３
］
 

温
度
 

［
℃
］
 

圧
力
 

［
ｋ
Ｐ
ａ

］
 

崩
壊

熱
密

度
 

［
Ｗ

／
ｍ

３
］

 

硝
酸

濃
度

 

［
規

定
］

 

核
燃

料
物

質
の

濃
度

 

［
ｇ

Ｐ
ｕ

／
Ｌ

］
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
濃

縮
缶

※
１
 

～
 

5
0
～
1
0
5 

大
気
圧
～

３
5
,
8
00
～

7
,
00
0 

４
～

4
.
3 

平
常

時
の

約
1
.2

倍
 

高
レ
ベ
ル

濃
縮
廃

液
貯

槽
※

１
 

1
2
0～

9
7 

4
1
～
1
0
2 

大
気
圧
～

３
3
,
2
00

～
4
,
00

0
２

～
2
.
1 

平
常

時
の

約
1
.3

倍

高
レ
ベ
ル

濃
縮
廃

液
一

時
貯

槽
※

１
 

2
5
～
1
9 

3
9
～
1
0
2

大
気
圧
～

３
3
,
6
00

～
4
,
80
0

２
～

2
.
2 

平
常

時
の

約
1
.3

倍

高
レ
ベ
ル

廃
液
混

合
槽

※
１

 
2
0
～
1
5 

4
1
～
1
0
2

大
気
圧
～

３
3
,
2
00
～

4
,
30
0

２
～

2
.
2 

平
常

時
の

約
1
.3

倍

供
給
液
槽

※
１
 

５
～
3
.
8 

4
1
～
1
0
2

大
気
圧
～

３
3
,
2
00
～

4
,
30
0

２
～
2
.
2

平
常

時
の

約
1
.3

倍

供
給
槽
※

１
 

２
～
1
.
5 

4
1
～
1
0
2

大
気
圧
～

３
3
,
2
00
～

4
,
30
0

２
～

2
.
2

平
常

時
の

約
1
.3

倍

高
レ
ベ
ル

廃
液
共

用
貯

槽
※

２
 

1
2
0～

9
7 

4
1
～
1
0
2

大
気
圧
～

３
3
,
2
00
～

4
,
00
0

２
～

2
.
1 

平
常

時
の

約
1
.3

倍

※
１
 

貯
槽
等

へ
の

注
水

実
施

ま
で

に
冷

却
コ

イ
ル
等
へ

の
通
水

が
完

了
す
る
貯

槽
等

※
２
 

平
常
時

は
他

の
貯

槽
等

の
内

包
液

を
受

け
入
れ
る

こ
と
が

で
き

る
よ
う
，

空
き
容

量
を

確
保

し
て

い
る

。

に
つ

い
て

は
商

業
機

密
の

観
点

か
ら

公
開

で
き

ま
せ

ん
。
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第 2.3－１表 平常時の掃気量及び沸騰時の水素発生量 

建屋 蒸発乾固対象貯槽等 
平常時掃気量 

［Ｎｍ３／ｈ］ 

水素発生量※１ 

［Ｎｍ３／ｈ］ 

水素濃度 

［ｖｏｌ％］ 

前処理建屋 

中継槽Ａ 0.5 4.23×10－３ 8.46×10－１ 

中継槽Ｂ 0.5 4.23×10－３ 8.46×10－１ 

リサイクル槽Ａ 0.5 1.21×10－３ 2.42×10－１ 

リサイクル槽Ｂ 0.5 1.21×10－３ 2.42×10－１ 

中間ポットＡ 0.5 7.85×10－５ 1.57×10－２ 

中間ポットＢ 0.5 7.85×10－５ 1.57×10－２ 

計量前中間貯槽Ａ 1.1 1.51×10－２ 1.37 

計量前中間貯槽Ｂ 1.1 1.51×10－２ 1.37 

計量後中間貯槽 0.9 1.14×10－２ 1.26 

計量・調整槽 0.9 1.14×10－２ 1.26 

計量補助槽 0.5 3.18×10－３ 6.37×10－１ 

分離建屋 

高レベル廃液濃縮缶 5.7 9.15×10－２ 1.60 

高レベル廃液供給槽 0.5 2.25×10－３ 4.51×10－１ 

第６一時貯留処理槽 4.4 2.06×10－２ 4.68×10－１ 

溶解液中間貯槽 0.8 1.14×10－２ 1.42 

溶解液供給槽 0.5 2.73×10－３ 5.46×10－１ 

抽出廃液受槽 0.5 3.87×10－３ 7.74×10－１ 

抽出廃液中間貯槽 0.5 5.16×10－３ 1.03 

抽出廃液供給槽Ａ 1.1 1.61×10－２ 1.47 

抽出廃液供給槽Ｂ 1.1 1.61×10－２ 1.47 

第１一時貯留処理槽 2.9 1.35×10－２ 4.67×10－１ 

第８一時貯留処理槽 1.3 5.86×10－３ 4.51×10－１ 

第７一時貯留処理槽 0.7 1.06×10－３ 1.52×10－１ 

第３一時貯留処理槽 0.5 7.61×10－３ 1.52 

第４一時貯留処理槽 0.5 6.38×10－３ 1.28 

※１ 沸騰時の水素発生量
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（つづき） 

建屋 機器名 
平常時掃気量 

［Ｎｍ３／ｈ］ 

水素発生量※１ 

［Ｎｍ３／ｈ］ 

水素濃度 

［ｖｏｌ％］ 

精製建屋 

プルトニウム濃縮液受槽 0.7 6.69×10－３ 9.56×10－１ 

リサイクル槽 0.7 6.76×10－３ 9.66×10－１ 

希釈槽 1.6 7.62×10－３ 4.76×10－１ 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 1 1.04×10－２ 1.04 

プルトニウム濃縮液計量槽 0.7 6.69×10－３ 9.56×10－１ 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 0.7 6.76×10－３ 9.66×10－１ 

プルトニウム溶液受槽 0.5 2.77×10－３ 5.54×10－１ 

油水分離槽 0.5 2.77×10－３ 5.54×10－１ 

プルトニウム濃縮缶供給槽 0.7 9.24×10－３ 1.32 

プルトニウム溶液一時貯槽 0.7 9.27×10－３ 1.32 

第１一時貯留処理槽 0.5 5.69×10－３ 1.14 

第２一時貯留処理槽 0.5 2.47×10－３ 4.95×10－１ 

第３一時貯留処理槽 0.5 4.68×10－３ 9.37×10－１ 

ウラン・

プルトニウム 

混合脱硝建屋 

硝酸プルトニウム貯槽 1 6.90×10－３ 6.90×10－１ 

混合槽Ａ 1 5.23×10－３ 5.23×10－１ 

混合槽Ｂ 1 5.23×10－３ 5.23×10－１ 

一時貯槽※２ 1 6.90×10－３ 6.90×10－１ 

※１ 沸騰時の水素発生量

※２ 平常時は他の貯槽等の内包液を受け入れることができるよう，空き

容量を確保している。 
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（つづき） 

建屋 機器名 
平常時掃気量 

［Ｎｍ３／ｈ］ 

水素発生量※１ 

［Ｎｍ３／ｈ］ 

水素濃度 

［ｖｏｌ％］ 

高レベル廃液 

ガラス 

固化建屋 

高レベル廃液混合槽Ａ 10 1.50×10－１ 1.50 

高レベル廃液混合槽Ｂ 10 1.50×10－１ 1.50 

供給液槽Ａ 3 3.75×10－２ 1.25 

供給液槽Ｂ 3 3.75×10－２ 1.25 

供給槽Ａ 1 1.50×10－２ 1.50 

供給槽Ｂ 1 1.50×10－２ 1.50 

第１高レベル濃縮廃液貯槽 32 4.82×10－１ 1.51 

第２高レベル濃縮廃液貯槽 32 4.82×10－１ 1.51 

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 7.3 1.13×10－１ 1.55 

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 7.3 1.13×10－１ 1.55 

高レベル廃液共用貯槽※２ 32 4.82×10－１ 1.51 

※１ 沸騰時の水素発生量

※２ 平常時は他の貯槽等の内包液を受け入れることができるよう，空き

容量を確保している。 
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中

継
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

中
継

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
中

継
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ
と
は

な
い
。

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
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セ
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配
管
が
損

傷
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る

こ
と
は

な
い
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ま
た
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縮
空
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供
給
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は

，
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Ｐ
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よ
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高

く
，

圧
縮

空
気
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給
で

き
な
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な
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こ

と
は
な

い
。

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

中
継

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，
凝

縮
水

は
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
２

表
 
リ

サ
イ

ク
ル
槽
の

各
環
境

条
件

に
お
け
る

安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影
響
が

波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
リ

サ
イ

ク
ル

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

貯
槽

等
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，
凝

縮
水

は
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
３

表
 
中

間
ポ

ッ
ト
の
各

環
境
条

件
に

お
け
る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

5
7
℃

に
お

け
る

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

中
間

ポ
ッ

ト
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

5
7
℃

に
お

け
る

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
中

間
ポ

ッ
ト

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

及
び

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

中
間

ポ
ッ

ト
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，
凝

縮
水

は
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
４

表
 
計

量
前

中
間
貯
槽

の
各
環

境
条

件
に
お
け

る
安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

計
量

前
中

間
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影
響
が

波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
計

量
前

中
間

貯
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な
く
な

る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

計
量

前
中

間
貯

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器
で
は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
５

表
 
計

量
後

中
間
貯
槽

の
各
環

境
条

件
に
お
け

る
安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

計
量

後
中

間
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影
響
が

波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
計

量
後

中
間

貯
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な
く
な

る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

計
量

後
中

間
貯

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器
で
は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
６

表
 
計

量
・

調
整
槽
の

各
環
境

条
件

に
お
け
る

安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，
計
量

・

調
整

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
計

量
・

調
整

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

計
量

・
調

整
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
７

表
 
計

量
補

助
槽
の
各

環
境
条

件
に

お
け
る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

計
量

補
助

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
計

量
補

助
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

計
量

補
助

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，
凝

縮
水

は
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
８

表
 
溶

解
液

供
給
槽
の

各
環
境

条
件

に
お
け
る

安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

溶
解

液
供

給
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影
響
が

波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
溶

解
液

供
給

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

溶
解

液
供

給
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
９

表
 
溶

解
液

中
間
貯
槽

の
各
環

境
条

件
に
お
け

る
安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
7
℃

 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

溶
解

液
中

間
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影
響
が

波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

5
7
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
溶

解
液

中
間

貯
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な
く
な

る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管
が
損

傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

溶
解

液
中

間
貯

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器
で
は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

溶
解

液
の

温
度

が
上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
1
0
表
 

抽
出
廃

液
供
給
槽

の
各
環

境
条

件
に
お
け

る
安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

抽
出

廃
液

供
給

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影
響
が

波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
抽

出
廃

液
供

給
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な
く
な

る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
抽

出
廃

液
供

給
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
1
表
 

抽
出
廃

液
受
槽
の

各
環
境

条
件

に
お
け
る

安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

抽
出

廃
液

受
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影
響
が

波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
抽

出
廃

液
受

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
抽

出
廃

液
受

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器
で
は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
2
表

 
抽

出
廃

液
中
間
貯

槽
の
各

環
境

条
件
に
お

け
る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度
影
響

が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
抽

出
廃

液
中

間
貯

槽
へ

の
注

水
が

で
き
な
く

な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
抽

出
廃

液
中

間
貯

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，
凝

縮
水

は
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
3
表

 
分

離
建

屋
第
１
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

分
離

建
屋

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
分

離
建

屋
第

１
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
分

離
建

屋
第

１
一

時
貯

留
処

理
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
4
表

 
分

離
建

屋
第
３
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

分
離

建
屋

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
分

離
建

屋
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
分

離
建

屋
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
5
表

 
分

離
建

屋
第
４
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

分
離

建
屋

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
分

離
建

屋
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
分

離
建

屋
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
6
表

 
分

離
建

屋
第
６
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

分
離

建
屋

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
分

離
建

屋
第

６
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
分

離
建

屋
第

６
一

時
貯

留
処

理
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
7
表

 
分

離
建

屋
第
７
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

分
離

建
屋

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
分

離
建

屋
第

７
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
分

離
建

屋
第

７
一

時
貯

留
処

理
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

 

4449



第
３

－
1
8
表

 
分

離
建

屋
第
８
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

分
離

建
屋

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
分

離
建

屋
第

８
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
分

離
建

屋
第

８
一

時
貯

留
処

理
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
1
9
表

 
高

レ
ベ

ル
廃
液
供

給
槽
の

各
環

境
条
件
に

お
け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

5
3
℃

 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
は

閉
止

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温
度
影

響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い

。
 

5
3
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温
度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
上

昇
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

へ
の

注
水

が
で
き
な

く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配
管
が

損
傷
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
圧

力
は

，
最

大
で

も
３

ｋ
Ｐ

ａ
程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度
上

昇
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
湿

度
は

，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

 （
つ
づ
き

）
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環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ
り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発
生
量

は
，
平

常
運
転

時
程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
水

素
発

生
量

は
，
平

常
運

転
時

程
度

で
あ

り
，

蒸
気

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
は

新
た

に
発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

と
し

て

も
，

転
倒

・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
平

常
運

転
時

程
度

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
供

給
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

抽
出

廃
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の
腐

食
環

境
は

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
0
表

 
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
溶

液
一
時

貯
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

6
5
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
の

損
傷

が
発

生
す

る
事

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置

さ
れ

て
い

る
弁

は
閉

止
し

て
い

る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
溶

液
一

時
貯

槽
内

の
圧

力
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶

液
一

時
貯

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

一
時

貯
槽

に
接

続
す

る
配

管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
1
表

 
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
溶

液
受
槽

の
各

環
境
条
件

に
お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

6
5
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
の

損
傷

が
発

生
す

る
事

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置

さ
れ

て
い

る
弁

は
閉

止
し

て
い

る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

内
の

圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

が
損

傷
す

る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶

液
受

槽
内

の
圧

力
が

バ
ウ

ン
ダ

リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
な

い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外
側

に
設

置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸
収

材
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶

液
受

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な
く

な

る
こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

  
 

4457



（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

受
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，
凝

縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放
射

性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
2
表
 

油
水
分

離
槽
の
各

環
境
条

件
に

お
け
る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

6
5
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
の

損
傷

が
発

生
す

る
事

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置

さ
れ

て
い

る
弁

は
閉

止
し

て
い

る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，

油
水

分
離

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
油

水

分
離

槽
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

く
，

油
水

分
離

槽
内

の
圧

力
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

油
水

分
離

槽
へ

の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

ま
た

，
油

水
分

離
槽

に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
は

発
生

し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の
保

持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
3
表

 
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
濃

縮
缶
供

給
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

6
5
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
の

損
傷

が
発

生
す

る
事

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置

さ
れ

て
い

る
弁

は
閉

止
し

て
い

る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
缶

供
給

槽
内

の
圧

力
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
缶

供
給

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

缶
供

給
槽

に
接

続
す

る
配

管

も
同

様
で

あ
る

。
凝

縮
器

で
は

，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
4
表

 
精

製
建

屋
第
１
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

6
5
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
の

損
傷

が
発

生
す

る
事

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置

さ
れ

て
い

る
弁

は
閉

止
し

て
い

る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，

精
製

建
屋

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
精

製

建
屋

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
く

，
精

製
建

屋

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

精
製

建
屋

第
１

一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。
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環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

ま
た

，
精

製
建

屋
第

１

一
時

貯
留

処
理

槽
に

接
続

す
る

配

管
も

同
様

で
あ

る
。
凝

縮
器

で
は

，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。
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－
2
5
表

 
精

製
建

屋
第
２
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

6
5
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
の

損
傷

が
発

生
す

る
事

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置

さ
れ

て
い

る
弁

は
閉

止
し

て
い

る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，

精
製

建
屋

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
精

製

建
屋

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
く

，
精

製
建

屋

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

精
製

建
屋

第
２

一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

ま
た

，
精

製
建

屋
第

２

一
時

貯
留

処
理

槽
に

接
続

す
る

配

管
も

同
様

で
あ

る
。
凝

縮
器

で
は

，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
6
表

 
精

製
建

屋
第
３
一

時
貯
留

処
理

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦

6
5
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
の

損
傷

が
発

生
す

る
事

は
な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

冷
却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置

さ
れ

て
い

る
弁

は
閉

止
し

て
い

る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
安

全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損

傷
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

さ
ら
に

，
圧
縮

空
気
の

供
給
圧

は
，

精
製

建
屋

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

6
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の

Ｓ
ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度

に
お

け
る

値
と

同
程

度
で

あ
る

こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に
よ

り
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

が
損

傷
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

温
度

上
昇

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
精

製

建
屋

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
く

，
精

製
建

屋

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
内

の
圧

力

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却

水
系

等
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

精
製

建
屋

第
３

一

時
貯

留
処

理
槽

へ
の

注
水

が
で

き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

溶
液

の
温

度
が

上
昇

し
た

場
合

の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程

度
で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
温

度

上
昇

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

湿
度

は
，

平
常

運

転
時

程
度

で
あ

り
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

放
射
線

 
平
常
運

転
時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：
平

常
運

転
時
程

度
 

蒸
気
：
発

生
し

な
い

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程
度

で
あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常
運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
，

水
素

発
生

量
は

，

平
常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
蒸

気
，

煤
煙

，
放

射
性

物
質

は
新

た
に

発

生
し

な
い

た
め

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

塔
槽

類
廃

ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

腐
食
環
境

 
平
常

運
転

時

程
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

ま
た

，
精

製
建

屋
第

３

一
時

貯
留

処
理

槽
に

接
続

す
る

配

管
も

同
様

で
あ

る
。
凝

縮
器

で
は

，

凝
縮

水
は

発
生

し
な

い
た

め
，

放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

の
温

度
が

上

昇
し

た
場

合
の

腐
食

環
境

は
平

常

運
転

時
程

度
で

あ
り

，
放

射
性

物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
7
表

 
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
濃

縮
液
受

槽
の

各
環
境
条

件
に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
の

材

質
は
ス
テ

ン
レ
ス

鋼
で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
受

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
が

損
傷

す

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
受

槽
内

の
圧

力
が

バ
ウ

ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ
と

は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外
側

に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸
収

材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

受
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く

な
る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の
湿

度

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
湿

度

影
響
が
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と

同
等

で
あ

り
，

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受
け

る

こ
と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受
け

る

こ
と
は
な

い
。

 

さ
ら
に
，
圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
放

射

線
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
受

槽
の

気
相

部
の

水
素

濃
度

が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％
を

超
え

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受
槽

内
の

湿
度

上

昇
及

び
圧

力
上

昇
が

生
じ

る
が

，

そ
の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

る
。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

受
槽

内
の

硝

酸
雰

囲
気

中
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
受

槽
に

接
続

す
る

配
管

も

同
様
で
あ

る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
内

の
圧

力
よ

り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
を

通
じ

て
硝

酸
雰

囲
気

が
波

及

す
る
こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能
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よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
8
表

 
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
濃

縮
液
一

時
貯

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波

及
す
る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
内

の
圧

力

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

一
時

貯
槽

へ
の

注
水

が
で

き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時

貯
槽

内
の

湿
度

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機

能
が
喪
失

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

湿
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一

時
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一

時
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受

け
る
こ
と

は
な

い
。

 

さ
ら
に
，
圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

放
射

線
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
一

時
貯

槽
の

気
相

部
の

水
素

濃

度
が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％
を

超
え

る
こ

と

は
な
い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

内
の

湿

度
上

昇
及

び
圧

力
上

昇
が

生
じ

る

が
，
そ
の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び

「
湿

度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で

あ
る
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時

貯
槽

内
の

硝
酸

雰
囲

気
中

が
バ

ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と

は
な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側

に
設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

一
時

貯
槽

に
接

続

す
る
配
管

も
同
様

で
あ
る

。
 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
内

の
圧

力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
を

通
じ

て
硝

酸
雰

囲
気

が

波
及
す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
2
9
表

 
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
濃

縮
液
計

量
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

の

材
質
は
ス

テ
ン
レ

ス
鋼
で

あ
る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
計

量
槽

内
の

圧
力

よ
り

高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及

す
る
こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
内

の
圧

力
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

計
量

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
内

の

湿
度

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

湿

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時

と
同

等
で

あ
り

，
中

性
子

吸
収

材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計

量
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け

る
こ
と
は

な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計

量
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け

る
こ
と
は

な
い

。
 

さ
ら
に
，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

放

射
線

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
計

量
槽

の
気

相
部

の
水

素
濃

度

が
４

ｖ
ｏ

ｌ
％

を
超

え
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
内

の
湿

度

上
昇

及
び

圧
力

上
昇

が
生

じ
る

が
，
そ
の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び

「
湿

度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で

あ
る
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内

の
硝

酸
雰

囲
気

中
が

バ
ウ

ン
ダ

リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
な

い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外
側

に
設

置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸
収

材
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

計
量

槽
に

接
続

す
る

配

管
も
同
様

で
あ
る

。
 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

内
の

圧
力

よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空

気
系

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が

波

及
す
る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

 

4486



第
３

－
3
0
表

 
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
濃

縮
液
中

間
貯

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波

及
す
る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
内

の
圧

力

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

中
間

貯
槽

へ
の

注
水

が
で

き

な
く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間

貯
槽

内
の

湿
度

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機

能
が
喪
失

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

湿
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中

間
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な
い
。

 

ま
た

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中

間
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受

け
る
こ
と

は
な

い
。

 

さ
ら
に
，
圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

放
射

線
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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つ
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）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
中

間
貯

槽
の

気
相

部
の

水
素

濃

度
が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％
を

超
え

る
こ

と

は
な
い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

内
の

湿

度
上

昇
及

び
圧

力
上

昇
が

生
じ

る

が
，
そ
の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び

「
湿

度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で

あ
る
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間

貯
槽

内
の

硝
酸

雰
囲

気
中

が
バ

ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と

は
な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側

に
設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

中
間

貯
槽

に
接

続

す
る
配
管

も
同
様

で
あ
る

。
 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
内

の
圧

力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮

空
気

系
を

通
じ

て
硝

酸
雰

囲
気

が

波
及
す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
3
1
表
 

リ
サ
イ

ク
ル
槽
の

各
環
境

条
件

に
お
け
る

安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン

レ
ス
鋼
で

あ
る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
リ

サ
イ

ク
ル

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
リ

サ

イ
ク

ル
槽

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

く
，

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

圧
力

が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る

こ
と

は
な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の

外
側

に
設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子

吸
収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

リ
サ

イ
ク

ル
槽

へ

の
注

水
が

で
き

な
く

な
る

こ
と

は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る

こ
と

は
な

く
，

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
た

め
，

貯

槽
胴

部
の

外
側

に
設

置
さ

れ
て

い

る
中

性
子

吸
収

材
が

損
傷

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

圧
力

よ
り

高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波

及

す
る
こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

放
射

線
環

境

は
，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り
，

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

放
射

線
環

境

は
，
平

常
運
転

時
と
同

等
で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が

喪
失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

放
射

線
環

境

は
，
平

常
運
転

時
と
同

等
で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
リ

サ
イ

ク
ル

槽
か

ら
の

放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

放
射

線
環

境

は
，
平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す
る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
リ

サ
イ

ク
ル

槽
か

ら
の

放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ
と

は
な

い
。

 

さ
ら
に
，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

リ
サ

イ
ク

ル
槽

内
の

圧
力

よ
り

高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系

配
管

を
通

じ
て

放
射

線
影

響
が

波

及
す
る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
リ

サ
イ

ク
ル

槽
の

気

相
部

の
水

素
濃

度
が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％

を
超
え
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

リ
サ

イ

ク
ル

槽
内

の
湿

度
上

昇
及

び
圧

力

上
昇
が
生

じ
る

が
，
そ

の
影

響
は

，

「
圧

力
」

及
び

「
湿

度
」

に
記

載

し
た
と
お

り
で

あ
る

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

  
 

4493



（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
リ

サ
イ

ク
ル

槽

内
の

硝
酸

雰
囲

気
中

が
バ

ウ
ン

ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

リ
サ

イ
ク

ル
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

リ
サ

イ
ク

ル
槽

に
接

続
す

る

配
管
も
同

様
で
あ

る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
リ

サ
イ

ク

ル
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
を

通
じ

て

硝
酸

雰
囲

気
が

波
及

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

 

4494



第
３

－
3
2
表
 

希
釈
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

希
釈

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ
る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
希

釈
槽

内
の

圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影

響
が
波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
希

釈

槽
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

く
，

希

釈
槽

内
の

圧
力

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

希
釈

槽
へ

の
注

水

が
で
き
な

く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

 
 

 
 

4495



（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

希
釈

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は

な
く

，
希

釈
槽

内
の

湿
度

が
バ

ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と

は
な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側

に
設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

希
釈

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持

機
能
が
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

希
釈

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を

通
じ

て
湿

度
影

響
が

波
及

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

希
釈

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

希
釈

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

希
釈

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た
，
希
釈
槽

か
ら
の

放
射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響

を
受
け
る

こ
と
は

な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

希
釈

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

ま
た
，
希

釈
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響

を
受
け
る

こ
と

は
な

い
。

 

さ
ら
に
，
圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

希
釈

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を

通
じ

て
放

射
線

影
響

が
波

及
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
希

釈
槽

の
気

相
部

の

水
素

濃
度

が
４

ｖ
ｏ

ｌ
％

を
超

え

る
こ
と
は

な
い

。
 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

希
釈

槽

内
の

湿
度

上
昇

及
び

圧
力

上
昇

が

生
じ
る
が

，
そ
の

影
響

は
，「

圧
力

」

及
び

「
湿

度
」

に
記

載
し

た
と

お

り
で
あ
る

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

希
釈

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と

は
な

く
，

希
釈

槽
内

の
硝

酸
雰

囲

気
中

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

希
釈

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と

は
な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

希

釈
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で

あ
る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
希

釈
槽

内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安

全
圧

縮
空

気
系

を
通

じ
て

硝
酸

雰

囲
気
が
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
3
3
表

 
硝

酸
プ

ル
ト
ニ
ウ

ム
貯
槽

の
各

環
境
条
件

に
お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

の
材

質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
硝

酸
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管

を
通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
硝

酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

が
損

傷
す

る

こ
と

は
な

く
，

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
貯

槽
内

の
圧

力
が

バ
ウ

ン
ダ

リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
な

い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外
側

に
設

置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸
収

材
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
貯

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な
く

な

る
こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

の
材

質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

硝
酸

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽
胴

部
の

外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る
中

性
子

吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

の
材

質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影

響
が
波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同

等
で

あ
り

，
中

性
子

吸
収

材
が

損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同

等
で

あ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同

等
で

あ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ

と
は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同

等
で

あ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ

と
は
な
い

。
 

さ
ら
に
，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

放
射

線

影
響
が
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
硝

酸
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

貯
槽

の
気

相
部

の
水

素
濃

度
が

４

ｖ
ｏ

ｌ
％

を
超

え
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

硝
酸

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
貯

槽
内

の
湿

度
上

昇

及
び

圧
力

上
昇

が
生

じ
る

が
，

そ

の
影
響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記
載
し

た
と

お
り

で
あ

る
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

の
材

質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
硝

酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

硝
酸

雰

囲
気

中
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
た

め
，

貯

槽
胴

部
の

外
側

に
設

置
さ

れ
て

い

る
中

性
子

吸
収

材
が

損
傷

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

の
材

質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
放

射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る

こ
と

は
な

い
。

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
貯

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様

で
あ
る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
硝

酸
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
3
4
表
 

混
合
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ
る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
混

合
槽

内
の

圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影

響
が
波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
混

合

槽
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

く
，

混

合
槽

内
の

圧
力

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

混
合

槽
へ

の
注

水

が
で
き
な

く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は

な
く

，
混

合
槽

内
の

湿
度

が
バ

ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と

は
な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側

に
設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持

機
能
が
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

混
合

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を

通
じ

て
湿

度
影

響
が

波
及

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

混
合

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
中

性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

混
合

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

混
合

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た
，
混
合
槽

か
ら
の

放
射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響

を
受
け
る

こ
と
は

な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

混
合

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

ま
た
，
混

合
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響

を
受
け
る

こ
と

は
な

い
。

 

さ
ら
に
，
圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

混
合

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を

通
じ

て
放

射
線

影
響

が
波

及
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
混

合
槽

の
気

相
部

の

水
素

濃
度

が
４

ｖ
ｏ

ｌ
％

を
超

え

る
こ
と
は

な
い

。
 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

混
合

槽

内
の

湿
度

上
昇

及
び

圧
力

上
昇

が

生
じ
る
が

，
そ
の

影
響

は
，「

圧
力

」

及
び

「
湿

度
」

に
記

載
し

た
と

お

り
で
あ
る

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と

は
な

く
，

混
合

槽
内

の
硝

酸
雰

囲

気
中

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，
貯

槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て
い

る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と

は
な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

混

合
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で

あ
る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
混

合
槽

内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安

全
圧

縮
空

気
系

を
通

じ
て

硝
酸

雰

囲
気
が
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
3
5
表
 

一
時
貯

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る
安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
2
2
℃

 

中
性

子
吸

収
材

の
融

点
温

度
に

対

し
て

余
裕

が
あ

り
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

事
は

な
い

。
 

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系

等
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気

系
が

温
度

の
影

響
を

受
け

る
こ

と

は
な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空

気
の

供
給

圧
は

，
一

時
貯

槽
内

の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度

影
響
が
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
2
2
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ
値

は
，

平
常

運
転

時
の

温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理

設
備

等
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
温

度
は

，
塔

槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と

な
り

，
平

常
時

の
温

度
と

同
程

度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

プ
ル

ト
ニ

ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

想
定

さ
れ

る
圧

力
に

お
い

て
一

時

貯
槽

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
く

，

一
時

貯
槽

内
の

圧
力

が
バ

ウ
ン

ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

一
時

貯
槽

へ
の

注

水
が

で
き

な
く

な
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気

系
の

セ
ル

内
配

管
が

損
傷

す
る

こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
圧

縮
空

気

を
供

給
で

き
な

く
な

る
こ

と
は

な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数

Ｍ
Ｐ

ａ
で

あ
る

。
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し
た

場
合

の
圧

力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で

あ
り

，
平

常
運

転
時

と
同

程
度

で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
圧

力
は

，
平

常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，
 

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と

は
な

く
，

一
時

貯
槽

内
の

湿
度

が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る

こ
と

は
な

い
た

め
，

貯
槽

胴
部

の

外
側

に
設

置
さ

れ
て

い
る

中
性

子

吸
収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機

能
喪
失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，

一
時

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波

及
す

る

こ
と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子

フ
ィ

ル
タ

に
波

及
す

る
こ

と
が

考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，

蒸
発

乾
固

に
お

け
る

想
定

条
件

で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃

ガ
ス

の
湿

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の

放
出

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
放

射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え
て

波
及

す
る

こ

と
は

な
い

た
め

，
可

搬
型

排
風

機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か

れ
る

こ
と

は
な

く
，

機
能

を
喪

失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線

量
の

上

昇
 

一
時

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

中

性
子

吸
収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

一
時

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

一
時

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
一

時
貯

槽
か

ら
の

放
射

線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の

影
響
を
受

け
る
こ

と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

一
時

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
液

の
沸

騰
に

よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失

す
る
こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
一

時
貯

槽
か

ら
の

放
射

線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の

影
響
を
受

け
る

こ
と

は
な

い
。

 

さ
ら
に
，
圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

一
時

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管

を
通

じ
て

放
射

線
影

響
が

波
及

す

る
こ
と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放

射
線

量
は

上
昇

す
る

が
，

塔
槽

類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備

等
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以

降
の

排
気

経
路

の
放

射
線

量
は

上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気

経
路

は
鋼

材
で

あ
り

，
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
可

搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

が
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
の

ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

中
性

子
吸

収
材

が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
中

性
子

吸

収
材

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の

保
持

機
能

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及
び
「
湿

度
」
に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等

が
機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
冷

却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸

騰
状

態
に

比
べ

て
数

倍
増

加
す

る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧

縮
空

気
の

供
給

量
は

，
十

分
な

余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時

で
あ

っ
て

も
一

時
貯

槽
の

気
相

部

の
水

素
濃

度
が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％
を

超

え
る
こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

一
時

貯

槽
内

の
湿

度
上

昇
及

び
圧

力
上

昇

が
生
じ
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」

及
び

「
湿

度
」

に
記

載
し

た

と
お
り
で

あ
る

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
安

全
圧

縮

空
気
系
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
塔

槽
類

廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，

蒸
気

が
発

生
す

る
が

，
そ

の
影

響

は
，「

圧
力

」
及

び
「

湿
度

」
に

記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら

の
発

生
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び

そ
の

他
の

物
質

の
発

生
は

な
く

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

崩
壊

熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は

な
い

。
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

中
性

子
吸

収

材
が

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は

な
い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
が

沸
騰

に

至
っ

た
と

し
て

も
，

転
倒

・
落

下

す
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

臨
界

管
理

 

（
全

濃
度

安
全

形
状

寸
法

管
理

，

濃
度

管
理

）
 

放
射
性
物

質
の
保

持
機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧

縮
空

気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ

と
は

な
く

，
一

時
貯

槽
内

の
硝

酸

雰
囲

気
中

が
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
超

え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た
め

，

貯
槽

胴
部

の
外

側
に

設
置

さ
れ

て

い
る

中
性

子
吸

収
材

が
損

傷
す

る

こ
と

は
な

い
。

 

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ

と
は

な
く

，
放

射
性

物
質

の
保

持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。

一
時

貯
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同

様
で
あ
る

。
 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す

る
が

，
凝

縮
器

，
凝

縮
水

を
移

送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ

ル
の

漏
え

い
液

受
皿

の
材

質
は

ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に

よ
っ

て
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能

が
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

安
全

冷
却

水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
一

時
貯

槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，

安
全

圧
縮

空
気

系
を

通
じ

て
硝

酸

雰
囲

気
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

ま
た

，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
に

よ
っ

て
腐

食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ

ス
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以

下
と

な
り

，
蒸

気
に

含
ま

れ
る

硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と

し
て

回
収

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降

の
排

気
経

路
の

腐
食

環
境

は
，

平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
プ

ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
の

沸
騰

に
よ

り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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第
３

－
3
6
表

 
高

レ
ベ

ル
廃
液
濃

縮
缶
の

各
環

境
条
件
に

お
け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
0
5
℃

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が
機
能

喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

へ
の

注
水

が
で
き
な

く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内
配
管

が
損
傷

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

湿
度
影
響

が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃
ガ

ス
の

湿
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

可
搬

型
排

風
機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か
れ

る
こ

と
は

な
く

，
機

能
を

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線
量

の
上

昇
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気
系
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い

。
 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

が
，

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

放
射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外
の

エ
ネ

ル
ギ

の
発

生
は

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
に

与
え

る
影

響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

冷
却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸
騰

状
態

に
比

べ
て

数
倍

増
加

す
る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
量

は
，

十
分

な
余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時
で

あ
っ

て
も

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
の

気
相

部
の

水
素

濃
度

が
４

ｖ
ｏ

ｌ
％

を
超

え
る

こ
と

は
な
い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
内

の
湿

度
上

昇
及

び
圧

力
上

昇
が

生
じ
る
が

，
そ
の

影
響
は
，「

圧
力

」
及

び

「
湿
度
」

に
記
載

し
た
と

お
り
で

あ
る

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

圧
縮

空
気
系
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。
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事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は
な
く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な
く
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ

る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す
る

が
，

凝
縮

器
，

凝
縮

水
を

移
送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ
ル

の
漏

え
い

液
受

皿
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に
よ

っ
て

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
を

通
じ

て
硝

酸
雰

囲
気

が
波

及
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

に
よ

っ
て

腐
食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ
ス

の
温

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸
気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

蒸
気

に
含

ま
れ

る
硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と
し

て
回

収
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降
の

排
気

経
路

の
腐

食
環

境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
3
7
表

 
高

レ
ベ

ル
濃
縮
廃

液
一
時

貯
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
0
5
℃

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が
機
能

喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
へ

の
注
水
が

で
き
な

く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内
配
管

が
損
傷

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
湿

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃
ガ

ス
の

湿
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

可
搬

型
排

風
機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か
れ

る
こ

と
は

な
く

，
機

能
を

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線
量

の
上

昇
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で
あ
り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

内
の

放
射

線
環
境
は

，
平
常

運
転
時

と
同
等

で
あ
り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

内
の

放
射

線
環
境
は

，
平
常

運
転
時

と
同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
一

時
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

放
射

線
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

が
，

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

放
射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外
の

エ
ネ

ル
ギ

の
発

生
は

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
に

与
え

る
影

響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

冷
却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸
騰

状
態

に
比

べ
て

数
倍

増
加

す
る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
量

は
，

十
分

な
余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時
で

あ
っ

て
も

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

の
気

相
部

の
水

素
濃

度
が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％
を

超
え

る
こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

内
の

湿
度

上
昇

及
び

圧
力

上
昇
が
生

じ
る
が

，
そ
の

影
響
は
，「

圧
力

」

及
び

「
湿

度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

る
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

圧
縮

空
気
系
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。
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環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は
な
く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な
く
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す
る

が
，

凝
縮

器
，

凝
縮

水
を

移
送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ
ル

の
漏

え
い

液
受

皿
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に
よ

っ
て

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

に
よ

っ
て

腐
食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ
ス

の
温

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸
気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

蒸
気

に
含

ま
れ

る
硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と
し

て
回

収
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降
の

排
気

経
路

の
腐

食
環

境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
3
8
表

 
高

レ
ベ

ル
濃
縮
廃

液
貯
槽

の
各

環
境
条
件

に
お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
0
5
℃

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が
機
能

喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
へ

の
注

水
が
で
き

な
く
な

る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内
配
管

が
損
傷

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
湿
度
影

響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃
ガ

ス
の

湿
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

可
搬

型
排

風
機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か
れ

る
こ

と
は

な
く

，
機

能
を

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線
量

の
上

昇
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ
と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ
と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

放
射

線
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

が
，

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

放
射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外
の

エ
ネ

ル
ギ

の
発

生
は

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
に

与
え

る
影

響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

冷
却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸
騰

状
態

に
比

べ
て

数
倍

増
加

す
る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
量

は
，

十
分

な
余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時
で

あ
っ

て
も

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

の
気

相
部

の
水

素
濃

度
が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％
を

超
え

る
こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

内
の

湿
度

上
昇

及
び

圧
力

上
昇

が
生
じ
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力
」
及

び
「
湿

度
」
に
記

載
し
た

と
お
り

で
あ

る
。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

圧
縮

空
気
系
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。
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（
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環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は
な
く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な
く
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す
る

が
，

凝
縮

器
，

凝
縮

水
を

移
送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ
ル

の
漏

え
い

液
受

皿
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に
よ

っ
て

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

に
よ

っ
て

腐
食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ
ス

の
温

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸
気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

蒸
気

に
含

ま
れ

る
硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と
し

て
回

収
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降
の

排
気

経
路

の
腐

食
環

境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
3
9
表

 
高

レ
ベ

ル
廃
液
共

用
貯
槽

の
各

環
境
条
件

に
お
け

る
安

全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
0
5
℃

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が
機
能

喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
共

用
貯

槽
へ

の
注

水
が
で
き

な
く
な

る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内
配
管

が
損
傷

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
共

用
貯

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
湿
度
影

響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃
ガ

ス
の

湿
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

可
搬

型
排

風
機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か
れ

る
こ

と
は

な
く

，
機

能
を

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線
量

の
上

昇
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
共

用
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ
と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
共

用
貯

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射

線
の

影
響

を
受

け
る

こ
と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

放
射

線
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

が
，

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

放
射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外
の

エ
ネ

ル
ギ

の
発

生
は

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
に

与
え

る
影

響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

冷
却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸
騰

状
態

に
比

べ
て

数
倍

増
加

す
る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
量

は
，

十
分

な
余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時
で

あ
っ

て
も

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

の
気

相
部

の
水

素
濃

度
が

４
ｖ

ｏ
ｌ

％
を

超
え

る
こ

と
は
な
い

。
 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

内
の

湿
度

上
昇

及
び

圧
力

上
昇

が
生
じ
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力
」
及

び
「
湿

度
」
に
記

載
し
た

と
お
り

で
あ

る
。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

圧
縮

空
気
系
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は
な
く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な
く
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

に
接

続
す

る
配

管
も

同
様

で
あ

る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す
る

が
，

凝
縮

器
，

凝
縮

水
を

移
送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ
ル

の
漏

え
い

液
受

皿
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に
よ

っ
て

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

に
よ

っ
て

腐
食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ
ス

の
温

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸
気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

蒸
気

に
含

ま
れ

る
硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と
し

て
回

収
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降
の

排
気

経
路

の
腐

食
環

境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
4
0
表

 
高

レ
ベ

ル
廃
液
混

合
槽
の

各
環

境
条
件
に

お
け
る

安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
0
5
℃

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が
機
能

喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

へ
の

注
水

が
で
き
な

く
な
る

こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内
配
管

が
損
傷

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

湿
度
影
響

が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃
ガ

ス
の

湿
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

可
搬

型
排

風
機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か
れ

る
こ

と
は

な
く

，
機

能
を

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線
量

の
上

昇
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気
系
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い

。
 

ま
た

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
混

合
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
は
な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

が
，

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

放
射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外
の

エ
ネ

ル
ギ

の
発

生
は

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
に

与
え

る
影

響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

冷
却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸
騰

状
態

に
比

べ
て

数
倍

増
加

す
る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
量

は
，

十
分

な
余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時
で

あ
っ

て
も

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
の

気
相

部
の

水
素

濃
度

が
４

ｖ
ｏ

ｌ
％

を
超

え
る

こ
と

は
な
い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
内

の
湿

度
上

昇
及

び
圧

力
上

昇
が

生
じ
る
が

，
そ
の

影
響
は
，「

圧
力

」
及

び

「
湿
度
」

に
記
載

し
た
と

お
り
で

あ
る

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

圧
縮

空
気
系
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は
な
く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な
く
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ

る
。

 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す
る

が
，

凝
縮

器
，

凝
縮

水
を

移
送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ
ル

の
漏

え
い

液
受

皿
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に
よ

っ
て

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
を

通
じ

て
硝

酸
雰

囲
気

が
波

及
す

る
こ
と
は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

に
よ

っ
て

腐
食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ
ス

の
温

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸
気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

蒸
気

に
含

ま
れ

る
硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と
し

て
回

収
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降
の

排
気

経
路

の
腐

食
環

境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
4
1
表
 

供
給
液

槽
の
各
環

境
条
件

に
お

け
る
安
全

機
能

へ
の

影
響

分
析

結
果

 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
0
5
℃

 

供
給

液
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

る
。

 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が
機
能

喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

供
給

液
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

温
度

影
響

が
波

及
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
供

給
液

槽
へ

の
注

水
が

で
き

な
く

な
る
こ
と

は
な
い

。
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内
配
管

が
損
傷

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

供
給

液
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
供

給
液

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
湿

度
影

響
が

波
及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃
ガ

ス
の

湿
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

可
搬

型
排

風
機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か
れ

る
こ

と
は

な
く

，
機

能
を

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線
量

の
上

昇
 

供
給

液
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

供
給

液
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
供

給
液

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射
線
の

影
響
を

受
け
る

こ
と
は

な
い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

供
給

液
槽

内
の

放
射

線
環

境
は

，
平

常
運

転
時

と
同

等
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
供

給
液

槽
か

ら
の

放
射

線
は

，
セ

ル
の

壁
を

越
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ず
，

セ
ル

外
の

安
全

冷
却

水
系

等
が

放
射
線
の

影
響
を

受
け
る

こ
と
は

な
い

。
 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

供
給

液
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

放
射

線
影

響
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

が
，

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

放
射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

 

水
素
：

増
加

 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外
の

エ
ネ

ル
ギ

の
発

生
は

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
に

与
え

る
影

響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

冷
却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸
騰

状
態

に
比

べ
て

数
倍

増
加

す
る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
量

は
，

十
分

な
余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時
で

あ
っ

て
も

供
給

液
槽

の
気

相
部

の
水

素
濃

度
が

４
ｖ
ｏ
ｌ

％
を
超

え
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

供
給

液
槽

内
の

湿
度

上
昇

及
び

圧
力

上
昇

が
生

じ
る

が
，

そ
の
影
響

は
，「

圧
力
」
及
び
「

湿
度

」
に

記
載
し
た

と
お
り

で
あ
る

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

圧
縮

空
気
系
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「

湿
度

」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

転
倒
・
落
下

 

に
よ
る
荷

重
 

転
倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は
な
く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な
く
，

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て
も

，
転
倒
・
落
下
す

る
こ
と

は
な

く
，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
に

至
っ

た
と

し
て

も
，
転

倒
・
落

下
す

る
こ

と
は

な
く

，

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

腐
食
環
境

 
硝
酸

雰
囲

気
 

供
給

液
槽

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

硝
酸

雰
囲

気
中

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な

い
。

ま
た

，
供

給
液

槽
に

接
続

す
る

配
管

も
同

様
で

あ
る

。
 

凝
縮

器
で

は
，

凝
縮

水
が

発
生

す
る

が
，

凝
縮

器
，

凝
縮

水
を

移
送

す
る

配
管

及
び

凝
縮

水
回

収
先

セ
ル

の
漏

え
い

液
受

皿
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
凝

縮
水

に
よ

っ
て

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が
波
及

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
安

全
圧

縮
空

気
系

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

供
給

液
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

を
通

じ
て

硝
酸

雰
囲

気
が

波
及

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

中
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
，

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
硝

酸
雰

囲
気

に
よ

っ
て

腐
食

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
に

導
出

さ
れ

る
廃

ガ
ス

の
温

度
は

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
か

ら
セ

ル
に

導
出

す
る

ユ
ニ

ッ
ト

上
の

凝
縮

器
に

よ
る

蒸
気

の
除

去
及

び
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

蒸
気

に
含

ま
れ

る
硝

酸
成

分
の

ほ
と

ん
ど

が
凝

縮
水

と
し

て
回

収
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
導

出
先

セ
ル

及
び

導
出

先
セ

ル
以

降
の

排
気

経
路

の
腐

食
環

境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

排
気

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
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第
３

－
4
2
表
 

供
給
槽

の
各
環
境

条
件
に

お
け

る
安
全
機

能
へ

の
影

響
分

析
結

果
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

温
度

 
≦
1
0
5
℃

 

供
給

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ

る
。

 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が
機
能

喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼

で
あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内

配
管

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な

い
。

 

ま
た

，
セ

ル
の

壁
を

超
え

て
温

度
影

響
が

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
圧

縮
空

気
系

が
温

度
の

影
響

を
受

け
る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

供
給

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
温
度
影

響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
る

。
 

1
0
5
℃

に
お

け
る

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
Ｓ

ｕ

値
は

，
平

常
運

転
時

の
温

度
に

お
け

る
値

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

沸
騰

に
よ

り
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

が
損

傷
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
温

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

温
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
除

熱
に

よ
り

5
0
℃

以
下

と
な

り
，

平
常

時
の

温
度

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

圧
力

 
≦
３

ｋ
Ｐ

ａ
 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪
失
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
水

の
供

給
圧

は
，

３
ｋ

Ｐ
ａ

よ
り

高
く

，
供

給
槽

へ
の

注
水

が
で

き
な

く
な

る
こ
と
は

な
い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

の
セ

ル
内
配
管

が
損
傷

す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
３

ｋ
Ｐ

ａ
よ

り
高

く
，

圧
縮

空
気

を
供

給
で

き
な

く
な
る
こ

と
は
な

い
。

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

の
許

容
圧

力
は

数
Ｍ

Ｐ
ａ

で
あ

る
。

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

圧
力

は
，

最
大

で
も

３
ｋ

Ｐ
ａ

程
度

で
あ

り
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
高

レ
ベ

ル
廃

液
等

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

圧
力

は
，

平
常

運
転

時
と

同
程

度
で

あ
り

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

湿
度

 
多
湿

環
境

下
 

供
給

槽
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ

り
，

多
湿

環
境

下
に

お
い

て
も

有
意

な
腐

食
が

生
じ

る
こ

と
は

な
く

，
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
の

沸
騰

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

安
全

冷
却

水
系

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系
等
が

機
能
喪

失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
機

器
注

水
配

管
は

，
注

水
を

停
止

し
て

い
る

場
合

に
は

，
機

器
注

水
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

る
弁

を
閉

止
す

る
こ

と
か

ら
，

機
器

注
水

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

安
全

圧
縮

空
気

系
の

セ
ル

内
配

管
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と
は
な

い
。

 

ま
た

，
圧

縮
空

気
の

供
給

圧
は

，
供

給
槽

内
の

圧
力

よ
り

高
い

こ
と

か
ら

，
安

全
圧

縮
空

気
系

配
管

を
通

じ
て

湿
度

影
響

が
波

及
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

材
質

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
多

湿
環

境
下

に
お

い
て

も
有

意
な

腐
食

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
湿

度
影

響
が

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
に

波
及

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

も
の

の
，

本
現

象
は

，
蒸

発
乾

固
に

お
け

る
想

定
条

件
で

あ
る

。
 

溶
導

出
先

セ
ル

に
導

出
さ

れ
る

廃
ガ

ス
の

湿
度

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

か
ら

セ
ル

に
導

出
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
上

の
凝

縮
器

に
よ

る
蒸

気
の

除
去

に
よ

り
相

対
湿

度
は

1
0
0
％

と
な

る
が

，
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

放
射

性
物

質
の

放
出

経
路

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

ま
た

，
放

出
経

路
内

の
湿

度
が

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

超
え

て
波

及
す

る
こ

と
は

な
い

た

め
，

可
搬

型
排

風
機

の
電

動
機

が
多

湿
環

境
下

に
置

か
れ

る
こ

と
は

な
く

，
機

能
を

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。
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（
つ
づ
き

）
 

環
境

 

条
件

 
事

故
規

模
 

安
全
機
能

へ
の
影

響
分
析

 

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

 
安
全
冷
却

水
系
等

 
安
全
圧
縮

空
気
系

 
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

 
放

射
性

物
質

の
放

出
経

路
 

（
建

屋
換

気
設

備
等

）
 

放
射
線

 

貯
槽

等
内
：
平

常
運

転
時

程

度
 

放
出
経

路
：
放

射
線
量

の
上

昇
 

供
給

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
は

な
い

。
 

供
給

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

冷
却

水
系

等
が

機
能

喪
失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
供

給
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線
の
影

響
を
受

け
る
こ

と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

機
器

注
水

配
管

は
，

注
水

を
停

止
し

て
い

る
場

合
に

は
，

機
器

注
水

配
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

弁
を

閉
止

す
る

こ
と

か
ら

，
機

器
注

水
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響
が
波

及
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

供
給

槽
内

の
放

射
線

環
境

は
，

平
常

運
転

時
と

同
等

で
あ

り
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

安
全

圧
縮

空
気

系
が

機
能

喪
失
す
る

こ
と
は

な
い
。

 

ま
た

，
供

給
槽

か
ら

の
放

射
線

は
，

セ
ル

の
壁

を
越

え
て

波
及

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
ず

，
セ

ル
外

の
安

全
冷

却
水

系
等

が
放

射
線
の
影

響
を
受

け
る
こ

と
は
な

い
。

 

さ
ら

に
，

圧
縮

空
気

の
供

給
圧

は
，

供
給

槽
内

の
圧

力
よ

り
高

い
こ

と
か

ら
，

安
全

圧
縮

空
気

系
配

管
を

通
じ

て
放

射
線

影
響

が
波
及
す

る
こ
と

は
な
い

。
 

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
材

質
は

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

で
あ

り
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

等
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
等

の
下

流
側

に
設

置
し

て
い

る
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

へ
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

が
，

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
の

ろ
材

は
ガ

ラ
ス

繊
維

で
あ

り
，

放
射

線
に

よ
っ

て
劣

化
す

る
こ

と
は

な
い

。

導
出

先
セ

ル
及

び
導

出
先

セ
ル

以
降

の
排

気
経

路
の

放
射

線
量

は
上

昇
す

る
が

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
は

鋼
材

で
あ

り
，

損
傷

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
放

射
性

物
質

の
排

気
経

路
の

下
流

側
に

設
置

し
て

い
る

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

る
が

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

の
ろ

材
は

ガ
ラ

ス
繊

維
で

あ
り

，
放

射
線

に
よ

っ
て

劣
化

す
る

こ
と

は
な

い
。

物
質
及
び

エ
ネ
ル
ギ

の
発
生

水
素

：
増

加
 

蒸
気
：

発
生

 

煤
煙
：
発

生
し

な
い

 

放
射

性
物

質
：
発

生
し

な

い
 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影

響
は

，「
圧

力
」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

廃
液

等
の

崩
壊

熱
以

外
の

エ
ネ

ル
ギ

の
発

生
は

な
い

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

が
放

射
性

物
質

の
保

持
機

能
に

与
え

る
影

響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
素

の
発

生
量

が
増

加
し

，
蒸

気
が

発
生

す
る

が
，
そ

の
影
響

は
，「

圧
力

」
及

び
「
湿
度
」

に
記

載
し

た
と

お
り

で
あ

り
，

こ
れ

ら
の

発
生

に
よ

り
安

全
冷

却
水

系
等

が
機

能
喪

失
す
る
こ

と
は
な

い
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

冷
却

水
系
等
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

が
沸

騰
し

た
場

合
の

水
素

発
生

量
は

，
未

沸
騰

状
態

に
比

べ
て

数
倍

増
加

す
る

が
，

安
全

圧
縮

空
気

系
か

ら
の

圧
縮

空
気

の
供

給
量

は
，

十
分

な
余

裕
が

確
保

さ
れ

て
お

り
，

沸
騰

時
で

あ
っ

て
も

供
給

槽
の

気
相

部
の

水
素

濃
度

が
４

ｖ
ｏ
ｌ
％

を
超
え

る
こ
と

は
な
い

。
 

ま
た

，
蒸

気
発

生
に

よ
る

供
給

槽
内

の
湿

度
上

昇
及

び
圧

力
上

昇
が

生
じ

る
が

，
そ

の
影
響
は

，「
圧
力
」
及
び
「
湿

度
」
に

記

載
し
た
と

お
り
で

あ
る
。

 

ま
た

，
煤

煙
，

放
射

性
物

質
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

発
生

は
な

く
，

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
崩

壊
熱

以
外

の
エ

ネ
ル

ギ
の

発
生

は
な

い
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
が

安
全

圧
縮

空
気
系
に

与
え
る

影
響
は

な
い
。

 

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

の
沸

騰
に

よ
り

水
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1. 蒸発乾固発生時における敷地境界被ばく線量評価   

1.1 評価内容  

蒸発乾固が発生した場合，貯槽等に内包する高レベル廃

液等が沸騰に至り，放射性物質が主排気筒を介して，大気中

に放出される。なお，放出量評価については，補足説明資料

7－７に示したとおりである。  

上記放出量に対して，冷却コイル等への通水を開始し，事

態が収束するまでの間（拡大防止対策成功時）の敷地境界に

おける被ばく線量を評価する。また，貯槽等への注水が機能

せず，高レベル廃液等が乾燥し固化に至った場合（拡大防止

対策失敗時）の敷地境界における被ばく線量も合わせて評

価する。  

評価対象建屋は蒸発乾固の発生を想定する前処理建屋，

分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及

び高レベル廃液ガラス固化建屋である。  

 

1.2 敷地境界での被ばく評価  

敷地境界被ばく線量は，蒸発乾固が発生した場合の大気

中への放射性物質の放出量，呼吸率，相対濃度及び線量換算

係数を乗じて算出する。  

敷地境界被ばく線量評価は，以下の計算式（１式）により

算出する。  

 被ばく線量［Ｓｖ］  

＝大気中への放射性物質の放出量［Ｂｑ］  

×呼吸率［ｍ ３ ／ｓ］×相対濃度χ／Ｑ［ｓ／ｍ
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３］  

×線量換算係数［Ｓｖ／Ｂｑ］           （１

式）  

 

1.3 評価に用いる各種パラメータの設定  

拡大防止対策成功時及び拡大防止対策失敗時の敷地境界

被ばく線量評価に用いた各種パラメータを第 1.－２表に示

す。  

 

第 1.－２表  被ばく線量評価に必要なパラメータの設定  

項 目  拡 大 防 止 対 策 成 功 時  拡 大 防 止 対 策 失 敗 時  

Ｍ Ａ Ｒ  貯 槽 等 ご と に 設 定  貯 槽 等 ご と に 設 定  

Ｄ Ｒ  貯 槽 等 ご と に 設 定  １  

Ａ Ｒ Ｆ  5.0×1 0－ ５  

ル テ ニ ウ ム ： 0 .12  

そ の 他 の 核 種 ： 5. 0×10－ ５  

Ｄ Ｆ  10７  

Ｒ ｕ ： １  

そ の 他 の 核 種 ： 10７  

相 対 濃 度  

χ ／ Ｑ  

（ １ 時 間 値 ）  

［ ｓ ／ ｍ ３ ］  

1.2×1 0－６  

（ 放 出 点 ： 主 排 気 筒 ）  

1.2×1 0－６  

（ 放 出 点 ： 主 排 気 筒 ）  

呼 吸 率  

［ ｍ ３ ／ ｓ ］  

3.33×10－４ 3.33×10－４ 
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換 算 係 数  

［ Ｓ ｖ ／ Ｂ ｑ ］  

核 種 グ ル ー プ ご と に 設 定  核 種 グ ル ー プ ご と に 設 定  
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核種Ｇｒ
換算係数

[Ｓｖ／Ｂｑ]
Ｚｒ／Ｎｂ 1.68E-08
Ｒｕ／Ｒｈ 3.30E-08
Ｃｓ／Ｂａ 2.40E-09
Ｃｅ／Ｐｒ 2.64E-08
Ｓｒ／Ｙ 8.07E-08

その他ＦＰ 2.85E-08
Ｐｕ（α） 3.47E-06

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.57E-05
Ｕ（α） 5.12E-06

Ｎｐ（α） 4.19E-07

1.4 換算係数  

 敷地境界被ばく線量を算出するにあたって，必要な換算係

数は，核種グループごとに設定する。設定方法は，ＩＣＲＰ  

Ｐｕｂ． 72 に記載された核種ごとの換算係数に対して，ＯＲ

ＩＧＥＮ 2.0 において計算された各核種の使用済燃料中の存

在割合を乗じて算出する。換算係数の結果を第 1.－３表に，

核種グループごとの設定方法を第 1.－４表～第 1.－５表に

示す。  

 

第 1.－３表  核種グループごとの換算係数  
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第 1.－４表  換算係数の設定方法（核分裂生成物）  
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第 1.－５表  換算係数の設定方法（アクチノイド）  
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1.5 評価結果  

 貯槽等が内包する高レベル廃液等が沸騰に至り，放射性物

質が主排気筒を介して，大気中に放出された場合の敷地境界

被ばく線量評価の結果を第 1.－６表に示す。  

また，事態の収束までの敷地境界における被ばく線量評価

の計算過程を第 1.－７表～第 1.－ 11表に，拡大防止対策失敗

時の敷地境界における被ばく線量評価の計算過程を第 1.－ 12

表～第 1.－ 16表に示す。  
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第 1.－６表  蒸発乾固が発生した場合における  

敷地境界被ばく線量  

※沸騰前までに全ての貯槽等で冷却コイル等への通水が開始

するため、放射性物質の放出はない。  

 

建 屋  
核 種  

グ ル ー プ  

拡 大 防 止 対 策 成 功 時  拡 大 防 止 対 策 失 敗 時  

放 出 量  

［ Ｂ ｑ ］  

敷 地 外  

被 ば く 線

量  

［ ｍ Ｓ

ｖ ］  

放 出 量  

［ Ｂ ｑ ］  

敷 地 外  

被 ば く 線

量  

［ ｍ Ｓ

ｖ ］  

前 処 理 建 屋  

Ｚ ｒ ／ Ｎ ｂ  0 . 0 0 E + 0 0※  

０ ※  

2 . 5 6 E + 0 1  

0 . 1  

Ｒ ｕ ／ Ｒ ｈ  0 . 0 0 E + 0 0※  8 . 2 0 E + 1 2  

Ｃ ｓ ／ Ｂ ａ  0 . 0 0 E + 0 0※  1 . 2 9 E + 0 6  

Ｃ ｅ ／ Ｐ ｒ  0 . 0 0 E + 0 0※  2 . 8 7 E + 0 1  

Ｓ ｒ ／ Ｙ  0 . 0 0 E + 0 0※  9 . 3 8 E + 0 5  

そ の 他 Ｆ Ｐ  0 . 0 0 E + 0 0※  6 . 3 6 E + 0 4  

Ｐ ｕ （ α ）  0 . 0 0 E + 0 0※  9 . 9 8 E + 0 5  

Ａ ｍ ／ Ｃ ｍ

（ α ）  

0 . 0 0 E + 0 0※  
8 . 0 8 E + 0 4  

Ｕ （ α ）  0 . 0 0 E + 0 0※  0 . 0 0 E + 0 0  

Ｎ ｐ （ α ）  0 . 0 0 E + 0 0※  1 . 6 1 E + 0 2  

合 計  ０ ※  ９ ×10 1 2  

分 離 建 屋  

Ｚ ｒ ／ Ｎ ｂ  4 . 8 2 E + 0 0  

３ ×10－ ７  

7 . 4 2 E + 0 1  

0 . 4  

Ｒ ｕ ／ Ｒ ｈ  8 . 6 3 E + 0 1  2 . 9 7 E + 1 3  

Ｃ ｓ ／ Ｂ ａ  2 . 5 7 E + 0 5  3 . 9 0 E + 0 6  

Ｃ ｅ ／ Ｐ ｒ  5 . 4 4 E + 0 0  8 . 3 7 E + 0 1  

Ｓ ｒ ／ Ｙ  1 . 7 7 E + 0 5  2 . 7 3 E + 0 6  

そ の 他 Ｆ Ｐ  1 . 6 9 E + 0 4  2 . 4 1 E + 0 5  

Ｐ ｕ （ α ）  4 . 8 0 E + 0 2  4 . 8 1 E + 0 5  

Ａ ｍ ／ Ｃ ｍ

（ α ）  
1 . 5 5 E + 0 4  2 . 3 6 E + 0 5  

Ｕ （ α ）  0 . 0 0 E + 0 0  1 . 1 3 E + 0 1  

Ｎ ｐ （ α ）  0 . 0 0 E + 0 0  7 . 8 8 E + 0 1  

合 計  ５ ×10５  ３ ×10 1 3  

精 製 建 屋  

Ｚ ｒ ／ Ｎ ｂ  0 . 0 0 E + 0 0  

４ × 1 0－ ６  

0 . 0 0 E + 0 0  

１ × 1 0－ ５  

Ｒ ｕ ／ Ｒ ｈ  5 . 6 4 E - 0 4  7 . 3 1 E + 0 7  

Ｃ ｓ ／ Ｂ ａ  0 . 0 0 E + 0 0  0 . 0 0 E + 0 0  

Ｃ ｅ ／ Ｐ ｒ  0 . 0 0 E + 0 0  0 . 0 0 E + 0 0  

Ｓ ｒ ／ Ｙ  0 . 0 0 E + 0 0  0 . 0 0 E + 0 0  

そ の 他 Ｆ Ｐ  1 . 0 5 E - 0 2  5 . 6 9 E - 0 2  

Ｐ ｕ （ α ）  2 . 4 2 E + 0 6  6 . 9 1 E + 0 6  

Ａ ｍ ／ Ｃ ｍ

（ α ）  
0 . 0 0 E + 0 0  0 . 0 0 E + 0 0  

Ｕ （ α ）  1 . 3 6 E - 0 3  4 . 0 4 E - 0 3  

Ｎ ｐ （ α ）  0 . 0 0 E + 0 0  0 . 0 0 E + 0 0  

合 計  ３ ×10６  ８ ×10７  

4542
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（つづき）  

 

建 屋  
核 種  

グ ル ー プ  

拡 大 防 止 対 策 成 功 時  拡 大 防 止 対 策 失 敗 時  

放 出 量  

［ Ｂ ｑ ］  

敷 地 外  

被 ば く 線

量  

［ ｍ Ｓ

ｖ ］  

放 出 量  

［ Ｂ ｑ ］  

敷 地 外  

被 ば く 線

量  

［ ｍ Ｓ

ｖ ］  

ウ ラ ン ・ プ ル ト

ニ ウ ム  

混 合 脱 硝 建 屋  

Ｚ ｒ ／ Ｎ ｂ  0 . 0 0 E + 0 0  

２ × 1 0－ ７  

0 . 0 0 E + 0 0  

２ × 1 0－ ６  

Ｒ ｕ ／ Ｒ ｈ  1 . 6 4 E - 0 6  5 . 5 9 E + 0 5  

Ｃ ｓ ／ Ｂ ａ  3 . 1 8 E - 0 4  4 . 5 1 E - 0 3  

Ｃ ｅ ／ Ｐ ｒ  6 . 6 7 E - 0 8  9 . 4 9 E - 0 7  

Ｓ ｒ ／ Ｙ  3 . 8 7 E - 0 4  5 . 5 0 E - 0 3  

そ の 他 Ｆ Ｐ  5 . 0 1 E - 0 3  7 . 1 1 E - 0 2  

Ｐ ｕ （ α ）  1 . 2 3 E + 0 5  1 . 7 4 E + 0 6  

Ａ ｍ ／ Ｃ ｍ

（ α ）  
1 . 2 0 E + 0 2  1 . 6 9 E + 0 3  

Ｕ （ α ）  6 . 8 7 E - 0 5  2 . 5 8 E - 0 1  

Ｎ ｐ （ α ）  0 . 0 0 E + 0 0  4 . 3 5 E - 0 3  

合 計  ２ ×10５  ３ ×10６  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス  

固 化 建 屋  

Ｚ ｒ ／ Ｎ ｂ  4 . 3 4 E + 0 1  

３ × 1 0－ ６  

6 . 7 3 E + 0 2  

４  

Ｒ ｕ ／ Ｒ ｈ  8 . 2 1 E + 0 2  2 . 9 0 E + 1 4  

Ｃ ｓ ／ Ｂ ａ  2 . 4 3 E + 0 6  3 . 5 8 E + 0 7  

Ｃ ｅ ／ Ｐ ｒ  5 . 1 5 E + 0 1  7 . 5 9 E + 0 2  

Ｓ ｒ ／ Ｙ  1 . 6 8 E + 0 6  2 . 4 7 E + 0 7  

そ の 他 Ｆ Ｐ  1 . 6 5 E + 0 5  2 . 4 4 E + 0 6  

Ｐ ｕ （ α ）  4 . 5 6 E + 0 3  6 . 7 2 E + 0 4  

Ａ ｍ ／ Ｃ ｍ

（ α ）  
1 . 4 7 E + 0 5  2 . 1 7 E + 0 6  

Ｕ （ α ）  4 . 7 3 E - 0 2  6 . 9 7 E - 0 1  

Ｎ ｐ （ α ）  2 . 9 3 E + 0 2  4 . 3 2 E + 0 3  

合 計  ５ ×10６  ３ ×10 1 4  

合 計  

Ｚ ｒ ／ Ｎ ｂ  4 . 8 2 E + 0 1  

６ × 1 0－ ６  

7 . 7 3 E + 0 2  

５  

Ｒ ｕ ／ Ｒ ｈ  9 . 0 7 E + 0 2  3 . 2 8 E + 1 4  

Ｃ ｓ ／ Ｂ ａ  2 . 6 9 E + 0 6  4 . 1 0 E + 0 7  

Ｃ ｅ ／ Ｐ ｒ  5 . 7 0 E + 0 1  8 . 7 2 E + 0 2  

Ｓ ｒ ／ Ｙ  1 . 8 6 E + 0 6  2 . 8 4 E + 0 7  

そ の 他 Ｆ Ｐ  1 . 8 2 E + 0 5  2 . 7 4 E + 0 6  

Ｐ ｕ （ α ）  2 . 5 5 E + 0 6  1 . 0 2 E + 0 7  

Ａ ｍ ／ Ｃ ｍ

（ α ）  
1 . 6 3 E + 0 5  2 . 4 8 E + 0 6  

Ｕ （ α ）  4 . 8 7 E - 0 2  1 . 2 3 E + 0 1  

Ｎ ｐ （ α ）  2 . 9 3 E + 0 2  4 . 5 6 E + 0 3  

合 計  ８ ×10６  ４ ×10 1 4  

4543
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第 1.－７表 前処理建屋における事態の収束までの 

被ばく線量の計算過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 前処理建屋は沸騰開始前までに全ての貯槽等で冷却コイル等への

通水が完了するため，放射性物質の放出はない。 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ

［Ｂｑ］
ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

沸騰開始
時間

［ｈ］

冷却コイル
通水開始時間

[ｈ]

沸騰継続時間
［ｈ］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ]

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線量
[Ｓｖ]

被ばく線量
[ｍＳｖ]

中間ポットＡ Ｚｒ／Ｎｂ 5.51E+09 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
中間ポットＡ Ｒｕ／Ｒｈ 9.46E+10 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
中間ポットＡ Ｃｓ／Ｂａ 2.78E+14 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
中間ポットＡ Ｃｅ／Ｐｒ 6.18E+09 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
中間ポットＡ Ｓｒ／Ｙ 2.02E+14 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
中間ポットＡ その他ＦＰ 1.39E+13 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
中間ポットＡ Ｐｕ 2.15E+14 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
中間ポットＡ Ａｍ／Ｃｍ 1.74E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
中間ポットＡ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
中間ポットＡ Ｎｐ 3.46E+10 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
中間ポットＢ Ｚｒ／Ｎｂ 5.51E+09 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
中間ポットＢ Ｒｕ／Ｒｈ 9.46E+10 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
中間ポットＢ Ｃｓ／Ｂａ 2.78E+14 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
中間ポットＢ Ｃｅ／Ｐｒ 6.18E+09 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
中間ポットＢ Ｓｒ／Ｙ 2.02E+14 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
中間ポットＢ その他ＦＰ 1.39E+13 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
中間ポットＢ Ｐｕ 2.15E+14 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
中間ポットＢ Ａｍ／Ｃｍ 1.74E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
中間ポットＢ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
中間ポットＢ Ｎｐ 3.46E+10 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

中継槽Ａ Ｚｒ／Ｎｂ 2.97E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
中継槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 5.09E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
中継槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 1.50E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
中継槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 3.33E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
中継槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 1.09E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
中継槽Ａ その他ＦＰ 7.50E+14 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
中継槽Ａ Ｐｕ 1.16E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
中継槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 9.38E+14 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
中継槽Ａ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
中継槽Ａ Ｎｐ 1.86E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｚｒ／Ｎｂ 2.97E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 5.09E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 1.50E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 3.33E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 1.09E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
中継槽Ｂ その他ＦＰ 7.50E+14 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｐｕ 1.16E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
中継槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 9.38E+14 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
中継槽Ｂ Ｎｐ 1.86E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

リサイクル槽Ａ Ｚｒ／Ｎｂ 2.06E+10 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 3.53E+11 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+15 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 2.31E+10 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 7.54E+14 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ａ その他ＦＰ 5.20E+13 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ｐｕ 8.29E+14 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 6.71E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
リサイクル槽Ａ Ｎｐ 1.33E+11 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｚｒ／Ｎｂ 2.06E+10 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 3.53E+11 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+15 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 2.31E+10 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 7.54E+14 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ その他ＦＰ 5.20E+13 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｐｕ 8.29E+14 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 6.71E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
リサイクル槽Ｂ Ｎｐ 1.33E+11 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

計量前中間貯槽Ａ Zr／Ｎｂ 1.05E+12 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ その他ＦＰ 2.59E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ｐｕ 4.07E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 3.30E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
計量前中間貯槽Ａ Ｎｐ 6.55E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Zr／Ｎｂ 1.05E+12 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ その他ＦＰ 2.59E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Ｐｕ 4.07E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 3.30E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
計量前中間貯槽Ｂ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
計量前中間貯槽B Ｎｐ 6.55E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
計量後中間貯槽 Zr／Ｎｂ 1.05E+12 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
計量後中間貯槽 その他ＦＰ 2.59E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ｐｕ 4.07E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 3.30E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
計量後中間貯槽 Ｎｐ 6.55E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
計量・調整槽 Zr／Ｎｂ 1.05E+12 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
計量・調整槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
計量・調整槽 Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
計量・調整槽 Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
計量・調整槽 Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
計量・調整槽 その他ＦＰ 2.59E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
計量・調整槽 Ｐｕ 4.07E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
計量・調整槽 Ａｍ／Ｃｍ 3.30E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
計量・調整槽 Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
計量・調整槽 Ｎｐ 6.55E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
計量補助槽 Zr／Ｎｂ 2.93E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
計量補助槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.74E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
計量補助槽 Ｃｓ／Ｂａ 1.48E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
計量補助槽 Ｃｅ／Ｐｒ 3.28E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
計量補助槽 Ｓｒ／Ｙ 1.07E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
計量補助槽 その他ＦＰ 7.26E+14 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
計量補助槽 Ｐｕ 1.14E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
計量補助槽 Ａｍ／Ｃｍ 9.24E+14 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
計量補助槽 Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
計量補助槽 Ｎｐ 1.83E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

0.00E+00 0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+000.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

923.446.3

46.3

45.0

45.0

45.0

923.4

860.7

860.7

1122.7

1122.75.00E-05 1.00E-07 45.0

45.0 1122.75.00E-05 1.00E-07

5.00E-05 1.00E-07

192.6

194.0

183.9

164.21.00E-07

5.00E-05 1.00E-07

5.00E-05

5.00E-05 1.00E-07

5.00E-05 1.00E-07

164.2

148.3

148.3

46.3 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 46.3 0.00E+00

0.00E+00

159.5

159.5

0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07

860.9

860.9

0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 45.0 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 45.0 0.00E+00

0.00E+00

167.4

167.4

859.8

859.8

4544
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第 1.－８表 分離建屋における事態の収束までの被ばく線量の計算過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ

［Ｂｑ］
ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

沸騰開始
時間

［ｈ］

冷却コイル
通水開始時間

[ｈ]

沸騰継続時間
［ｈ］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ]

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線量
[Ｓｖ]

被ばく線量
[ｍＳｖ]

高レベル廃液濃縮缶 Ｚｒ／Ｎｂ 8.64E+12 4.82E+00 1.68E-08 3.24E-17
高レベル廃液濃縮缶 Ｒｕ／Ｒｈ 1.55E+14 8.63E+01 3.30E-08 1.14E-15
高レベル廃液濃縮缶 Ｃｓ／Ｂａ 4.60E+17 2.57E+05 2.40E-09 2.46E-13
高レベル廃液濃縮缶 Ｃｅ／Ｐｒ 9.76E+12 5.44E+00 2.64E-08 5.73E-17
高レベル廃液濃縮缶 Ｓｒ／Ｙ 3.18E+17 1.77E+05 8.07E-08 5.72E-12
高レベル廃液濃縮缶 その他ＦＰ 3.03E+16 1.69E+04 2.85E-08 1.92E-13
高レベル廃液濃縮缶 Ｐｕ 8.61E+14 4.80E+02 3.47E-06 6.66E-13
高レベル廃液濃縮缶 Ａｍ／Ｃｍ 2.78E+16 1.55E+04 3.57E-05 2.21E-10
高レベル廃液濃縮缶 Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
高レベル廃液濃縮缶 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

溶解液中間貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 1.05E+12 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ｓｒ／Ｙ 3.84E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
溶解液中間貯槽 その他ＦＰ 2.57E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ｐｕ 4.06E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 3.30E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ｕ 9.94E+11 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
溶解液中間貯槽 Ｎｐ 6.55E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｚｒ／Ｎｂ 2.51E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.22E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｃｓ／Ｂａ 1.27E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｃｅ／Ｐｒ 2.82E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｓｒ／Ｙ 9.22E+15 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
溶解液供給槽 その他ＦＰ 6.17E+14 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｐｕ 9.75E+15 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
溶解液供給槽 Ａｍ／Ｃｍ 7.92E+14 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｕ 2.39E+11 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
溶解液供給槽 Ｎｐ 1.57E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｚｒ／Ｎｂ 4.50E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｒｕ／Ｒｈ 5.77E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｃｓ／Ｂａ 2.27E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｃｅ／Ｐｒ 5.05E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｓｒ／Ｙ 1.65E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
抽出廃液受槽 その他ＦＰ 1.11E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｐｕ 6.22E+12 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ａｍ／Ｃｍ 1.42E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｕ 1.67E+07 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
抽出廃液受槽 Ｎｐ 4.70E+11 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

抽出廃液中間貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 6.00E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 7.70E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 3.03E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 6.73E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ｓｒ／Ｙ 2.21E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 その他ＦＰ 1.48E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ｐｕ 8.30E+12 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 1.90E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ｕ 2.23E+07 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
抽出廃液中間貯槽 Ｎｐ 6.27E+11 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｚｒ／Ｎｂ 1.16E+12 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 2.08E+13 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 6.18E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 1.31E+12 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 4.27E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ その他ＦＰ 4.06E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｐｕ 1.25E+14 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 4.03E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ａ Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Zr／Ｎｂ 1.16E+12 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 2.08E+13 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 6.18E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 1.31E+12 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 4.27E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ その他ＦＰ 4.06E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ｐｕ 1.25E+14 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 4.03E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
抽出廃液供給槽Ｂ Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

第１一時貯留処理槽 Zr／Ｎｂ 1.54E+10 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.97E+11 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 7.75E+14 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 1.72E+10 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 5.65E+14 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 その他ＦＰ 5.14E+13 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｐｕ 2.25E+15 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 5.15E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｕ 5.39E+10 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｎｐ 1.02E+11 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Zr／Ｎｂ 7.97E+10 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.02E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 4.02E+15 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 8.94E+10 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 2.93E+15 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 その他ＦＰ 1.96E+14 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｐｕ 3.29E+15 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 2.67E+14 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｕ 8.05E+10 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｎｐ 5.30E+11 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Zr／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 2.50E+08 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 その他ＦＰ 4.72E+09 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ｐｕ 4.50E+15 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 7.31E+10 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ｕ 4.41E+10 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第８一時貯留処理槽 Ｎｐ 3.14E+11 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Zr／Ｎｂ 2.93E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.74E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 1.48E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 3.28E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 1.07E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 その他ＦＰ 7.26E+14 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｐｕ 1.14E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 9.24E+14 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｎｐ 1.83E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｚｒ／Ｎｂ 5.69E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 7.30E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 2.87E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 6.39E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 2.09E+16 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 その他ＦＰ 1.40E+15 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｐｕ 2.35E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 1.91E+15 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｕ 5.75E+11 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第４一時貯留処理槽 Ｎｐ 3.79E+12 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ｚｒ／Ｎｂ 1.80E+10 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 2.31E+11 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 9.08E+14 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 2.02E+10 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 6.62E+14 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 その他ＦＰ 4.59E+13 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ｐｕ 3.29E+14 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 2.65E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第６一時貯留処理槽 Ｕ 8.04E+09 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第７一時貯留処理槽 Ｎｐ 5.27E+10 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

高レベル廃液供給槽Ａ Ｚｒ／Ｎｂ 2.48E+11 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 4.45E+12 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 1.32E+16 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 2.80E+11 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 9.14E+15 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ その他ＦＰ 8.70E+14 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ｐｕ 2.46E+13 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 7.94E+14 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ｕ 0.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
高レベル廃液供給槽Ａ Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

0.00E+00

47.7 0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

0.00E+00

2.28E-07

0.00E+00

25.9 1.12E-01

259.2

336.6

721.8

0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07

5.00E-05 1.00E-07

5.00E-05 1.00E-07

65.8 0.00E+00

47.7

0.00E+00

0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 258.7 65.8 0.00E+00

0.00E+00

1972.0

1972.0

1972.0

5.00E-05 1.00E-07 314.8 65.8 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 314.4 65.8 0.00E+001972.0

1972.0

5.00E-05 1.00E-07 314.3 65.8 0.00E+00 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 258.5 65.8 0.00E+00 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 258.3 65.8 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 257.1 65.8 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 258.0 65.8 0.00E+00 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 189.0 65.8 0.00E+00

4765.8

97.0

1122.7

1122.7

1959.8

1955.0

1972.0

1972.0

1972.0

5.00E-05 1.00E-07 186.4 65.8 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 15.1

4545
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第 1.－９表 精製建屋における事態の収束までの被ばく線量の計算過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ

［Ｂｑ］
ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

沸騰開始
時間

［ｈ］

冷却コイル
通水開始時間

[ｈ]

沸騰継続時間
［ｈ］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ]

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線量
[Ｓｖ]

被ばく線量
[ｍＳｖ]

第１一時貯留処理槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 7.72E+07 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 その他ＦＰ 1.44E+09 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｐｕ 5.50E+15 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｕ 2.52E+07 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第１一時貯留処理槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 5.33E+06 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 その他ＦＰ 9.96E+07 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｐｕ 1.79E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｕ 2.33E+07 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第２一時貯留処理槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｒｕ／Ｒｈ 2.15E+08 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 その他ＦＰ 4.03E+09 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｐｕ 1.93E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｕ 1.08E+07 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
第３一時貯留処理槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

プルトニウム溶液受槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.04E+06 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 その他ＦＰ 5.68E+07 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ｐｕ 1.31E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ｕ 7.34E+06 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
プルトニウム溶液受槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

油水分離槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
油水分離槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.04E+06 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
油水分離槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
油水分離槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
油水分離槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
油水分離槽 その他ＦＰ 5.68E+07 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
油水分離槽 Ｐｕ 1.31E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
油水分離槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
油水分離槽 Ｕ 7.34E+06 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
油水分離槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.01E+07 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 その他ＦＰ 1.90E+08 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｐｕ 4.38E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｕ 2.45E+07 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
プルトニウム濃縮缶供給槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Zr／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.02E+07 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 その他ＦＰ 1.90E+08 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ｐｕ 4.39E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ｕ 2.46E+07 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
プルトニウム溶液一時貯槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
プルトニウム濃縮液受槽 Zr／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液受槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+07 6.88E-05 3.30E-08 9.06E-22
プルトニウム濃縮液受槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
プルトニウム濃縮液受槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液受槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液受槽 その他ＦＰ 6.58E+08 1.28E-03 2.85E-08 1.46E-20
プルトニウム濃縮液受槽 Ｐｕ 1.51E+17 2.96E+05 3.47E-06 4.10E-10
プルトニウム濃縮液受槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
プルトニウム濃縮液受槽 Ｕ 8.47E+07 1.65E-04 5.12E-06 3.39E-19
プルトニウム濃縮液受槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

リサイクル槽 Zr／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
リサイクル槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.56E+07 6.95E-05 3.30E-08 9.16E-22
リサイクル槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
リサイクル槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
リサイクル槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
リサイクル槽 その他ＦＰ 6.65E+08 1.30E-03 2.85E-08 1.48E-20
リサイクル槽 Ｐｕ 1.53E+17 2.99E+05 3.47E-06 4.15E-10
リサイクル槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
リサイクル槽 Ｕ 8.56E+07 1.67E-04 5.12E-06 3.42E-19
リサイクル槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

希釈槽 Zr／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
希釈槽 Ｒｕ／Ｒｈ 8.90E+07 1.78E-04 3.30E-08 2.34E-21
希釈槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
希釈槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
希釈槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
希釈槽 その他ＦＰ 1.66E+09 3.32E-03 2.85E-08 3.78E-20
希釈槽 Ｐｕ 3.83E+17 7.63E+05 3.47E-06 1.06E-09
希釈槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
希釈槽 Ｕ 2.14E+08 4.27E-04 5.12E-06 8.74E-19
希釈槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

プルトニウム濃縮液一時貯槽 Zr／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 5.45E+07 1.10E-04 3.30E-08 1.45E-21
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液一時貯槽 その他ＦＰ 1.02E+09 2.05E-03 2.85E-08 2.34E-20
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ｐｕ 2.34E+17 4.72E+05 3.47E-06 6.56E-10
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ｕ 1.31E+08 2.64E-04 5.12E-06 5.41E-19
プルトニウム濃縮液一時貯槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+07 6.88E-05 3.30E-08 9.06E-22
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液計量槽 その他ＦＰ 6.58E+08 1.28E-03 2.85E-08 1.46E-20
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｐｕ 1.51E+17 2.96E+05 3.47E-06 4.10E-10
プルトニウム濃縮液計量槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｕ 8.47E+07 1.65E-04 5.12E-06 3.39E-19
プルトニウム濃縮液計量槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 3.56E+07 6.95E-05 3.30E-08 9.16E-22
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
プルトニウム濃縮液中間貯槽 その他ＦＰ 6.65E+08 1.30E-03 2.85E-08 1.48E-20
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｐｕ 1.53E+17 2.99E+05 3.47E-06 4.15E-10
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 0.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｕ 8.56E+07 1.67E-04 5.12E-06 3.42E-19
プルトニウム濃縮液中間貯槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

4.15E-075.00E-05 1.00E-07 12.1 30.7 3.90E-0147.5

5.00E-05 1.00E-07 12.1 30.7 3.90E-01 4.10E-0747.5

5.00E-05 1.00E-07 11.5 30.7 4.03E-01 6.56E-0747.5

4.15E-07

5.00E-05 1.00E-07 11.7 30.7 3.99E-01

5.00E-05 1.00E-07 12.1 30.7 3.90E-01

1.06E-0647.5

47.5

5.00E-05 1.00E-07 12.1 30.7 3.90E-01 4.10E-07

5.00E-05 1.00E-07 98.9 37.5 0.00E+00 0.00E+00634.4

47.5

0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 96.4 37.5 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 115.8 37.5 0.00E+00

0.00E+00

634.4

634.4

0.00E+00

634.4

634.4

0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 114.7 37.5 0.00E+00 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 96.4 37.5 0.00E+00634.4

634.4

5.00E-05 1.00E-07 104.5 37.5 0.00E+00

5.00E-05 1.00E-07 104.5 37.5 0.00E+00 0.00E+00

4546
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第 1.－10表 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋における 

事態の収束までの被ばく線量の計算過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ

［Ｂｑ］
ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

沸騰開始
時間

［ｈ］

冷却コイル
通水開始時間

[ｈ]

沸騰継続時間
［ｈ］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ]

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線量
[Ｓｖ]

被ばく線量
[ｍＳｖ]

硝酸プルトニウム貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
硝酸プルトニウム貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 2.08E+06 1.64E-06 3.30E-08 2.16E-23
硝酸プルトニウム貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 4.04E+08 3.18E-04 2.40E-09 3.04E-22
硝酸プルトニウム貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 8.47E+04 6.67E-08 2.64E-08 7.03E-25
硝酸プルトニウム貯槽 Ｓｒ／Ｙ 4.92E+08 3.87E-04 8.07E-08 1.25E-20
硝酸プルトニウム貯槽 その他ＦＰ 6.36E+09 5.01E-03 2.85E-08 5.70E-20
硝酸プルトニウム貯槽 Ｐｕ 1.56E+17 1.23E+05 3.47E-06 1.70E-10
硝酸プルトニウム貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 1.52E+14 1.20E+02 3.57E-05 1.71E-12
硝酸プルトニウム貯槽 Ｕ 8.72E+07 6.87E-05 5.12E-06 1.41E-19
硝酸プルトニウム貯槽 Ｎｐ 0.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

混合槽Ａ Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
混合槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 1.29E+06 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
混合槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+08 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
混合槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 5.25E+04 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
混合槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 3.04E+08 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
混合槽Ａ その他ＦＰ 3.93E+09 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
混合槽Ａ Ｐｕ 9.58E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
混合槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 9.34E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
混合槽Ａ Ｕ 2.58E+10 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
混合槽Ａ Ｎｐ 4.35E+08 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 1.29E+06 0.00E+00 3.30E-08 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+08 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 5.25E+04 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 3.04E+08 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00
混合槽Ｂ その他ＦＰ 3.93E+09 0.00E+00 2.85E-08 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｐｕ 9.58E+16 0.00E+00 3.47E-06 0.00E+00
混合槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 9.34E+13 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｕ 2.58E+10 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00
混合槽Ｂ Ｎｐ 4.35E+08 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

85.41.00E-07 30.9 26.3 0.00E+00

30.9 26.3 0.00E+0085.4

19.1 26.3 1.57E-0146.0

5.00E-05

5.00E-05

5.00E-05 1.00E-07

0.00E+00

0.00E+00

1.72E-07

1.00E-07
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第 1.－11表 高レベル廃液ガラス固化建屋における事態の収束までの 

被ばく線量の計算過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ

［Ｂｑ］
ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

沸騰開始
時間

［ｈ］

冷却コイル
通水開始時間

[ｈ]

沸騰継続時間
［ｈ］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ]

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線量
[Ｓｖ]

被ばく線量
[ｍＳｖ]

第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 4.70E+13 1.28E+01 1.68E-08 8.62E-17
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 8.44E+14 2.31E+02 3.30E-08 3.04E-15
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+18 6.83E+05 2.40E-09 6.55E-13
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 5.30E+13 1.45E+01 2.64E-08 1.52E-16
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｓｒ／Ｙ 1.73E+18 4.72E+05 8.07E-08 1.52E-11
第１高レベル濃縮廃液貯槽 その他ＦＰ 1.70E+17 4.64E+04 2.85E-08 5.29E-13
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｐｕ 4.68E+15 1.28E+03 3.47E-06 1.78E-12
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 1.51E+17 4.13E+04 3.57E-05 5.90E-10
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｕ 4.86E+10 1.33E-02 5.12E-06 2.72E-17
第１高レベル濃縮廃液貯槽 Ｎｐ 3.01E+14 8.23E+01 4.19E-07 1.38E-14
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 4.70E+13 1.48E+01 1.68E-08 9.92E-17
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 8.44E+14 2.65E+02 3.30E-08 3.49E-15
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+18 7.86E+05 2.40E-09 7.53E-13
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 5.30E+13 1.66E+01 2.64E-08 1.75E-16
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｓｒ／Ｙ 1.73E+18 5.42E+05 8.07E-08 1.75E-11
第２高レベル濃縮廃液貯槽 その他ＦＰ 1.70E+17 5.34E+04 2.85E-08 6.08E-13
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｐｕ 4.68E+15 1.47E+03 3.47E-06 2.04E-12
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 1.51E+17 4.75E+04 3.57E-05 6.78E-10
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｕ 4.86E+10 1.53E-02 5.12E-06 3.13E-17
第２高レベル濃縮廃液貯槽 Ｎｐ 3.01E+14 9.46E+01 4.19E-07 1.58E-14

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 9.78E+12 4.34E+00 1.68E-08 2.92E-17
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.76E+14 7.80E+01 3.30E-08 1.03E-15
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 5.21E+17 2.31E+05 2.40E-09 2.21E-13
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 1.10E+13 4.90E+00 2.64E-08 5.15E-17
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｓｒ／Ｙ 3.60E+17 1.59E+05 8.07E-08 5.15E-12
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 その他ＦＰ 3.54E+16 1.57E+04 2.85E-08 1.79E-13
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｐｕ 9.76E+14 4.33E+02 3.47E-06 6.01E-13
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 3.15E+16 1.40E+04 3.57E-05 1.99E-10
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｕ 1.01E+10 4.49E-03 5.12E-06 9.20E-18
第１高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｎｐ 6.27E+13 2.78E+01 4.19E-07 4.66E-15
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｚｒ／Ｎｂ 9.78E+12 4.34E+00 1.68E-08 2.92E-17
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｒｕ／Ｒｈ 1.76E+14 7.80E+01 3.30E-08 1.03E-15
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｃｓ／Ｂａ 5.21E+17 2.31E+05 2.40E-09 2.21E-13
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｃｅ／Ｐｒ 1.10E+13 4.90E+00 2.64E-08 5.15E-17
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｓｒ／Ｙ 3.60E+17 1.59E+05 8.07E-08 5.15E-12
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 その他ＦＰ 3.54E+16 1.57E+04 2.85E-08 1.79E-13
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｐｕ 9.76E+14 4.33E+02 3.47E-06 6.01E-13
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ａｍ／Ｃｍ 3.15E+16 1.40E+04 3.57E-05 1.99E-10
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｕ 1.01E+10 4.49E-03 5.12E-06 9.20E-18
第２高レベル濃縮廃液一時貯槽 Ｎｐ 6.27E+13 2.78E+01 4.19E-07 4.66E-15

高レベル廃液混合槽Ａ Ｚｒ／Ｎｂ 7.83E+12 3.57E+00 1.68E-08 2.40E-17
高レベル廃液混合槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+14 6.41E+01 3.30E-08 8.44E-16
高レベル廃液混合槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+17 1.90E+05 2.40E-09 1.82E-13
高レベル廃液混合槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+12 4.02E+00 2.64E-08 4.24E-17
高レベル廃液混合槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 2.88E+17 1.31E+05 8.07E-08 4.23E-12
高レベル廃液混合槽Ａ その他ＦＰ 2.83E+16 1.29E+04 2.85E-08 1.47E-13
高レベル廃液混合槽Ａ Ｐｕ 7.81E+14 3.56E+02 3.47E-06 4.94E-13
高レベル廃液混合槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 2.52E+16 1.15E+04 3.57E-05 1.64E-10
高レベル廃液混合槽Ａ Ｕ 8.10E+09 3.69E-03 5.12E-06 7.56E-18
高レベル廃液混合槽Ａ Ｎｐ 5.02E+13 2.29E+01 4.19E-07 3.83E-15
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｚｒ／Ｎｂ 7.83E+12 3.57E+00 1.68E-08 2.40E-17
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+14 6.41E+01 3.30E-08 8.44E-16
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+17 1.90E+05 2.40E-09 1.82E-13
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+12 4.02E+00 2.64E-08 4.24E-17
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 2.88E+17 1.31E+05 8.07E-08 4.23E-12
高レベル廃液混合槽Ｂ その他ＦＰ 2.83E+16 1.29E+04 2.85E-08 1.47E-13
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｐｕ 7.81E+14 3.56E+02 3.47E-06 4.94E-13
高レベル廃液混合槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 2.52E+16 1.15E+04 3.57E-05 1.64E-10
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｕ 8.10E+09 3.69E-03 5.12E-06 7.56E-18
高レベル廃液混合槽Ｂ Ｎｐ 5.02E+13 2.29E+01 4.19E-07 3.83E-15

供給液槽Ａ Zr／Ｎｂ 1.96E+12 8.14E-01 1.68E-08 5.47E-18
供給液槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+13 1.46E+01 3.30E-08 1.93E-16
供給液槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+17 4.33E+04 2.40E-09 4.15E-14
供給液槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 2.21E+12 9.18E-01 2.64E-08 9.67E-18
供給液槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 7.19E+16 2.99E+04 8.07E-08 9.65E-13
供給液槽Ａ その他ＦＰ 7.08E+15 2.95E+03 2.85E-08 3.35E-14
供給液槽Ａ Ｐｕ 1.95E+14 8.12E+01 3.47E-06 1.13E-13
供給液槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 6.30E+15 2.62E+03 3.57E-05 3.74E-11
供給液槽Ａ Ｕ 2.03E+09 8.43E-04 5.12E-06 1.72E-18
供給液槽Ａ Ｎｐ 1.25E+13 5.22E+00 4.19E-07 8.73E-16
供給液槽Ｂ Zr／Ｎｂ 1.96E+12 8.14E-01 1.68E-08 5.47E-18
供給液槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+13 1.46E+01 3.30E-08 1.93E-16
供給液槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+17 4.33E+04 2.40E-09 4.15E-14
供給液槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 2.21E+12 9.18E-01 2.64E-08 9.67E-18
供給液槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 7.19E+16 2.99E+04 8.07E-08 9.65E-13
供給液槽Ｂ その他ＦＰ 7.08E+15 2.95E+03 2.85E-08 3.35E-14
供給液槽Ｂ Ｐｕ 1.95E+14 8.12E+01 3.47E-06 1.13E-13
供給液槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 6.30E+15 2.62E+03 3.57E-05 3.74E-11
供給液槽Ｂ Ｕ 2.03E+09 8.43E-04 5.12E-06 1.72E-18
供給液槽Ｂ Ｎｐ 1.25E+13 5.22E+00 4.19E-07 8.73E-16
供給槽Ａ Zr／Ｎｂ 7.83E+11 3.26E-01 1.68E-08 2.19E-18
供給槽Ａ Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+13 5.86E+00 3.30E-08 7.72E-17
供給槽Ａ Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+16 1.74E+04 2.40E-09 1.66E-14
供給槽Ａ Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+11 3.68E-01 2.64E-08 3.87E-18
供給槽Ａ Ｓｒ／Ｙ 2.88E+16 1.20E+04 8.07E-08 3.87E-13
供給槽Ａ その他ＦＰ 2.83E+15 1.18E+03 2.85E-08 1.34E-14
供給槽Ａ Ｐｕ 7.81E+13 3.25E+01 3.47E-06 4.52E-14
供給槽Ａ Ａｍ／Ｃｍ 2.52E+15 1.05E+03 3.57E-05 1.50E-11
供給槽Ａ Ｕ 8.10E+08 3.38E-04 5.12E-06 6.91E-19
供給槽Ａ Ｎｐ 5.02E+12 2.09E+00 4.19E-07 3.50E-16
供給槽Ｂ Zr／Ｎｂ 7.83E+11 3.26E-01 1.68E-08 2.19E-18
供給槽Ｂ Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+13 5.86E+00 3.30E-08 7.72E-17
供給槽Ｂ Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+16 1.74E+04 2.40E-09 1.66E-14
供給槽Ｂ Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+11 3.68E-01 2.64E-08 3.87E-18
供給槽Ｂ Ｓｒ／Ｙ 2.88E+16 1.20E+04 8.07E-08 3.87E-13
供給槽Ｂ その他ＦＰ 2.83E+15 1.18E+03 2.85E-08 1.34E-14
供給槽Ｂ Ｐｕ 7.81E+13 3.25E+01 3.47E-06 4.52E-14
供給槽Ｂ Ａｍ／Ｃｍ 2.52E+15 1.05E+03 3.57E-05 1.50E-11
供給槽Ｂ Ｕ 8.10E+08 3.38E-04 5.12E-06 6.91E-19
供給槽Ｂ Ｎｐ 5.02E+12 2.09E+00 4.19E-07 3.50E-16

1.55E-08

1.55E-08

5.00E-05 1.00E-07 24.4 37.9 8.33E-02

5.00E-05 1.00E-07 24.4 37.9 8.33E-02

162.7

162.7

3.86E-08

5.00E-05 1.00E-07 24.4 37.9 8.32E-02 3.86E-08162.7

162.75.00E-05 1.00E-07 24.4 37.9 8.32E-02

1.69E-07

5.00E-05 1.00E-07 23.1 37.9 9.11E-02

5.00E-05 1.00E-07 23.1 37.9 9.11E-02

1.69E-07

162.7

162.7

2.06E-07

5.00E-05 1.00E-07 23.2 37.6 8.87E-02 2.06E-07

5.00E-05 1.00E-07 23.2 37.6 8.87E-02162.7

162.7

6.08E-07

5.00E-05 1.00E-07 24.6 36.1 6.28E-02

5.00E-05 1.00E-07 24.6 34.6 5.47E-02

6.99E-07

183.0

183.0
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第 1.－ 12 表  前処理建屋における貯槽等への注水が機能しな

い  

場合の被ばく線量の計算過程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ
[Ｂｑ]

ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ］

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線
量

[Ｓｖ]

被ばく線
量

[ｍＳｖ]
Ｚｒ／Ｎｂ 5.51E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.76E-02 1.68E-08 1.85E-19
Ｒｕ／Ｒｈ 9.46E+10 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.14E+10 3.30E-08 1.50E-07
Ｃｓ／Ｂａ 2.78E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.39E+03 2.40E-09 1.33E-15
Ｃｅ／Ｐｒ 6.18E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.09E-02 2.64E-08 3.26E-19
Ｓｒ／Ｙ 2.02E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.01E+03 8.07E-08 3.26E-14

その他ＦＰ 1.39E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.96E+01 2.85E-08 7.92E-16
Ｐｕ（α） 2.15E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.08E+03 3.47E-06 1.49E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.74E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.71E+01 3.57E-05 1.24E-12
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 3.46E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.73E-01 4.19E-07 2.90E-17
Ｚｒ／Ｎｂ 5.51E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.76E-02 1.68E-08 1.85E-19
Ｒｕ／Ｒｈ 9.46E+10 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.14E+10 3.30E-08 1.50E-07
Ｃｓ／Ｂａ 2.78E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.39E+03 2.40E-09 1.33E-15
Ｃｅ／Ｐｒ 6.18E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.09E-02 2.64E-08 3.26E-19
Ｓｒ／Ｙ 2.02E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.01E+03 8.07E-08 3.26E-14

その他ＦＰ 1.39E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.96E+01 2.85E-08 7.92E-16
Ｐｕ（α） 2.15E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.08E+03 3.47E-06 1.49E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.74E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.71E+01 3.57E-05 1.24E-12
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 3.46E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.73E-01 4.19E-07 2.90E-17
Ｚｒ／Ｎｂ 2.97E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.48E+00 1.68E-08 9.97E-18
Ｒｕ／Ｒｈ 5.09E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 6.11E+11 3.30E-08 8.05E-06
Ｃｓ／Ｂａ 1.50E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.48E+04 2.40E-09 7.17E-14
Ｃｅ／Ｐｒ 3.33E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.66E+00 2.64E-08 1.75E-17
Ｓｒ／Ｙ 1.09E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.44E+04 8.07E-08 1.75E-12

その他ＦＰ 7.50E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.75E+03 2.85E-08 4.27E-14
Ｐｕ（α） 1.16E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.79E+04 3.47E-06 8.04E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 9.38E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.69E+03 3.57E-05 6.70E-11
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 1.86E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.32E+00 4.19E-07 1.56E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 2.97E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.48E+00 1.68E-08 9.97E-18
Ｒｕ／Ｒｈ 5.09E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 6.11E+11 3.30E-08 8.05E-06
Ｃｓ／Ｂａ 1.50E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.48E+04 2.40E-09 7.17E-14
Ｃｅ／Ｐｒ 3.33E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.66E+00 2.64E-08 1.75E-17
Ｓｒ／Ｙ 1.09E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.44E+04 8.07E-08 1.75E-12

その他ＦＰ 7.50E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.75E+03 2.85E-08 4.27E-14
Ｐｕ（α） 1.16E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.79E+04 3.47E-06 8.04E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 9.38E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.69E+03 3.57E-05 6.70E-11
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 1.86E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.32E+00 4.19E-07 1.56E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 2.06E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.03E-01 1.68E-08 6.92E-19
Ｒｕ／Ｒｈ 3.53E+11 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.24E+10 3.30E-08 5.59E-07
Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.19E+03 2.40E-09 4.98E-15
Ｃｅ／Ｐｒ 2.31E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.16E-01 2.64E-08 1.22E-18
Ｓｒ／Ｙ 7.54E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.77E+03 8.07E-08 1.22E-13

その他ＦＰ 5.20E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.60E+02 2.85E-08 2.96E-15
Ｐｕ（α） 8.29E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.14E+03 3.47E-06 5.75E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 6.71E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.36E+02 3.57E-05 4.79E-12
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 1.33E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.67E-01 4.19E-07 1.12E-16
Ｚｒ／Ｎｂ 2.06E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.03E-01 1.68E-08 6.92E-19
Ｒｕ／Ｒｈ 3.53E+11 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.24E+10 3.30E-08 5.59E-07
Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.19E+03 2.40E-09 4.98E-15
Ｃｅ／Ｐｒ 2.31E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.16E-01 2.64E-08 1.22E-18
Ｓｒ／Ｙ 7.54E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.77E+03 8.07E-08 1.22E-13

その他ＦＰ 5.20E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.60E+02 2.85E-08 2.96E-15
Ｐｕ（α） 8.29E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.14E+03 3.47E-06 5.75E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 6.71E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.36E+02 3.57E-05 4.79E-12
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 1.33E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.67E-01 4.19E-07 1.12E-16
Ｚｒ／Ｎｂ 1.05E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.23E+00 1.68E-08 3.51E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.60E+12 3.30E-08 2.11E-05
Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.64E+05 2.40E-09 2.53E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.87E+00 2.64E-08 6.18E-17
Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.92E+05 8.07E-08 6.18E-12

その他ＦＰ 2.59E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.30E+04 2.85E-08 1.48E-13
Ｐｕ（α） 4.07E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.04E+05 3.47E-06 2.83E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.30E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.65E+04 3.57E-05 2.36E-10
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 6.55E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.28E+01 4.19E-07 5.48E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 1.05E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.23E+00 1.68E-08 3.51E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.60E+12 3.30E-08 2.11E-05
Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.64E+05 2.40E-09 2.53E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.87E+00 2.64E-08 6.18E-17
Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.92E+05 8.07E-08 6.18E-12

その他ＦＰ 2.59E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.30E+04 2.85E-08 1.48E-13
Ｐｕ（α） 4.07E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.04E+05 3.47E-06 2.83E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.30E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.65E+04 3.57E-05 2.36E-10
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 6.55E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.28E+01 4.19E-07 5.48E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 1.05E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.23E+00 1.68E-08 3.51E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.60E+12 3.30E-08 2.11E-05
Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.64E+05 2.40E-09 2.53E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.87E+00 2.64E-08 6.18E-17
Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.92E+05 8.07E-08 6.18E-12

その他ＦＰ 2.59E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.30E+04 2.85E-08 1.48E-13
Ｐｕ（α） 4.07E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.04E+05 3.47E-06 2.83E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.30E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.65E+04 3.57E-05 2.36E-10
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 6.55E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.28E+01 4.19E-07 5.48E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 1.05E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.23E+00 1.68E-08 3.51E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.60E+12 3.30E-08 2.11E-05
Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.64E+05 2.40E-09 2.53E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.87E+00 2.64E-08 6.18E-17
Ｓｒ／Ｙ 3.83E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.92E+05 8.07E-08 6.18E-12

その他ＦＰ 2.59E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.30E+04 2.85E-08 1.48E-13
Ｐｕ（α） 4.07E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.04E+05 3.47E-06 2.83E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.30E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.65E+04 3.57E-05 2.36E-10
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 6.55E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.28E+01 4.19E-07 5.48E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 2.93E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.46E+00 1.68E-08 9.84E-18
Ｒｕ／Ｒｈ 3.74E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.49E+11 3.30E-08 5.92E-06
Ｃｓ／Ｂａ 1.48E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.38E+04 2.40E-09 7.07E-14
Ｃｅ／Ｐｒ 3.28E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.64E+00 2.64E-08 1.73E-17
Ｓｒ／Ｙ 1.07E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.36E+04 8.07E-08 1.73E-12

その他ＦＰ 7.26E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.63E+03 2.85E-08 4.13E-14
Ｐｕ（α） 1.14E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.70E+04 3.47E-06 7.91E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 9.24E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.62E+03 3.57E-05 6.60E-11
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 1.83E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.17E+00 4.19E-07 1.54E-15

計量・補助槽

計量後中間貯槽

軽量前中間貯槽Ｂ

軽量前中間貯槽Ａ

計量調整槽

リサイクル槽Ｂ

中間ポットＢ

中間ポットＡ

リサイクル槽Ａ

中継槽Ｂ

中継槽Ａ

1.50E-04

1.50E-04

8.05E-03

5.92E-03

2.11E-02

2.11E-02

8.05E-03

5.59E-04

5.59E-04

2.11E-02

2.11E-02

4549
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第 1.－ 13 表  分離建屋における貯槽等への注水が機能しない  

場合の被ばく線量の計算過程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ
[Ｂｑ]

ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ］

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線
量

[Ｓｖ]

被ばく線
量

[ｍＳｖ]
Ｚｒ／Ｎｂ 8.64E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.32E+01 1.68E-08 2.90E-16
Ｒｕ／Ｒｈ 1.55E+14 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.86E+13 3.30E-08 2.45E-04
Ｃｓ／Ｂａ 4.60E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.30E+06 2.40E-09 2.21E-12
Ｃｅ／Ｐｒ 9.76E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.88E+01 2.64E-08 5.14E-16
Ｓｒ／Ｙ 3.18E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.59E+06 8.07E-08 5.13E-11

その他ＦＰ 3.03E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.51E+05 2.85E-08 1.72E-12
Ｐｕ（α） 8.61E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.30E+03 3.47E-06 5.97E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 2.78E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.39E+05 3.57E-05 1.98E-09
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 1.05E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.23E+00 1.68E-08 3.51E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 1.34E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.61E+12 3.30E-08 2.12E-05
Ｃｓ／Ｂａ 5.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.64E+05 2.40E-09 2.53E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 1.17E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.87E+00 2.64E-08 6.18E-17
Ｓｒ／Ｙ 3.84E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.92E+05 8.07E-08 6.20E-12

その他ＦＰ 2.57E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.28E+04 2.85E-08 1.46E-13
Ｐｕ（α） 4.06E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.03E+05 3.47E-06 2.82E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.30E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.65E+04 3.57E-05 2.36E-10
Ｕ（α） 9.94E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.97E+00 5.12E-06 1.02E-14

Ｎｐ（α） 6.55E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.28E+01 4.19E-07 5.48E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 2.51E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.25E+00 1.68E-08 8.43E-18
Ｒｕ／Ｒｈ 3.22E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 3.86E+11 3.30E-08 5.09E-06
Ｃｓ／Ｂａ 1.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.33E+04 2.40E-09 6.06E-14
Ｃｅ／Ｐｒ 2.82E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.41E+00 2.64E-08 1.48E-17
Ｓｒ／Ｙ 9.22E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.61E+04 8.07E-08 1.49E-12

その他ＦＰ 6.17E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.08E+03 2.85E-08 3.51E-14
Ｐｕ（α） 9.75E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.88E+04 3.47E-06 6.77E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 7.92E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.96E+03 3.57E-05 5.65E-11
Ｕ（α） 2.39E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.19E+00 5.12E-06 2.44E-15

Ｎｐ（α） 1.57E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.86E+00 4.19E-07 1.32E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 4.50E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.25E+00 1.68E-08 1.51E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 5.77E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 6.93E+11 3.30E-08 9.13E-06
Ｃｓ／Ｂａ 2.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.14E+05 2.40E-09 1.09E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 5.05E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.53E+00 2.64E-08 2.66E-17
Ｓｒ／Ｙ 1.65E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.27E+04 8.07E-08 2.67E-12

その他ＦＰ 1.11E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.53E+03 2.85E-08 6.30E-14
Ｐｕ（α） 6.22E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.11E+01 3.47E-06 4.32E-14

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.42E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.11E+03 3.57E-05 1.02E-10
Ｕ（α） 1.67E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.37E-05 5.12E-06 1.71E-19

Ｎｐ（α） 4.70E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.35E+00 4.19E-07 3.94E-16
Ｚｒ／Ｎｂ 6.00E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.00E+00 1.68E-08 2.02E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 7.70E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 9.24E+11 3.30E-08 1.22E-05
Ｃｓ／Ｂａ 3.03E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.51E+05 2.40E-09 1.45E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 6.73E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.37E+00 2.64E-08 3.55E-17
Ｓｒ／Ｙ 2.21E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.10E+05 8.07E-08 3.56E-12

その他ＦＰ 1.48E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.38E+03 2.85E-08 8.40E-14
Ｐｕ（α） 8.30E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.15E+01 3.47E-06 5.76E-14

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.90E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.48E+03 3.57E-05 1.35E-10
Ｕ（α） 2.23E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.12E-04 5.12E-06 2.28E-19

Ｎｐ（α） 6.27E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.14E+00 4.19E-07 5.25E-16
Ｚｒ／Ｎｂ 1.16E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.80E+00 1.68E-08 3.90E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 2.08E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.49E+12 3.30E-08 3.28E-05
Ｃｓ／Ｂａ 6.18E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.09E+05 2.40E-09 2.96E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 1.31E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.55E+00 2.64E-08 6.89E-17
Ｓｒ／Ｙ 4.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.13E+05 8.07E-08 6.88E-12

その他ＦＰ 4.06E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.03E+04 2.85E-08 2.31E-13
Ｐｕ（α） 1.25E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.24E+02 3.47E-06 8.66E-13

Ａｍ／Ｃｍ（α） 4.03E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.01E+04 3.57E-05 2.88E-10
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 1.16E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.80E+00 1.68E-08 3.90E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 2.08E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.49E+12 3.30E-08 3.28E-05
Ｃｓ／Ｂａ 6.18E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.09E+05 2.40E-09 2.96E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 1.31E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.55E+00 2.64E-08 6.89E-17
Ｓｒ／Ｙ 4.27E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.13E+05 8.07E-08 6.88E-12

その他ＦＰ 4.06E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.03E+04 2.85E-08 2.31E-13
Ｐｕ（α） 1.25E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.24E+02 3.47E-06 8.66E-13

Ａｍ／Ｃｍ（α） 4.03E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.01E+04 3.57E-05 2.88E-10
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 1.54E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.72E-02 1.68E-08 5.19E-19
Ｒｕ／Ｒｈ 1.97E+11 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.36E+10 3.30E-08 3.12E-07
Ｃｓ／Ｂａ 7.75E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.88E+03 2.40E-09 3.71E-15
Ｃｅ／Ｐｒ 1.72E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.62E-02 2.64E-08 9.08E-19
Ｓｒ／Ｙ 5.65E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.82E+03 8.07E-08 9.11E-14

その他ＦＰ 5.14E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.57E+02 2.85E-08 2.93E-15
Ｐｕ（α） 2.25E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.13E+04 3.47E-06 1.56E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 5.15E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.57E+02 3.57E-05 3.68E-12
Ｕ（α） 5.39E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.69E-01 5.12E-06 5.51E-16

Ｎｐ（α） 1.02E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.12E-01 4.19E-07 8.56E-17
Ｚｒ／Ｎｂ 7.97E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.98E-01 1.68E-08 2.68E-18
Ｒｕ／Ｒｈ 1.02E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.23E+11 3.30E-08 1.62E-06
Ｃｓ／Ｂａ 4.02E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.01E+04 2.40E-09 1.93E-14
Ｃｅ／Ｐｒ 8.94E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.47E-01 2.64E-08 4.71E-18
Ｓｒ／Ｙ 2.93E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.46E+04 8.07E-08 4.72E-13

その他ＦＰ 1.96E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.79E+02 2.85E-08 1.11E-14
Ｐｕ（α） 3.29E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.64E+04 3.47E-06 2.28E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 2.67E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.34E+03 3.57E-05 1.91E-11
Ｕ（α） 8.05E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.02E-01 5.12E-06 8.23E-16

Ｎｐ（α） 5.30E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.65E+00 4.19E-07 4.44E-16
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 2.50E+08 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 3.00E+07 3.30E-08 3.95E-10
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 4.72E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.36E-02 2.85E-08 2.68E-19
Ｐｕ（α） 4.50E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.25E+04 3.47E-06 3.13E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 7.31E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.66E-01 3.57E-05 5.22E-15
Ｕ（α） 4.41E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.20E-01 5.12E-06 4.51E-16

Ｎｐ（α） 3.14E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.57E+00 4.19E-07 2.63E-16
Ｚｒ／Ｎｂ 5.69E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.85E+00 1.68E-08 1.91E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 7.30E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 8.76E+11 3.30E-08 1.15E-05
Ｃｓ／Ｂａ 2.87E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.44E+05 2.40E-09 1.38E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 6.39E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.19E+00 2.64E-08 3.36E-17
Ｓｒ／Ｙ 2.09E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.05E+05 8.07E-08 3.37E-12

その他ＦＰ 1.40E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.00E+03 2.85E-08 7.96E-14
Ｐｕ（α） 2.35E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.17E+05 3.47E-06 1.63E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.91E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.54E+03 3.57E-05 1.36E-10
Ｕ（α） 5.75E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.87E+00 5.12E-06 5.88E-15

Ｎｐ（α） 3.79E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.89E+01 4.19E-07 3.17E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 6.00E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.00E+00 1.68E-08 2.02E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 7.70E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 9.24E+11 3.30E-08 1.22E-05
Ｃｓ／Ｂａ 3.03E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.51E+05 2.40E-09 1.45E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 6.73E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.37E+00 2.64E-08 3.55E-17
Ｓｒ／Ｙ 2.21E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.10E+05 8.07E-08 3.56E-12

その他ＦＰ 1.48E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.38E+03 2.85E-08 8.40E-14
Ｐｕ（α） 1.09E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.45E+04 3.47E-06 7.56E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 8.85E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.42E+03 3.57E-05 6.32E-11
Ｕ（α） 2.66E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.33E+00 5.12E-06 2.73E-15

Ｎｐ（α） 1.76E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.79E+00 4.19E-07 1.47E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 1.80E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.01E-02 1.68E-08 6.05E-19
Ｒｕ／Ｒｈ 2.31E+11 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.77E+10 3.30E-08 3.65E-07
Ｃｓ／Ｂａ 9.08E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.54E+03 2.40E-09 4.35E-15
Ｃｅ／Ｐｒ 2.02E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.01E-01 2.64E-08 1.06E-18
Ｓｒ／Ｙ 6.62E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.31E+03 8.07E-08 1.07E-13

その他ＦＰ 4.59E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.29E+02 2.85E-08 2.61E-15
Ｐｕ（α） 3.29E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.64E+03 3.47E-06 2.28E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 2.65E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.33E+02 3.57E-05 1.89E-12
Ｕ（α） 8.04E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.02E-02 5.12E-06 8.23E-17

Ｎｐ（α） 5.27E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.64E-01 4.19E-07 4.41E-17
Ｚｒ／Ｎｂ 2.48E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.24E+00 1.68E-08 8.34E-18
Ｒｕ／Ｒｈ 4.45E+12 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 5.34E+11 3.30E-08 7.03E-06
Ｃｓ／Ｂａ 1.32E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.61E+04 2.40E-09 6.34E-14
Ｃｅ／Ｐｒ 2.80E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.40E+00 2.64E-08 1.48E-17
Ｓｒ／Ｙ 9.14E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.57E+04 8.07E-08 1.47E-12

その他ＦＰ 8.70E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.35E+03 2.85E-08 4.95E-14
Ｐｕ（α） 2.46E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.23E+02 3.47E-06 1.71E-13

Ａｍ／Ｃｍ（α） 7.94E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.97E+03 3.57E-05 5.67E-11
Ｕ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 5.12E-06 0.00E+00

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

高レベル廃液供給槽Ａ

第３一時貯留処理槽

第４一時貯留処理槽

第６一時貯留処理槽

第８一時貯留処理槽

第１一時貯留処理槽

高レベル廃液濃縮缶

溶解液中間貯槽

溶解液供給槽

抽出廃液受槽

抽出廃液中間貯槽

抽出廃液供給槽Ａ

抽出廃液供給槽Ｂ

第７一時貯留処理槽

2.45E-01

2.12E-02

5.09E-03

9.13E-03

1.22E-02

1.15E-02

1.22E-02

3.65E-04

7.03E-03

3.28E-02

3.28E-02

3.12E-04

1.62E-03

4.27E-07

4550
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第 1.－ 14 表  精製建屋における貯槽等への注水が機能しない  

場合の被ばく線量の計算過程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ
[Ｂｑ]

ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ］

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線
量

[Ｓｖ]

被ばく線
量

[ｍＳｖ]
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 7.72E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 9.27E+06 3.30E-08 1.22E-10
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 1.44E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.20E-03 2.85E-08 8.19E-20
Ｐｕ（α） 5.50E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.75E+04 3.47E-06 3.82E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 2.52E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.26E-04 5.12E-06 2.58E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 5.33E+06 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 6.39E+05 3.30E-08 8.42E-12
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 9.96E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.98E-04 2.85E-08 5.67E-21
Ｐｕ（α） 1.79E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.97E+04 3.47E-06 1.25E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 2.33E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.16E-04 5.12E-06 2.38E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 2.15E+08 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.59E+07 3.30E-08 3.41E-10
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 4.03E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.01E-02 2.85E-08 2.29E-19
Ｐｕ（α） 1.93E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.64E+04 3.47E-06 1.34E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 1.08E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.39E-05 5.12E-06 1.10E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 3.04E+06 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 3.65E+05 3.30E-08 4.81E-12
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 5.68E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.84E-04 2.85E-08 3.23E-21
Ｐｕ（α） 1.31E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.56E+04 3.47E-06 9.10E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 7.34E+06 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.67E-05 5.12E-06 7.51E-20

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 3.04E+06 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 3.65E+05 3.30E-08 4.81E-12
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 5.68E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.84E-04 2.85E-08 3.23E-21
Ｐｕ（α） 1.31E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.56E+04 3.47E-06 9.10E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 7.34E+06 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.67E-05 5.12E-06 7.51E-20

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 1.01E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.22E+06 3.30E-08 1.60E-11
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 1.90E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.48E-04 2.85E-08 1.08E-20
Ｐｕ（α） 4.38E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.19E+05 3.47E-06 3.04E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 2.45E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.22E-04 5.12E-06 2.51E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 1.02E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.22E+06 3.30E-08 1.61E-11
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 1.90E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.51E-04 2.85E-08 1.08E-20
Ｐｕ（α） 4.39E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.20E+05 3.47E-06 3.05E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 2.46E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.23E-04 5.12E-06 2.51E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.23E+06 3.30E-08 5.57E-11
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 6.58E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.29E-03 2.85E-08 3.74E-20
Ｐｕ（α） 1.51E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.57E+05 3.47E-06 1.05E-09

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 8.47E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.24E-04 5.12E-06 8.67E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 3.56E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.27E+06 3.30E-08 5.63E-11
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 6.65E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.32E-03 2.85E-08 3.78E-20
Ｐｕ（α） 1.53E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.65E+05 3.47E-06 1.06E-09

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 8.56E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.28E-04 5.12E-06 8.76E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 8.90E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.07E+07 3.30E-08 1.41E-10
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 1.66E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.31E-03 2.85E-08 9.46E-20
Ｐｕ（α） 3.83E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.91E+06 3.47E-06 2.65E-09

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 2.14E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.07E-03 5.12E-06 2.19E-18

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 5.45E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 6.54E+06 3.30E-08 8.62E-11
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 1.02E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.09E-03 2.85E-08 5.79E-20
Ｐｕ（α） 2.34E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.17E+06 3.47E-06 1.63E-09

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 1.31E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.55E-04 5.12E-06 1.34E-18

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.23E+06 3.30E-08 5.57E-11
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 6.58E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.29E-03 2.85E-08 3.74E-20
Ｐｕ（α） 1.51E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.57E+05 3.47E-06 1.05E-09

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 8.47E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.24E-04 5.12E-06 8.67E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 3.56E+07 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.27E+06 3.30E-08 5.63E-11
Ｃｓ／Ｂａ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.40E-09 0.00E+00
Ｃｅ／Ｐｒ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 2.64E-08 0.00E+00
Ｓｒ／Ｙ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 8.07E-08 0.00E+00

その他ＦＰ 6.65E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.32E-03 2.85E-08 3.78E-20
Ｐｕ（α） 1.53E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.65E+05 3.47E-06 1.06E-09

Ａｍ／Ｃｍ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 3.57E-05 0.00E+00
Ｕ（α） 8.56E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.28E-04 5.12E-06 8.76E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00

プルトニウム濃縮液受槽

プルトニウム濃縮液中間貯槽

リサイクル槽

希釈槽

プルトニウム濃縮液一時貯槽

第１一時貯留処理槽

第２一時貯留処理槽

第３一時貯留処理槽

プルトニウム溶液受槽

油水分離槽

プルトニウム濃縮缶供給槽

プルトニウム溶液一時貯槽

プルトニウム濃縮液計量槽

1.60E-07

1.33E-07

4.75E-07

9.58E-08

9.58E-08

3.20E-07

3.21E-07

1.11E-06

1.12E-06

2.80E-06

1.12E-06

1.71E-06

1.11E-06

4551
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第 1.－ 15 表  ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋における  

貯槽等への注水が機能しない場合の被ばく  

線量の計算過程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ
[Ｂｑ]

ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ］

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線
量

[Ｓｖ]

被ばく線
量

[ｍＳｖ]
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 2.08E+06 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.50E+05 3.30E-08 3.29E-12
Ｃｓ／Ｂａ 4.04E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.02E-03 2.40E-09 1.93E-21
Ｃｅ／Ｐｒ 8.47E+04 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.24E-07 2.64E-08 4.46E-24
Ｓｒ／Ｙ 4.92E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.46E-03 8.07E-08 7.94E-20

その他ＦＰ 6.36E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.18E-02 2.85E-08 3.62E-19
Ｐｕ（α） 1.56E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.80E+05 3.47E-06 1.08E-09

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.52E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.60E+02 3.57E-05 1.09E-11
Ｕ（α） 8.72E+07 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.36E-04 5.12E-06 8.92E-19

Ｎｐ（α） 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 4.19E-07 0.00E+00
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 1.29E+06 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.55E+05 3.30E-08 2.04E-12
Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.25E-03 2.40E-09 1.20E-21
Ｃｅ／Ｐｒ 5.25E+04 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.63E-07 2.64E-08 2.77E-24
Ｓｒ／Ｙ 3.04E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.52E-03 8.07E-08 4.91E-20

その他ＦＰ 3.93E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.96E-02 2.85E-08 2.24E-19
Ｐｕ（α） 9.58E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.79E+05 3.47E-06 6.65E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 9.34E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.67E+02 3.57E-05 6.67E-12
Ｕ（α） 2.58E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.29E-01 5.12E-06 2.64E-16

Ｎｐ（α） 4.35E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.18E-03 4.19E-07 3.64E-19
Ｚｒ／Ｎｂ 0.00E+00 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 0.00E+00 1.68E-08 0.00E+00
Ｒｕ／Ｒｈ 1.29E+06 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.55E+05 3.30E-08 2.04E-12
Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.25E-03 2.40E-09 1.20E-21
Ｃｅ／Ｐｒ 5.25E+04 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.63E-07 2.64E-08 2.77E-24
Ｓｒ／Ｙ 3.04E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.52E-03 8.07E-08 4.91E-20

その他ＦＰ 3.93E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.96E-02 2.85E-08 2.24E-19
Ｐｕ（α） 9.58E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.79E+05 3.47E-06 6.65E-10

Ａｍ／Ｃｍ（α） 9.34E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.67E+02 3.57E-05 6.67E-12
Ｕ（α） 2.58E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.29E-01 5.12E-06 2.64E-16

Ｎｐ（α） 4.35E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.18E-03 4.19E-07 3.64E-19

硝酸プルトニウム貯槽

混合槽Ａ

混合槽Ｂ

1.10E-06

6.74E-07

6.74E-07

4552
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第 1.－ 16 表  高レベル廃液ガラス固化建屋における貯槽等へ

の     

注水が機能しない場合の被ばく線量の計算過程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 核種Ｇｒ
ＭＡＲ
[Ｂｑ]

ＡＲＦ
［－］

ＬＰＦ
［－］

ＤＲ
［－］

放出量
[Ｂｑ］

換算係数
[Ｓｖ/Ｂｑ]

被ばく線
量

[Ｓｖ]

被ばく線
量

[ｍＳｖ]
Ｚｒ／Ｎｂ 4.70E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.35E+02 1.68E-08 1.58E-15
Ｒｕ／Ｒｈ 8.44E+14 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.01E+14 3.30E-08 1.33E-03
Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+18 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.25E+07 2.40E-09 1.20E-11
Ｃｅ／Ｐｒ 5.30E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.65E+02 2.64E-08 2.79E-15
Ｓｒ／Ｙ 1.73E+18 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.63E+06 8.07E-08 2.78E-10

その他ＦＰ 1.70E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.50E+05 2.85E-08 9.67E-12
Ｐｕ（α） 4.68E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.34E+04 3.47E-06 3.25E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.51E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.56E+05 3.57E-05 1.08E-08
Ｕ（α） 4.86E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.43E-01 5.12E-06 4.98E-16

Ｎｐ（α） 3.01E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.51E+03 4.19E-07 2.52E-13
Ｚｒ／Ｎｂ 4.70E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.35E+02 1.68E-08 1.58E-15
Ｒｕ／Ｒｈ 8.44E+14 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.01E+14 3.30E-08 1.33E-03
Ｃｓ／Ｂａ 2.50E+18 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.25E+07 2.40E-09 1.20E-11
Ｃｅ／Ｐｒ 5.30E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.65E+02 2.64E-08 2.79E-15
Ｓｒ／Ｙ 1.73E+18 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.63E+06 8.07E-08 2.78E-10

その他ＦＰ 1.70E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 8.50E+05 2.85E-08 9.67E-12
Ｐｕ（α） 4.68E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.34E+04 3.47E-06 3.25E-11

Ａｍ／Ｃｍ（α） 1.51E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 7.56E+05 3.57E-05 1.08E-08
Ｕ（α） 4.86E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.43E-01 5.12E-06 4.98E-16

Ｎｐ（α） 3.01E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.51E+03 4.19E-07 2.52E-13
Ｚｒ／Ｎｂ 9.78E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.89E+01 1.68E-08 3.29E-16
Ｒｕ／Ｒｈ 1.76E+14 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.11E+13 3.30E-08 2.78E-04
Ｃｓ／Ｂａ 5.21E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.60E+06 2.40E-09 2.50E-12
Ｃｅ／Ｐｒ 1.10E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.52E+01 2.64E-08 5.81E-16
Ｓｒ／Ｙ 3.60E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.80E+06 8.07E-08 5.80E-11

その他ＦＰ 3.54E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.77E+05 2.85E-08 2.01E-12
Ｐｕ（α） 9.76E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.88E+03 3.47E-06 6.77E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.15E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.57E+05 3.57E-05 2.25E-09
Ｕ（α） 1.01E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.06E-02 5.12E-06 1.04E-16

Ｎｐ（α） 6.27E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.14E+02 4.19E-07 5.25E-14
Ｚｒ／Ｎｂ 9.78E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.89E+01 1.68E-08 3.29E-16
Ｒｕ／Ｒｈ 1.76E+14 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 2.11E+13 3.30E-08 2.78E-04
Ｃｓ／Ｂａ 5.21E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.60E+06 2.40E-09 2.50E-12
Ｃｅ／Ｐｒ 1.10E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.52E+01 2.64E-08 5.81E-16
Ｓｒ／Ｙ 3.60E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.80E+06 8.07E-08 5.80E-11

その他ＦＰ 3.54E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.77E+05 2.85E-08 2.01E-12
Ｐｕ（α） 9.76E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.88E+03 3.47E-06 6.77E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 3.15E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.57E+05 3.57E-05 2.25E-09
Ｕ（α） 1.01E+10 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.06E-02 5.12E-06 1.04E-16

Ｎｐ（α） 6.27E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.14E+02 4.19E-07 5.25E-14
Ｚｒ／Ｎｂ 7.83E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.91E+01 1.68E-08 2.63E-16
Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+14 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.69E+13 3.30E-08 2.22E-04
Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.08E+06 2.40E-09 2.00E-12
Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.41E+01 2.64E-08 4.65E-16
Ｓｒ／Ｙ 2.88E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.44E+06 8.07E-08 4.64E-11

その他ＦＰ 2.83E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.42E+05 2.85E-08 1.61E-12
Ｐｕ（α） 7.81E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.90E+03 3.47E-06 5.42E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 2.52E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.26E+05 3.57E-05 1.80E-09
Ｕ（α） 8.10E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.05E-02 5.12E-06 8.29E-17

Ｎｐ（α） 5.02E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.51E+02 4.19E-07 4.20E-14
Ｚｒ／Ｎｂ 7.83E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.91E+01 1.68E-08 2.63E-16
Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+14 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.69E+13 3.30E-08 2.22E-04
Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.08E+06 2.40E-09 2.00E-12
Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.41E+01 2.64E-08 4.65E-16
Ｓｒ／Ｙ 2.88E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.44E+06 8.07E-08 4.64E-11

その他ＦＰ 2.83E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.42E+05 2.85E-08 1.61E-12
Ｐｕ（α） 7.81E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.90E+03 3.47E-06 5.42E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 2.52E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.26E+05 3.57E-05 1.80E-09
Ｕ（α） 8.10E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.05E-02 5.12E-06 8.29E-17

Ｎｐ（α） 5.02E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.51E+02 4.19E-07 4.20E-14
Ｚｒ／Ｎｂ 1.96E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.78E+00 1.68E-08 6.57E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.22E+12 3.30E-08 5.56E-05
Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.21E+05 2.40E-09 4.99E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 2.21E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.10E+01 2.64E-08 1.16E-16
Ｓｒ／Ｙ 7.19E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.60E+05 8.07E-08 1.16E-11

その他ＦＰ 7.08E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.54E+04 2.85E-08 4.03E-13
Ｐｕ（α） 1.95E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.76E+02 3.47E-06 1.35E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 6.30E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.15E+04 3.57E-05 4.50E-10
Ｕ（α） 2.03E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.01E-02 5.12E-06 2.07E-17

Ｎｐ（α） 1.25E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.27E+01 4.19E-07 1.05E-14
Ｚｒ／Ｎｂ 1.96E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.78E+00 1.68E-08 6.57E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 3.52E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 4.22E+12 3.30E-08 5.56E-05
Ｃｓ／Ｂａ 1.04E+17 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 5.21E+05 2.40E-09 4.99E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 2.21E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.10E+01 2.64E-08 1.16E-16
Ｓｒ／Ｙ 7.19E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.60E+05 8.07E-08 1.16E-11

その他ＦＰ 7.08E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.54E+04 2.85E-08 4.03E-13
Ｐｕ（α） 1.95E+14 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 9.76E+02 3.47E-06 1.35E-12

Ａｍ／Ｃｍ（α） 6.30E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.15E+04 3.57E-05 4.50E-10
Ｕ（α） 2.03E+09 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.01E-02 5.12E-06 2.07E-17

Ｎｐ（α） 1.25E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 6.27E+01 4.19E-07 1.05E-14
Ｚｒ／Ｎｂ 7.83E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.91E+00 1.68E-08 2.63E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.69E+12 3.30E-08 2.22E-05
Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.08E+05 2.40E-09 2.00E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.41E+00 2.64E-08 4.65E-17
Ｓｒ／Ｙ 2.88E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.44E+05 8.07E-08 4.64E-12

その他ＦＰ 2.83E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.42E+04 2.85E-08 1.61E-13
Ｐｕ（α） 7.81E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.90E+02 3.47E-06 5.42E-13

Ａｍ／Ｃｍ（α） 2.52E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.26E+04 3.57E-05 1.80E-10
Ｕ（α） 8.10E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.05E-03 5.12E-06 8.29E-18

Ｎｐ（α） 5.02E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.51E+01 4.19E-07 4.20E-15
Ｚｒ／Ｎｂ 7.83E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.91E+00 1.68E-08 2.63E-17
Ｒｕ／Ｒｈ 1.41E+13 1.20E-01 1.00E+00 1.00E+00 1.69E+12 3.30E-08 2.22E-05
Ｃｓ／Ｂａ 4.17E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.08E+05 2.40E-09 2.00E-13
Ｃｅ／Ｐｒ 8.83E+11 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.41E+00 2.64E-08 4.65E-17
Ｓｒ／Ｙ 2.88E+16 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.44E+05 8.07E-08 4.64E-12

その他ＦＰ 2.83E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.42E+04 2.85E-08 1.61E-13
Ｐｕ（α） 7.81E+13 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 3.90E+02 3.47E-06 5.42E-13

Ａｍ／Ｃｍ（α） 2.52E+15 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 1.26E+04 3.57E-05 1.80E-10
Ｕ（α） 8.10E+08 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 4.05E-03 5.12E-06 8.29E-18

Ｎｐ（α） 5.02E+12 5.00E-05 1.00E-07 1.00E+00 2.51E+01 4.19E-07 4.20E-15

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

高レベル廃液混合槽Ａ

第１高レベル濃縮廃液貯槽

第２高レベル濃縮廃液貯槽

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽

1.33E+00

1.33E+00

2.78E-01

2.78E-01

2.22E-01

供給槽Ａ

供給槽Ｂ

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給液槽Ｂ

2.22E-01

5.56E-02

5.56E-02

2.22E-02

2.22E-02
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補 8-1-1 

 

 

 

補足説明資料８－１  

 

水素爆発発生時の燃焼挙動について  

 

1. 文献において報告されている内容  

火炎の伝播速度が音速を超える爆ごうについては，強力な爆ご

う波で直 接 起 爆 し た と き に 得 ら れ た 爆 ご う 範 囲 は 水 素 濃 度

1 2ｖ ｏ ｌ ％ か ら 7 0ｖｏｌ％であるとされて いる
（１）

。また，無限

大管径における水素の爆ごう範囲は 11ｖｏｌ％から 71ｖｏｌ％

であるとされて いる
（１）

。矩形管路の片端又は両端を閉鎖した実験

装置において障害物を矩形管路内に設置し，乾燥状態の水素濃度

12.5ｖｏｌ％の空気に着火する爆発試験を実施したところ，爆ご

うが発生したとされて いる
（ ２ ）

。一方，同一体系で水蒸気を含有し

た水素濃度 15ｖｏｌ％の空気においては，爆ごうが発生しなか

ったとされて いる
（ ２ ）

。  

仏国のＡＲＥＶＡのストレス  テスト報告書においては，水素

爆発を想定する機器内の空間容量が 200Ｌを下回る場合は，機器

の健全性に影響を与えないことが示されて いる
（ ３ ）

。  

 

2. 空間容積 200Ｌの容器の爆発試験  

2.1 対象機器  

仏国のＡＲＥＶＡにおける検討結果の妥当性を確認するため

に空間容積が 200L未満の機器について以下の機器について、水素

爆発試験を実施した。対象機器を第１表に示す。  
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第１表  対象機器一覧  

 

2.2 試験概要と結果  

 (１ ) 円筒型貯槽  

 ａ．試験概要  

試験の概要を第２表に示す。  

 

 ｂ．試験結果  

爆発前後の機器の写真を第１図に示す。歪みを観察するた

めの変形確認用の線に 1～ 2mm程度の変化が見られたのみで

あり、有意な塑性変形は観察されなかった。また，気密性確

認試験により、機器の健全性を確認した。  

以上の結果より， AREVAの評価の妥当性を実験的に確認し

た。 60Lの水素による閉じ込め機能への影響はないことから

機器名  選定理由  形状  着火方法  

円筒型貯槽  
ラ・アーグ再処理工
場 の 取 扱 妥 当 性 を
確認するため  

円筒型  溶断着火  

TBP洗浄塔  

パ ル ス カ ラ ム の う
ち、径が大きく最も
爆 ご う に 遷 移 し や
す い 構 造 で あ る た
め  

パルス  
カラム型  

放電着火  

補助油水分離槽  
唯 一 板 型 機 器 で あ
るため  

板型  放電着火  
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水素 60L分のエネルギは容器が吸収できると考えられる。  

 

第２表  試験の概要  

対象  

円筒型貯槽  
（ 220L, 300L。容器厚さは 3mmとした。） 
なお、容積は 200Lに余裕を見込んだ値と
した。  

混合気水素濃度  
30vol% （水素量は 66Lとなり、 AREVAの
試験条件を包含する）  

着火  
方法  溶断着火  

エネルギ  - 

液量  
0 (220L容器の場合）  
80L (300L容器の場合）  

試 験 装 置 の 開 放 /非 開
放  

密封系の貯槽  

試験回数  n=1 

取得データ  
容器変形確認、動画、水素濃度、表面温
度  

試験後の確認  残水素量、容器健全性  

 

 

爆発前（ 300Ｌ容器）   →   爆発後（ 300Ｌ容器）  

 

第１図  試験前後の容器の写真  
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 (２ ) ＴＢＰ洗浄塔  

 ａ．試験概要  

試験の概要を第３表に示す。また，容器の概要を第２図に

示す。  

第３表  試験の概要  

対象  TBP洗浄塔  

水素濃度  30vol% 

着火  
方法  放電着火  

エネルギ  100mJ, 500mJ 

液量  設計値 ※  

試験装置の開放 /非開
放  

塔槽類廃ガス処理系の圧損を模擬した  
安全弁で開放  

試験回数  n=3 

取得データ  圧力、光、ひずみ、動画、水素濃度、湿度   

試験後の確認  
残水素量、容器健全性、ファイバ－スコー
プによる内部構造物観察  

※空間容量が最小となる、時間余裕と同じ液位とする。 

 

 

 

第２図  ＴＢＰ洗浄塔を模擬した容器  

4561



補 8-1-5 

 

 ｂ．試験結果  

最大発生圧力は 0.64MPa程度であった。また，最大歪みは 6

00μ strain程度であり、塑性変形することは無かった。機器

内のノズルの健全性は維持された。気密性確認試験及び歪み

の測定結果から、機器の健全性を確認した。  

 

 (３ ) 補助油水分離槽  

 ａ．試験概要  

試験の概要を第４表に示す。また，容器の概要を第３図に

示す。  

第４表  試験の概要  

対象  補助油水分離槽  

水素濃度  30vol% 

着火  
方法  放電着火  

エネルギ  100mJ, 500mJ 

液量  設計値 ※  

試験装置の開放 /非開
放  

塔 槽 類 廃 ガ ス 処 理 系 の 圧 損 を 模 擬 し た 安
全弁で開放  

試験回数  n=3 

取得データ  圧力、光、ひずみ、動画、水素濃度、湿度  

試験後の確認  
残水素量、容器健全性、ファイバ－スコー
プによる内部構造物観察  

※空間容量が最小となる、時間余裕と同じ液位とする。 

 

 

 

 

第３図  補助油水分離槽を模擬した容器  
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 ｂ．試験結果  

最大発生圧力は 2.8MPa程度であった。また，最大歪みは 1

300μ strain程度であり、塑性変形することは無かった。機

器内のノズルの健全性は維持された。気密性確認試験及び歪

みの測定結果から、機器の健全性を確認した。  
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3. 再処理施設の機器を対象とした水素爆発の試験及び解析  

3.1 対象機器  

水素爆発を想定する機器のうち，複数機器間の接続，塔槽類廃

ガス処理設備の一部を含めて忠実に再現した容器に，水素濃度 1

2ｖｏｌ％の空気を封入し水素爆発を発生させ圧力，ひずみ等を

確認した。対象機器を第５表に示す。  

 

第５表  試験及び解析の対象機器  

機器名  選定理由  形状  着火方法  

第１、２不溶解
残 渣 廃 液 一 時
貯槽  

オー バー フロ ー 配管 で水
平に 貯槽 同士 が 接続 する
構造 であ り、 ジ ェッ ト着
火に よる 爆ご う 遷移 が起
こり やす いと 考 えら れる
ため。  

円筒型  
放電  
着火  

Pu濃縮液受槽  
リサイクル槽  

環状 型貯 槽の う ち、 貯槽
間の 塔槽 類廃 ガ ス処 理設
備の 配管 の距 離 が最 も短
い組合せであるため。  

環状型  
放電  
着火  

不 溶 解 残 渣 回
収槽、リサイク
ル槽  

円筒 型貯 槽の う ち、 貯槽
間の 塔槽 類廃 ガ ス処 理設
備の 配管 の距 離 が最 も短
い組合せであるため。  
なお 、途 中に 小 型ポ ット
を含 み、 燃焼 に 乱れ が生
じやすい構造である。  

円筒型  
放電  
着火  

 

3.2 試験概要と結果  

 (１ ) 第１、２不溶解残渣廃液一時貯槽  

 ａ．試験概要  

試験の概要を第６表に示す。また，容器の概要を第４図に

示す。  
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第６表  試験の概要  

対象  
第１、２不溶解残渣廃液一時貯槽  
（オーバーフロー配管で連結）  

水素濃度  12vol% 

着火  
方法  放電着火  

エネルギ  100mJ, 500mJ 

液量  設計値 ※  

試 験 装 置 の 開 放 /
非開放  

密封系  

試験回数  n=3 

取得データ  圧力、光、ひずみ、動画、水素濃度、湿度  

試験後の確認  
残水素量、容器健全性、ファイバ－スコー

プによる内部構造物観察  

※空間容量が最小となる、時間余裕と同じ液位とする。 

 

 

第４図  第１、２不溶解残渣廃液一時貯槽のモデル  

 

 ｂ．試験結果  

最大発生圧力は 0.3MPa程度であった。また，最大歪みは 4

00μ strain程度であり、塑性変形することは無かった。機器

内のノズルの健全性は維持された。気密性確認試験及び歪み
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の測定結果から、機器の健全性を確認した。  

 

 (２ ) プルトニウム濃縮液受槽，リサイクル槽  

 ａ．試験概要  

試験の概要を第７表に示す。また，容器の概要を第５図に

示す。  

第７表  試験の概要  

対象  Pu濃縮液受槽、リサイクル槽  

水素濃度  12vol% 

着火  
方法  放電着火  

エネルギ  100mJ, 500mJ 

液量  設計値 ※  

試験装置の開放 /非
開放  

密封系  

試験回数  n=3 

取得データ  
圧力、光、ひずみ、動画、水素濃度、湿

度  

試験後の確認  
残水素量、容器健全性、ファイバ－スコ

ープによる内部構造物観察  

※空間容量が最小となる、時間余裕と同じ液位とする。 

 

第５図  Pu濃縮液受槽、リサイクル槽のモデル  
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 ｂ．試験結果  

最大発生圧力は 0.2MPa程度であった。また，最大歪みは 1

00μ strain程度であり、塑性変形することは無かった。機器

内のノズルの健全性は維持された。気密性確認試験及び歪み

の測定結果から、機器の健全性を確認した。  

 

 (３ ) 不溶解残渣回収槽，リサイクル槽  

 ａ．試験概要  

試験の概要を第８表に示す。また，容器の概要を第６図に

示す。  

第８表  試験の概要  

対象  不溶解残渣回収槽、リサイクル槽  

水素濃度  12vol% 

着火  
方法  放電着火  

エネルギ  100mJ, 500mJ 

液量  設計値 ※  

試験装置の開放 /非
開放  

密封系  

試験回数  n=3 

取得データ  
圧力、光、ひずみ、動画、水素濃度、湿

度  

試験後の確認  
残水素量、容器健全性、ファイバ－スコ

ープによる内部構造物観察  

※空間容量が最小となる、時間余裕と同じ液位とする。 
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第６図  不溶解残渣回収槽、リサイクル槽のモデル  

 

 ｂ．試験結果  

最大発生圧力は 0.5MPa程度であった。また，最大歪みは 250

μstrain程度であり、塑性変形することは無かった。機器内の

ノズルの健全性は維持された。気密性確認試験及び歪みの測定

結果から、機器の健全性を確認した。  

 

２．参考文献  

 （ １ ）  新エネルギ・産業技術総合開発機構．“水素の有効利用

ガイドブック”．日本産業・医療ガス協会．

http://www.jimga.or.jp/front/bin/ptlist.phtml?Ca

tegory=7130，（参照  2016-10-23）．  

 （ ２ ）  S．B．Dorofeev．et al．Effect of scale on the onset of 

detonations．Shock Waves．2000-05，vol．10．issue．

2．  
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 （ ３ ）  “Evaluation complémentaire de la sûreté des 

installations  nucléaires de base, Site de La Hague”， 

AREVA Paris,    Septembre 2011. 
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補足説明資料８－２（２８条） 

８．放射線分解により発生する水素による 

爆発への対処 
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補足説明資料８－２ 

水素掃気機能の喪失による水素爆発への対処 

1. 放射線分解により発生する水素による爆発への対処概要

1.1 水素爆発の発生防止対策の概要 

  安全圧縮空気系の水素掃気機能の喪失に対して，貯槽等内において水素

爆発が発生することを未然に防止するため，可搬型空気圧縮機，可搬型建

屋外ホース，可搬型建屋内ホース及び建屋内空気中継配管を水素掃気配管

又は機器圧縮空気供給配管（除染用配管等）に接続し，圧縮空気の供給に

よる水素掃気を実施する。 

可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給開始前に未然防止濃度に至る

可能性のある貯槽等においては，貯槽等内の気相部の水素濃度を未然防止

濃度未満に維持するため，分離建屋，精製建屋及びウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋に設置する圧縮空気自動供給系から圧縮空気を自動供給する。 

圧縮空気自動供給系から未然防止濃度未満に維持するために十分な量

の圧縮空気を供給する。水素発生量の不確かさを考慮しても未然防止濃度

未満に維持するために十分な量の圧縮空気を供給する。 

可搬型空気圧縮機からの圧縮空気の供給は，設計掃気量相当とし，水

素濃度の増加を見込んでも，貯槽等内の気相部の水素濃度を可燃限界濃度

未満に維持する。 

また，水素濃度の推移を把握するために，可搬型水素濃度計を用いて

水素濃度を所定の頻度（１時間 30 分）で確認するとともに，変動が想定

される期間において，余裕をもって変動程度を確認する。また，対策の効

果を確認するため，対策実施前後に水素濃度の測定を行う。 
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 安全圧縮空気系の水素掃気機能が喪失し，喪失した水素掃気機能を代替

する措置が講じられない場合，貯槽等内の気相部の水素濃度がドライ換算

で８ｖｏｌ％に至るまでの最短の時間は，前処理建屋の貯槽等において約

76 時間，分離建屋の貯槽等において約 7 時間 30 分，精製建屋の貯槽等に

おいて約１時間 20 分，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の貯槽等にお

いて約７時間 20 分及び高レベル廃液ガラス固化建屋の貯槽等において約

24 時間である。 

各建屋の対策の概要等を以下に示す。
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少
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

2
機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
の
指
示
値
確
認

【作
業
概
要
】

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
の
圧
力
指
示
値
が
異
常
に
減
少

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
設
置
予
定
部
屋

P

P

3

【作
業
概
要
】

屋
外
の
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
建
屋
入
口
近
傍
に
あ
る
、
圧
縮
空
気
供

給
系
の
接
続
口
ま
で
ホ
ー
ス
を
敷
設
す
る
。

ホ
ー
ス
敷
設

(外
回
り

)及
び
接
続

ホ
ー
ス
敷
設

ホ
ー
ス

に
つ
い
て
は
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。

4577
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第
1.
－
６
図

 
分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
２
）

 

4

水
素
掃
気
系
統

圧
力
計

こ
こ
に
可
搬
型
圧
力
計

を
設
置
す
る

【作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
に
よ
り
圧
縮
空
気
を
供
給
し
、
建
屋
内
の
水
素

掃
気
配
管
に
可
搬
型
の
圧
力
計
を
設
置
し
、
指
示
値
を
確
認
す
る
。

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
供
給
開
始
、
供
給
圧
力
確
認

5
可
搬
型
流
量
計
設
置

【
作
業
概
要
】

対
象
機
器
へ
接
続
す
る
水
素
掃
気
配
管
又
は
機
器
圧
縮
空
気
供
給

配
管
へ
、
可
搬
型
の
流
量
計
を
設
置
す
る
。

6

【
作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
圧
縮
空
気
供
給
後
、
各
機
器
の
水
素

掃
気
配
管
又
は
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
圧
縮
空
気
流
量
を
変

動
さ
せ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
空
気
の
出
口
側
で
あ
る
セ
ル
導
出
経
路

の
流
量
も
変
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
機
器
個
別
に
圧
縮
空

気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
と
廃
ガ
ス
流
量
確
認
に
よ
る
成
功
検
知

機
器
圧
縮
空
気

供
給
配
管

可
搬
型

流
量
計

可
搬
型

流
量
計

セ
ル

導
出
セ
ル

水
色
：
対
策
で
使
用
す
る
系
統

(常
設

)
橙
：可
搬
型
設
備

水
素
掃
気

配
管

可
搬
型

流
量
計

供
給
流
量
を
調
整
し

て
流
量
の
変
動
を

確
認
す
る
こ
と
で
給

気
成
功
を
検
知

に
つ
い
て
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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第
1.
－
７
図

 
分
離
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
３
）

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
へ
の

水
素
掃
気
流
量

7

【
作
業
概
要
】

圧
縮
空
気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
圧
縮
空

気
の
供
給
を
再
開
す
る
。
可
搬
型
流
量
計
の
指
示
値
を
確
認
す
る
。

必
要
に
よ
り
流
量
を
調
整
す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
確
認
、
圧
縮
空
気
流
量
調
整

８
水
素
濃
度
計
設
置
（
可
搬
型
水
素
濃
度
計
に
よ
る
水
素
濃
度
確
認
）

【
作
業
概
要
】

機
器
の
水
素
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
、
水
素
濃
度
計
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

水
素
濃
度
を
所
定
の
頻
度
（１
時
間

3
0
分
）で
確
認
す
る
と
と
も
に
，
変
動
が

想
定
さ
れ
る
期
間
に
お
い
て
，
余
裕
を
も
っ
て
変
動
程
度
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

対
策
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
，
対
策
実
施
前
後
に
水
素
濃
度
の
測
定
を

行
う
。

９
温
度
計
設
置
（
可
搬
型
温
度
計
設
置
に
よ
る
貯
槽
温
度
測
定
、
温
度
確
認
）

【作
業
概
要
】

高
レ
ベ
ル
廃
液
等
の
温
度
変
化
で
の
水
素
発
生
速
度
の
変
動
に
よ
る
水
素

濃
度
の
推
移
を
確
認
す
る
た
め
に
可
搬
型
温
度
計
を
設
置
し
，
水
素
発
生
速

度
の
変
動
が
想
定
さ
れ
る
期
間
、
溶
液
の
温
度
を
確
認
す
る
。
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【
精
製
建
屋
の
水
素
爆
発
の
発
生
防
止
対
策
の
概
要
】

 

第
1.
－
８
図

 
精
製
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
図

 

前
処
理
建
屋

可
搬
型
空
気
圧
縮
機

圧
縮
空
気
自
動

供
給
貯
槽

水
素
掃
気
配
管

機
器
圧
縮
空
気

自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

機
器
圧
縮
空
気

供
給
配
管

可
搬
型
圧
力
計

可
搬
型

流
量
計

ホ
ー
ス

6

3

4
建
屋
内
空
気

中
継
配
管

2

建
屋
排
風
機

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
・

セ
ル
排
風
機

セ
ル

導
出
セ
ル

主
排
気
筒

セ
ル

水
色
：
対
策
で
使
用
す
る
系
統

(常
設

)
橙
：
可
搬
型
設
備

可
搬
型
流
量
計

1

5

7

9
可
搬
型

温
度
計

8
可
搬
型

水
素
濃
度
計

3

可
搬
型

流
量
計

4580



補
8-
2-

11
 

第
1.
－
９
図

 
精
製
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
１
）

 

1
圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
の
指
示
値
確
認

【作
業
概
要
】

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽

の
圧
力
指
示
値
が
異
常
に

減
少
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

2
機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
の
指
示
値
確
認

【作
業
概
要
】

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供

給
ユ
ニ
ッ
ト
の
圧
力
指
示

値
が
異
常
に
減
少
し
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
設
置
予
定
部
屋

P

P

3 4【作
業
概
要
】

屋
外
の
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
を
起
動
し
、
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
建
屋
入
口
近
傍
に
あ
る
、
圧

縮
空
気
供
給
系
の
接
続
口
ま
で
ホ
ー
ス
を
敷
設
、
接
続
す
る
。

【作
業
概
要
】

前
処
理
建
屋
か
ら
の
水
素
掃
気
系
統
を
建
屋
入
口
弁
の
操
作
に
よ
っ
て
隔
離
し
、
水
素
掃
気
系

統
へ
圧
力
計
を
設
置
す
る
。

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
の
起
動
、
ホ
ー
ス
敷
設

(外
回
り

)及
び
接
続

建
屋
入
口
弁
隔
離
、
圧
力
計
設
置

水
素
掃
気
系
統

圧
力
計 建
屋
入
口
弁

圧
縮
空
気
供
給
開
始
、
供
給
圧
力
確
認

【作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
圧
縮
空
気
の
供
給

を
開
始
し
、
供
給
後
の
圧
力
計
の
指
示
値
を
確
認

す
る
。ホ
ー
ス
敷
設

こ
こ
に
可
搬
型
圧
力
計

を
設
置
す
る

ホ
ー
ス

4

に
つ
い
て
は
商
業
機
密
お
よ
び
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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第
1
.
－

1
0
図

 
精
製
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
２
）

 

7 【
作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
圧
縮
空
気
供
給
後
、
各
機
器
の
水
素
掃
気
配
管

又
は
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
圧
縮
空
気
流
量
を
変
動
さ
せ
る
。
こ
れ
に

伴
い
、
空
気
の
出
口
側
で
あ
る
セ
ル
導
出
経
路
の
流
量
も
変
動
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
で
、
機
器
個
別
に
圧
縮
空
気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
と
廃
ガ
ス
流
量
確
認
に
よ
る
成
功
検
知

機
器
圧
縮
空
気

供
給
配
管

可
搬
型

流
量
計

可
搬
型

流
量
計

セ
ル導
出
セ
ル

水
色
：
対
策
で
使
用
す
る
系
統

(常
設

)
橙
：
可
搬
型
設
備

水
素
掃
気

配
管

可
搬
型

流
量
計

5
可
搬
型
流
量
計
設
置

【作
業
概
要
】

対
象
機
器
へ
接
続
す
る
水
素
掃
気
配
管
又
は
機
器
圧
縮
空
気

供
給
配
管
へ
、
可
搬
型
の
流
量
計
を
設
置
す
る
。

接
続
口

接
続
口

こ
こ
に
可
搬
型

流
量
計
を
設
置
す
る

6 【作
業
概
要
】

圧
縮
空
気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
圧

縮
空
気
の
供
給
を
再
開
す
る
。
可
搬
型
流
量
計
の
指
示
値
を

確
認
す
る
。
必
要
に
よ
り
流
量
を
調
整
す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
確
認
、
圧
縮
空
気
流
量
調
整

供
給
流
量
を
調
整
し
て
流

量
の
変
動
を
確
認
す
る
こ

と
で
給
気
成
功
を
検
知
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第
1
.
－

1
1
図

 
精
製
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
３
）

 

８
水
素
濃
度
計
設
置
（可
搬
型
水
素
濃
度
計
に
よ
る
水
素
濃
度
確
認
）

【
作
業
概
要
】

機
器
の
水
素
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
、
水
素
濃
度
計
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

水
素
濃
度
を
所
定
の
頻
度
（１
時
間

3
0分
）で
確
認
す
る
と
と
も
に
，
変
動
が

想
定
さ
れ
る
期
間
に
お
い
て
，
余
裕
を
も
っ
て
変
動
程
度
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

対
策
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
，
対
策
実
施
前
後
に
水
素
濃
度
の
測
定
を

行
う
。

９
温
度
計
設
置
（
可
搬
型
温
度
計
設
置
に
よ
る
貯
槽
温
度
測
定
、
温
度
確
認
）

【
作
業
概
要
】

高
レ
ベ
ル
廃
液
等
の
温
度
変
化
で
の
水
素
発
生
速
度
の
変
動
に
よ
る
水
素

濃
度
の
推
移
を
確
認
す
る
た
め
に
可
搬
型
温
度
計
を
設
置
し
，
水
素
発
生
速

度
の
変
動
が
想
定
さ
れ
る
期
間
、
溶
液
の
温
度
を
確
認
す
る
。

4583
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【
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
の
発
生
防
止
対
策
の
概
要
】

 

第
1.
－

1
2
図

 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
図

 

建
屋
排
風
機

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
・

セ
ル
排
風
機

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

の
排
風
機

セ
ル

建
屋

主
排
気
筒

ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ

部
屋

部
屋

前
処
理
建
屋

可
搬
型
空
気
圧
縮
機

部
屋

ホ
ー
ス

水
色
：
対
策
で
使
用
す
る
系
統

(常
設

)
橙
：
可
搬
型
設
備

水
素
爆
発

を
想
定
す
る

機
器

4

3 水
素
掃
気
配
管

21

可
搬
型
流
量
計

圧
縮
空
気

自
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト

機
器
圧
縮
空
気

自
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管

6

可
搬
型

流
量
計

7

可
搬
型
圧
力
計5

9
可
搬
型

温
度
計

8
可
搬
型

水
素
濃
度
計

建
屋
内
空
気

中
継
配
管
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第
1.
－

1
3
図

 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
図
（
そ
の
１
）

 

1
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
の
指
示
値
確
認

【
作
業
概
要
】

圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
の
圧
力

指
示
値
が
異
常
に
減
少
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

2
機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
の
指
示
値
確
認

【作
業
概
要
】

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

の
圧
力
指
示
値
が
異
常
に
減
少
し

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

P

圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
予
定
部
屋

P

可
搬
型
流
量
計
設
置

3 【
作
業
概
要
】

対
象
機
器
へ
接
続
す
る
系
統
へ
、
可
搬
型
の
流
量
計
を
設
置
す
る
。

水
素
掃
気
系
統

圧
力
計

こ
こ
に
可
搬
型
圧
力
計

を
設
置
す
る

【作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
に
よ
り
圧
縮
空
気
を
供
給
し
、
建
屋
内
の
水
素
掃
気
配
管
又
は

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
に
可
搬
型
の
圧
力
計
を
設
置
し
、
指
示
値
を
確
認
す
る
。

ホ
ー
ス
敷
設
準
備

(外
回
り
、
接
続
及
び
圧
力
計
設
置

)

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
供
給
開
始
、
供
給
圧
力
確
認

【
作
業
概
要
】

屋
外
の
可
搬
型
空
気

圧
縮
機
か
ら
建
屋
入

口
近
傍
に
あ
る
、
水
素

掃
気
ラ
イ
ン
の
接
続
口

ま
で
ホ
ー
ス
を
敷
設
す

る
。

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱
硝
建
屋

ホ
ー
ス

4 5

に
つ
い
て
は
商
業
機
密
お
よ
び
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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4
図

 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
２
）

 

7

【
作
業
概
要
】

圧
縮
空
気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
圧
縮
空
気
の
供
給
を
再
開

す
る
。
可
搬
型
流
量
計
の
指
示
値
を
確
認
す
る
。
必
要
に
よ
り
流
量
を
調
整
す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
確
認
、
圧
縮
空
気
流
量
調
整

6

【作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
圧
縮
空
気
供
給
後
、
各
機
器
の
水
素
掃
気
用

配
管
又
は
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
の
圧
縮
空
気
流
量
を
変
動
さ
せ
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
空
気
の
出
口
側
で
あ
る
セ
ル
導
出
経
路
の
流
量
も
変
動
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
機
器
個
別
に
圧
縮
空
気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
と
廃
ガ
ス
流
量
確
認
に
よ
る
成
功
検
知

機
器
圧
縮
空
気

供
給
配
管

可
搬
型

流
量
計

可
搬
型

流
量
計

セ
ル

導
出
セ
ル

水
色
：
対
策
で
使
用
す
る
系
統

(常
設

)
橙
：
可
搬
型
設
備

水
素
掃
気

配
管

可
搬
型

流
量
計

硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
貯
槽
へ
の

水
素
掃
気
流
量

供
給
流
量
を
調
整
し

て
流
量
の
変
動
を
確

認
す
る
こ
と
で
給
気
成

功
を
検
知

に
つ
い
て
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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図

 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
３
）

 

８
水
素
濃
度
計
設
置
（可
搬
型
水
素
濃
度
計
に
よ
る
水
素
濃
度
確
認
）

【作
業
概
要
】

機
器
の
水
素
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
、
水
素
濃
度
計
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

水
素
濃
度
を
所
定
の
頻
度
（１
時
間

3
0分
）で
確
認
す
る
と
と
も
に
，
変
動
が

想
定
さ
れ
る
期
間
に
お
い
て
，
余
裕
を
も
っ
て
変
動
程
度
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

対
策
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
，
対
策
実
施
前
後
に
水
素
濃
度
の
測
定
を

行
う
。

９
温
度
計
設
置
（
可
搬
型
温
度
計
設
置
に
よ
る
貯
槽
温
度
測
定
、
温
度
確
認
）

【
作
業
概
要
】

高
レ
ベ
ル
廃
液
等
の
温
度
変
化
で
の
水
素
発
生
速
度
の
変
動
に
よ
る
水
素

濃
度
の
推
移
を
確
認
す
る
た
め
に
可
搬
型
温
度
計
を
設
置
し
，
水
素
発
生
速

度
の
変
動
が
想
定
さ
れ
る
期
間
、
溶
液
の
温
度
を
確
認
す
る
。

4587



補
8-
2-

18
 

【
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
の
発
生
防
止
対
策
の
概
要
】

 

第
1
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1
6
図

 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
図

 

建
屋
排
風
機

セ
ル
排
風
機

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

の
排
風
機

セ
ル

セ
ルセ
ル

セ
ル

前
処
理
建
屋

建
屋

可
搬
型
圧
力
計

可
搬
型

流
量
計

水
素
爆
発
を

想
定
す
る
機
器

主
排
気
筒

ホ
ー
ス

水
色
：
対
策
で
使
用
す
る
系
統

(常
設

)
橙
：
可
搬
型
設
備

可
搬
型
空
気
圧
縮
機

1

3

5

2

水
素
掃
気
配
管

機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管

2

4

機
器
圧
縮
空
気

供
給
配
管

可
搬
型
流
量
計

可
搬
型

流
量
計

8
可
搬
型

温
度
計

7
可
搬
型

水
素
濃
度
計

建
屋
内
空
気

中
継
配
管
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図

 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
１
）

 

ホ
ー
ス

【作
業
概
要
】

屋
外
の
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か

ら
建
屋
入
口
近
傍
に
あ
る
、
圧
縮

空
気
供
給
系
の
接
続
口
ま
で

ホ
ー
ス
を
敷
設
す
る
。
ま
た
、
圧
縮

空
気
を
供
給
す
る
た
め
の
系
統
を

確
立
す
る
た
め
、
隔
離
等
の
操
作

を
行
う
。

【作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
に
よ
り
圧
縮
空
気
を
供
給
す
る
。

ホ
ー
ス
敷
設

(外
回
り

)及
び
接
続

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
供
給
開
始

ホ
ー
ス

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

可
搬
型
流
量
計
設
置
、
供
給
圧
力
確
認

1 3

2 【作
業
概
要
】

対
象
機
器
へ
接
続
す
る
水
素
掃
気
配
管
又
は
機
器
圧
縮
空
気
供
給
配
管
に

可
搬
型
の
流
量
計
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
水
素
掃
気
配
管
又
は
機
器
圧
縮
空

気
供
給
配
管
に
可
搬
型
の
圧
力
計
を
設
置
し
、
指
示
値
を
確
認
す
る
。

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
槽
へ
の

水
素
掃
気
流
量

可
搬
型
流
量
計

用
取
り
口

に
つ
い
て
は
商
業
機
密
お
よ
び
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
水
素
爆
発
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
空
気
の
供
給
概
要
（
そ
の
２
）

 

4 【作
業
概
要
】

可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
の
圧
縮
空
気
供
給
後
、
各
機
器
の
水
素
掃
気
用

安
全
圧
縮
空
気
系
、
か
く
は
ん
用
安
全
圧
縮
空
気
系
又
は
発
生
防
止
用
圧

縮
空
気
供
給
系
の
圧
縮
空
気
流
量
を
変
動
さ
せ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
空
気
の

出
口
側
で
あ
る
セ
ル
導
出
経
路
の
流
量
も
変
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

機
器
個
別
に
圧
縮
空
気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
と
廃
ガ
ス
流
量
確
認
に
よ
る
成
功
検
知

機
器
圧
縮
空
気

供
給
配
管

可
搬
型

流
量
計

可
搬
型
流
量
計

セ
ル

導
出
セ
ル

水
色
：
対
策
で
使
用
す
る
系
統

(常
設

)
橙
：可
搬
型
設
備

水
素
掃
気

配
管

可
搬
型

流
量
計

供
給
流
量
を
調
整
し

て
流
量
の
変
動
を
確

認
す
る
こ
と
で
給
気
成

功
を
検
知

5

【作
業
概
要
】

圧
縮
空
気
の
供
給
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
圧
縮
空
気
の
供
給
を
再
開
す

る
。
可
搬
型
流
量
計
の
指
示
値
を
確
認
す
る
。
必
要
に
よ
り
流
量
を
調
整
す
る
。

圧
縮
空
気
流
量
確
認
、
圧
縮
空
気
流
量
調
整

6
水
素
濃
度
計
設
置
（
可
搬
型
水
素
濃
度
計
に
よ
る
水
素
濃
度
確
認
）

【作
業
概
要
】

機
器
の
水
素
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
、
水
素
濃
度
計
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

水
素
濃
度
を
所
定
の
頻
度
（
１
時
間

30
分
）
で
確
認
す
る
と
と
も
に
，
変
動
が

想
定
さ
れ
る
期
間
に
お
い
て
，
余
裕
を
も
っ
て
変
動
程
度
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

対
策
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
，
対
策
実
施
前
後
に
水
素
濃
度
の
測
定
を

行
う
。

7
温
度
計
設
置
（
可
搬
型
温
度
計
設
置
に
よ
る
貯
槽
温
度
測
定
、
温
度
確
認
）

【
作
業
概
要
】

高
レ
ベ
ル
廃
液
等
の
温
度
変
化
で
の
水
素
発
生
速
度
の
変
動
に
よ
る
水
素

濃
度
の
推
移
を
確
認
す
る
た
め
に
可
搬
型
温
度
計
を
設
置
し
，
水
素
発
生
速

度
の
変
動
が
想
定
さ
れ
る
期
間
、
溶
液
の
温
度
を
確
認
す
る
。

4590



補 8-2-21 

1.2 水素爆発の発生防止対策の信頼性 

1.2.1 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備の設計 

 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する系統は、基準地

震動を 1.2 倍にした地震動を考慮した際に機能維持できる設計とすること

で、系統自身の堅牢性を十分確保した上で、水素爆発後の状態におけるリ

スクの大きさを考慮し、さらに信頼性を高めるための設計としている。

 位置的分散及び独立性を考慮した系統を２系統整備 ⇒ 多重性確保

 １系統あたり２口の接続口を整備 ⇒ 空気の供給のための多様な空間

を確保

○接続口の信頼性

水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する配管は、独立

した系統に接続口を設け、複数の部屋で空気の供給ができるよう設計して

いる。 

第 1.－19 図 水素爆発を未然に防止するための空気の供給の接続口概要図 
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1.2.2 水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備の有効

性について 

水素爆発への対処は，安全圧縮空気系の水素掃気機能の喪失が発生し

た場合に実施するため，水素爆発への対処に使用する重大事故等対処施設

には，安全圧縮空気系の水素掃気機能の喪失に伴って生じる環境条件の変

化を想定した場合でも，必要な機能を有効に発揮することが求められる。 

以下に，重大事故等対処施設が機能を発揮できることを説明する。 

ａ．温度 

1)常設重大事故等対処設備 

水素爆発を未然に防止するための空気の供給は，水素爆発前に実施

することから，その温度は通常時と同様程度であり，設備の機能を損

なうことはない。 

 水素爆発を未然に防止するための空気の供給は、基本的に水素爆

発前までに実施されることから、温度条件としては沸点以下が基

本。 

 2)可搬型重大事故等対処設備 

可搬型重大事故等対処設備は，直接溶液と接することはなく，外部

から供給される圧縮空気を通気するのみである。水素爆発を未然に防

止するための空気の供給時の供給圧縮空気量は，可搬型空気圧縮機か

らの圧縮空気の温度が 55℃以下となる空気量で供給することから，

設備の機能を損なうことはない。 

 可搬型ホース等は直接溶液と接することはなく、可搬型空気圧縮

機から供給される圧縮空気を通気するのみである。 

 可搬型ホース（エアホース）の耐熱温度 60℃に対し、水素爆発を

未然に防止するための空気の供給時の供給圧縮空気量は、可搬型
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空気圧縮機からの圧縮空気の温度が 55℃以下となる空気量で供給

することから、想定される使用条件において有意な影響を与える

ことはない。 

 

ｂ．圧力 

可搬型空気圧縮機からの圧縮空気供給圧が圧力条件として最も高い

が，水素爆発を未然に防止するための空気の供給に使用する設備は最

高使用圧力以下の供給圧で圧縮空気を供給する運用とすることから，

設備の機能を損なうことはない。 

 常設重大事故等対処設備の最高使用圧力が 0.98ＭＰａであるのに

対し、可搬型空気圧縮機からの圧縮空気供給圧を 0.7ＭＰａ以下

とすることから、有意な影響はない 

 可搬型ホース（エアホース）の使用圧力が 1.6ＭＰａ程度である

のに対し、可搬型空気圧縮機からの圧縮空気供給圧を 0.7 

ＭＰａ以下とすることから、有意な影響はない 

ｃ．放射線 

 直接溶液と接する常設重大事故等対処設備における放射線影響は，

平常運転時と同程度であり，直接放射線と接しない可搬型重大事故

等対処設備における放射線影響は，セル外で使用することからその

影響は無視できることから，設備の機能を損なうことはない。 
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2. 水素爆発の拡大防止対策の概要

代替安全圧縮空気系の圧縮空気自動供給貯槽又は圧縮空気自動供給ユニ

ット及び機器圧縮空気自動供給ユニットからの圧縮空気の供給機能の喪失

により圧縮空気が供給できない場合，圧縮空気自動供給貯槽又は圧縮空気

自動供給ユニットと異なる系統に，速やかに接続できる圧縮空気手動供給

ユニットを設置することで，未然防止濃度未満を維持している期間中に，

貯槽等へ圧縮空気を供給し，水素濃度を可燃限界濃度未満とする。 

また，水素爆発の拡大防止対策は，水素爆発の発生防止対策と並行し

て準備に着手し，水素掃気機能の喪失により重大事故の水素爆発を想定す

る貯槽等内の水素濃度が未然防止濃度に到達する前に実施する。 

さらに，水素爆発への対策に使用する常設重大事故等対処設備の配管

以外に，貯槽等に接続している重大事故等対処施設の放射線分解により発

生する水素による爆発に対処するための設備の常設重大事故等対処設備の

配管を始めとするその他の配管を活用した貯槽等への空気の供給手順書を

整備することにより，貯槽等への空気の供給を確実なものとする。 

  また，貯槽等に接続する塔槽類廃ガス処理設備の配管の流路を遮断する

ことにより，放射性物質をセルに導出し，セルへの導出経路及びセルにて

放射性エアロゾルの沈着を図る。 

また，水素掃気用の圧縮空気が継続して供給されることに伴い，貯槽

等の気相部の放射性物質が圧縮空気により同伴され，水素爆発が発生し

た設備に接続する換気系統の配管に設置されている水封安全器からセル

等へ移行した後，経路外放出する可能性がある。このため，気相中に移

行した放射性物質の大気中への放出を可能な限り低減するため，放射線

分解により発生する水素による爆発を想定する貯槽等内の水素濃度がド

ライ換算で８ｖｏｌ％に至る時間が長い建屋への圧縮空気の供給を停止
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し，放射性物質の移行を停止するとともに，塔槽類廃ガス処理設備から

セルに導出するユニットの経路を速やかに構築する。

水素爆発が発生していない状態で貯槽等の気相部へ移行し，水素掃気

の圧縮空気により同伴された放射性物質については，セルへの導出経路

上に設置した高性能粒子フィルタにより放射性エアロゾルを除去する。 

放射性物質の大気中への経路外放出を防止するため，排風機を運転し，

高性能粒子フィルタにより放射性エアロゾルを除去することで大気中へ放

出される放射性物質量を低減し，主排気筒から大気中へ管理しながら放出

する。 

各建屋の対策の概要等を以下に示す。 
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